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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　メソポタミア。

　ティグリス河とユーフラテス河、二つの大河に挟まれたこの肥ひ沃よくな大地は、古来、幾多の文明が興亡する歴史の表舞台であった。現在、その下流域はペルシャ王国が押さえ、上流域はローマ帝国が支配して属州メソポタミアを設置している。二つの大国が国境を接して、穏やかな関係であったためしはない。歴史上の例にもれず、この地は両国の係争の種であった。

　そんな国境の最前線にローマの城じよう塞さいが築かれたのは、先々帝アナスタシオス一世の時代である。ペルシャとの和平条約の条文を無視してまで建設を急いだこの城塞は、ダラスと名付けられ、ローマ軍の最重要の拠点となっていた。

　そのダラスの五十スタディオン（約九キロメートル）ほど南方に、タンヌリスと呼ばれる砂漠が広がっている。中天の太陽が強い日差しを浴びせ、砂さ塵じんがもうもうと舞い上がるその中で、およそ一万のローマ軍が敵軍と対たい峙じしていた。

　ローマ軍を率いるのは、烈火のクーツェスと、疾風のブーゼス。勇猛で名高い、トラキア地方出身の兄弟である。いずれも皇帝ユスティニアノスことユスティンよりフェニドウクスキア・・フオエレバノニケス・ン辺境リバネ将軍ンシスの地位を授かっている。

「ベリスの奴には悪いが、今回は俺たちが手柄を立てさせてもらうぞ」

　メソポドウクスタミア・メソポ辺境将軍タミアエとしてダラス城塞の司令官を務める戦友の名を、クーツェスは持ち出した。

「ベリスは優秀な男だが、万事、慎重すぎるきらいがあるな。今が敵を打ち破る絶好の好機だというのに、奴は開戦に消極的で、本営から部隊を出撃させることを拒否した。残念なことだ」

「臆病になっているのさ。大軍の指揮をとるのは初めてだから、無理はない」

　いつも群ぐん青じよう色いろの板クリ金バニ鎧オンを身に着けている堅苦しい青年を、二人の兄弟は笑い飛ばした。『烈火』の異名通り、クーツェスは気性が荒い。弟のブーゼスも、そんな兄をたしなめるというより、むしろけしかける側に回っていた。

　砂塵が激しいとはいえ、障害物も何もない開けた砂漠である。敵が伏兵を隠す場所などどこにもない。奇襲を恐れずに堂々と正面から敵にぶつかることができる。そして正面からの戦いならば、クーツェスは誰にも負けなかった。

「騎兵隊、前へ！」

　力強い命令が、クーツェスの口から発せられた。ローマ皇帝が認めた正規軍であることを示す緋ひ色いろの軍旗を掲げ、クーツェスの騎兵隊が勇ましく敵陣に突撃を開始する。砂塵がいっそう高く舞い上がって、陽光を受けて黄金色に光り輝く。馬の蹄ひづめが砂を蹴る音が、鼓膜を心地よく強打する。

　敵は怯ひるんだかに見えた。クーツェス隊の凄すさまじい迫力に圧倒され、おびえて立ちすくんだかに思えた。だがクーツェスが勝利を確信したその直後、異変が起こった。先陣を切るローマ騎兵たちの姿が、突如、消失したのだ。

　あっ、と声を上げたときには、もう遅い。目の前に広がっているのは、左右に長く伸びた塹ざん壕ごうであった。幅はおよそ八パッスス（約十二メートル）、深さは十五ペース（約四・五メートル）ほどになるだろうか。騎兵たちは、その深い谷の中へと真っ逆さまに転落していった。

　砂塵の中に、ペルシャ軍は隠していたのだ。ローマ軍を死へと導く恐るべき罠わなを。

「ばかな……！」

　さすがにクーツェスは、馬術の達人である。弟のブーゼスともども、とっさに手た綱づなを強く引き、身体からだ全体で馬を制御して、塹壕の直前で急停止した。だが、彼の部下たちは彼ほど馬の扱いに習熟してはいなかった。突進力の高さが仇あだとなって、また後ろから押し寄せる味方に押されて、彼らは次々と奈落へと転げ落ちていった。

　塹壕の底で待ち構えていたのは、巨大な木の杭くいである。瞬またたく間に、クーツェスの騎兵部隊は人馬もろともに串刺しにされていく。

「おのれ、卑ひ怯きような！」

　クーツェスは敵を罵ののしったが、ペルシャ人が勝利のためならどんな手段をも使う連中であることは、周知の事実である。備えを怠おこたった、自分たちが悪いのだ。

　塹壕の向こう側から、ペルシャ軍が矢を射い込こんできた。ローマ軍は、大混乱である。反撃どころではない。

　すかさず、ペルシャ軍が動いた。両翼部隊が左右へと散り、塹壕を迂う回かいしてローマ軍の背後へと回り込んだのだ。

　ペルシャ軍の両翼は重厚だが、正面は薄い、とクーツェスは見ていた。だが、塹壕によってローマ軍の正面からの攻撃を防ぐつもりであったのなら、それも当然のことであった。クーツェスの見通しの甘さを、今頃敵の主将は嘲あざ笑わらっているに違いない。

　ローマ軍の背面に回り込んだのは、ペルシャの駱らく駝だ部隊であった。ペルシャ兵は、騎乗したままの射撃を得意とする。矢を射込んでくるものと、クーツェスは覚悟した。だが、駱駝部隊は弓を構えることなく、まっすぐにローマ軍へと斬り込んできた。

　ローマ軍の軍馬が、一斉にいななき始めた。

「どう、どうっ。お前ら、落ち着かんか、こらっ」

　ローマの将兵は、力いっぱい手綱を引き、馬を鎮めようと試みた。だが、興奮した軍馬はいななきを止めず、兵士たちは振り落とされまいとこらえるだけで精一杯である。

　ペルシャ軍が駱駝を用いたのは、馬よりも砂漠に適した動物であるというだけの理由からではない。馬は、他の動物の匂いを嫌う。駱駝という未知の生き物の匂いを嗅かいで、動揺しているのだ。もはや戦うどころではなかった。

　ローマ軍は切り崩され、分断され、殲せん滅めつされつつあった。包囲され、退路が断たれているので、全面潰かい走そうすらままならない。このままでは文字通りの全滅である。

　クーツェスは舌打ちして、弟に命令した。

「ブーゼス。俺がしんがりを務める。お前は自分の部隊を率いて敵の包囲網を突破しろ。派手に悪あがきしてやろうぜ」

　ブーゼスは息を吞のんだ。こんなときですら、兄の顔には戦場の緊迫感を楽しむような気配が窺うかがえた。

「兄貴だけで大丈夫か？」

「お前は、知ってるだろう？　俺が戦場で死ぬことはないって」

「ああ、そうだったな」

　いたずら好きの悪童がそのまま大人になったような顔で、ブーゼスは笑った。この状況でまだ諦めてはいない兄を、誇らしく思った。

「兄貴は痴情のもつれで、女に刺されて死ぬんだったな。この色男め」

　クーツェスは街の占い師から予言を受けたことがある。女遊びを改めないと、お前はいつか女に刺されて死ぬぞ、と。説教めいたその予言を聞き、弟のブーゼスは声を上げて笑った。

「そりゃ、そうだよな。兄貴はいつも女をとっかえひっかえして、街じゅうの女たちを泣かせてるものな。いつかはそうなるさ」

　一方、言われた側のクーツェスも、その予言をむしろ肯定的に受け入れた。

「逆に言うと、戦場で死ぬことはないということだ。もう俺に怖いものなんてないぞ」

　本気で信じているわけではない。気休めである。だが、クーツェスが他の誰にも真似まねできないほどの武勇を発揮してきた、その原動力の一つになっていたのは確かだった。

「分かった。オレが活路を切り開くから、兄貴もちゃんと帰ってくるんだぞ」

　ブーゼスは馬首を巡らせた。それを見送って、クーツェスは長槍コントスを強く握り締めた。

「さて、ではいっちょ暴れてやるか」

　クーツェスが呟つぶやいた直後、ペルシャの駱駝部隊が、彼の下へ殺到した。圧倒的優勢を確信したペルシャ兵たちは、その見通しの甘さを自らの生命で贖あがなうことになった。クーツェスの武勇は、死すべき定めの人間のものとは思えなかった。一突きで敵の喉のどを打ち砕き、また一突きで敵の心臓を鎧よろいごと貫いた。長槍コントスを長剣スパタに持ち替え、長剣スパタを短剣マカイラに取り替え、最後には素手まで用いて、迫りくる敵を次々と地獄へ送り込んだ。

　クーツェスの凄まじい奮戦に、さすがにペルシャ兵もたじろいで、この恐るべき難敵を包囲しつつも距離をとった。たった一人を相手に、誰も一歩を踏み出すことができない。

「こいつは傑作だ。駱駝の上に、臆病者ロバが乗っていやがる」

　クーツェスが笑い飛ばした。馬を失い、砂と血と汗に塗まみれ、全身を覆っていた甲かつ冑ちゆうももはや大半が剝はがれ落ちている。それでもなお、彼には余裕があった。

「そこをどけっ、雑ぞう兵ひようども！」

　甲高い叫び声が響き渡った。ペルシャ語であったが、「罵ば声せいなら七か国語でできる」のが自慢のクーツェスは、その意味を理解することができた。ペルシャ兵たちを突き飛ばすようにして現れたのは、甲冑をまとった一人の騎士であった。駱駝の上から、鋭い長槍コントスの閃せん光こうをクーツェスに浴びせかける。敵から奪った長剣スパタでそれを受け止めたクーツェスは、相手の顔を見て思わず声を上げた。

「なっ、女、だと……!?」

　長いまつ毛の下で輝く金緑石の瞳、白く高い鼻、鮮やかな紅あかい唇。金と真珠の頭飾りヴイツタの下にあるその顔立ちは、間違いなく若い女のものである。ベリス隊にアントニーナという女傭よう兵へいがいることを、ブーゼスは聞き知っていた。ペルシャにも、彼女のような存在がいるのだろうか。

　クーツェスは、初めて動揺した。あの予言のことを思い出したのである。

「我が名はペーローズ。ペルシャの名門ミフラーン家の者だ。そちらも名乗れ」

　流りゆう暢ちようなギリシャ語で、女は名乗りを上げた。まばゆい頭飾りヴイツタもさることながら、結わえて左右に垂らした黒髪も、銀月のように輝く白い相そう貌ぼうも、息を吞むほど美しい。

「俺は烈火のクーツェス。女、俺にもてあそばれたいというのなら、存分にかわいがってやるぞ。ローマの女でもペルシャの女でも、やることは変わらんからな」

　卑ひ猥わいな冗談を言いながら、クーツェスは剣を構えた。

「では、参る」

「おう、来いよ。一撃で決めてやる」

　烈火のクーツェスたる者が、女に負けるわけにはいかない。彼は目を見開いて、結わえた黒髪の女騎士を迎え撃った。

　ただ一撃。クーツェスの言葉通りに、勝敗は決した。だが、結果は彼の思いとは逆であった。

　まさか、信じられないという顔で、クーツェスは自身の脇腹をまじまじと見つめていた。そこには敵の長槍コントスが、深々と突き刺さっている。

　クーツェスは崩れ落ちた。ペーローズと名乗る女は、素早く駱駝から飛び降りて彼にのしかかった。腰から抜いた短剣マカイラで、まるで牧人が羊を捌さばくように易やす々やすとクーツェスの首を刎はね飛ばす。

「敵将クーツェスを、ミフラーン家のペーローズが討ち取ったぞ！」

　最さい期ごの瞬間まで、クーツェスは己おのれの身に何が起きたのか理解できなかっただろう。その首をペーローズが高らかに掲げると、驚きよう愕がくの声が、ギリシャ語で発せられた。

「兄貴!?　噓うそだろ!?」

　ブーゼスであった。包囲網を突破しようと数度の突撃を敢かん行こうしたが、敵兵の厚い壁を突破できず、進退窮きわまって兄のところへと戻ってきたのである。

「ちくしょおおおお！　よくも兄貴を！」

　激高して、ブーゼスは剣をペーローズに向けた。ペルシャの女騎士は、せせら笑った。

「兄思いの、実によい弟だな。兄が一人であの世に行くのは寂しいだろうから、一緒に行ってやろうというのだな？」

「ほざけ！」

　ブーゼスは、問答無用でペーローズに斬りかかる。『疾風のブーゼス』の異名通り、誰も真似できないほどの速さで、縦に、横にと剣を振るう。兄を凌しのぐ剣技の冴さえを、だが女騎士は冷笑すら浮かべて跳ね返した。

　疲労の蓄積が、次第にブーゼスの勢いを奪っていく。気が付くと防戦一方になっていた。

「よく持ちこたえた。だが、次で終わりだ」

　不敵に笑い、ペーローズが剣を大きく振りかざす。そのとき、

「ペーローズ将軍！」

　悲鳴に似た声が、ペルシャ語で響き渡った。伝令が、血相を変えて走り寄ってくる。

「敵の増援です！　至急、対応を！」

　もうもうと舞い上がる砂さ塵じんの煌きらめきを、ペーローズは遠方に認めた。勝利を確信して、ペルシャ軍の規律が乱れた。そのわずかな隙すきを、ローマ軍の後続部隊が的確に突いたのだ。

「……ベリスに助けられたか。どうやら神は、オレが生きて兄貴の復ふく讐しゆうを果たすことを望んでいるらしいな」

　間一髪のところで助かったブーゼスは、自嘲気味に呟いた。味方の増援と聞いて、思い当たるのはただ一部隊しかない。本営を守っていたはずのベリスの部隊が、味方の危機を察知して駆けつけたのである。

　ペーローズは舌打ちして駱駝に飛び乗った。結わえた黒髪が跳ねる。撤退の合図を出す。

「逃げる敵を、無理に追うな！　それよりも味方との合流を優先しろ！」

　ローマの増援部隊の先頭には、ラピスラズリのような群ぐん青じよう色いろの板クリ金バニ鎧オンに身を包んだ若者の姿があった。いかにも生き真ま面じ目めそうな顔つきのこの男が、メソポドウクスタミア・メソポ辺境将軍タミアエとしてダラス城塞の司令官を務めるベリサリウス、通称ベリスであった。

　ベリス隊は全員が徒歩だった。ペルシャ軍が、精強なローマ騎兵への対策を考えていないはずがない。それを見越して、あえて馬を本営に預けてきたのである。

　ペルシャの駱駝部隊は、無理にベリスたちと戦おうとはしなかった。勢いのある敵と正面からぶつかるよりも、それをいなす方が得意なペルシャ軍である。一いつ糸し乱れぬ動きで距離をとっていく。後に残されたのは、血と砂と泥に塗れ、見るも無残な姿の味方のローマ兵たちであった。

「やはりこうなった、か……」

　ベリスが消沈して呟くと、黒い外ヒマテ套イオンに身を包んだ少年が天を仰いだ。

「予想はしていたが、予想以上の惨さん禍かだな、これは」

　自称ベリスの従軍史家、『黒い筆の軍師』の異名で呼ばれるプロコピオス、通称プロックスであった。いずれベリスを皇帝にのし上げて『皇帝ベリサリウス伝』を執筆することを企てている彼は、紫水晶の瞳で鋭く周囲を見回した。

「俺たちの手で一いつ矢し報いたいところだが、これだけ敵の足が速いと、それもかなわないな」

　しょんぼりとした足取りで、水色の上衣パルラを来た少女が近寄ってきた。名をシアという。ベリスとプロックスを慕ってともに行動している、曲芸師の少女である。

「お二人は、敵が罠わなを仕掛けていることを、見抜いておられたんですか？」

「まあ、な」

　プロックスの顔は険しい。二人は敵軍の出方を窺うべきであると軍議で強く主張したのだが、血気にはやる味方を止めることはできなかった。

「プロックスさんほど頭のいい人が、どうして味方を説得できなかったんですか」

「あー、あれは、俺が悪かった」

　自信家のプロックスが反省の弁を述べるのは珍しい。気性の荒いクーツェスと口論になった彼は、「お前らは俺より馬鹿なんだから、黙って俺に従えばいいんだよ！」などと、つい余計な一言を発してしまったのである。

「クーツェスとかブーゼスみたいな連中にああいう言い方をしたらどうなるか、分かりそうなものなのにさ。『黒い筆の軍師』が聞いて呆あきれるぜ」

「そんな言い方、プロックスさんらしくないです」

　普段のプロックスなら、『だから俺の言った通りだろうが、馬鹿どもが』などと得意になってもおかしくないところである。だが、今日に限ってはそんな元気もないようだった。

「けっこう、こたえてるんだよ。これでもな」

　ベリスはその心境を理解した。前回、アルメニア遠征に従軍した際は、ペルシャ王子ホスローの軍勢と激しい戦いが行われたものの、大雪で互いの動きが鈍っていたこともあり、犠牲者はほとんど出なかった。戦場の無残な現実を突きつけられたのは、彼にとってはこれが初めてなのだ。気持ちが沈むのも、無理はないだろう。ベリス自身、初うい陣じんの時は戦場に漂う血の匂いに強い吐き気を催したものである。

　ペルシャ軍は、戦うことなく戦場から離脱しつつある。鮮やかな引き際の良さであった。

「負傷者の救護に当たれ。戦死者の遺体は速やかに回収しろ。隊長級の士官は、味方の被害を私に報告せよ」

　ベリスは味方に指示を下した。その結果、クーツェスに加え、アラブ人部隊を率いていた族長シヤイフアタファルも顔面に敵の矢を受けて戦死していたことが判明した。タンヌリス砂漠の戦いは、ローマ側の大敗北に終わった。
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　ベリスに率いられたローマ軍は、ダラス城じよう塞さいへと帰投した。

　赤茶けた砂岩の山をくりぬいて造られたその城は、さながら荒野にひっそりと浮かぶ陸の船である。起伏に富んだ地形をそのまま利用しており、自然と人間の合作と言うべき要害であった。

　緊張感から解放された将兵たちは、気が抜けたようになり、鎧を脱ぐと、食事もとらず、廊下や広間でそのまま雑ざ魚こ寝ねした。よほど疲労が溜たまっていたのだろう、翌日の夕方まで死んだように眠り続けた。目が覚めても、敗戦の悔しさのあまりか、がっくりとうなだれたまま無気力に過ごしている。

　その中にあって、ただ一人気勢を吐いていたのは、疾風のブーゼスであった。

「あの女、次に会ったときには絶対に縊くびり殺してやる。兄貴の仇かたきは、オレがとってやるぞ」

　ブーゼス隊の本来の駐屯地は、シリアの隊商都市パルミラである。だが、この男は自身の拠点へと戻るつもりはないようだった。ダマスカスを本拠としていた亡き兄クーツェスの部隊ともども、自身の部隊の居場所を、ダラス城塞の一角に定めた。

「しかし一体、あの女は何者だ？　ペルシャに女将軍がいるなど、聞いたことがないが」

　復讐を果たすまでは、ここを離れない覚悟である。ダラスはペルシャとの戦いの最前線であり、ここにいる限りはペーローズと名乗った女じよ丈じよう夫ふとも相まみえることができるだろう。

　族長シヤイフアタファルを失ったアラブ人部隊も、故郷に戻らず、ダラスに残留した。彼らはアタファルの息子アレタスを新たな族長シヤイフに選び、ブーゼス同様、ペルシャ軍への復讐を誓っていた。

　ベリスにとっては、難しい局面である。もともと数ではペルシャ軍の方が優勢だ。タンヌリス砂漠での勝利に勢いづいた彼らが、ダラス城塞を攻略すべく、一気に攻勢に出る可能性は高い。実はベリスは新皇帝ユスティンからダラスに並ぶ新しい城塞の建設を命じられていたのだが、どうやらそれどころではなさそうだ。

「早急にやらなきゃならんことがある」

　数日後、真ま面じ目めくさった顔で、プロックスが言ってきた。藍緑色の髪に紫水晶の瞳のこの少年は、ベリスの従軍史家であるとともに、今や参シユン謀ブーロスとして彼の公式の幕僚である。

「城塞の改修工事か？　兵の訓練か？　それとも、もしかして食糧が足りないのか？」

「そうじゃない」

「では、何だ？」

「酒宴さ。酒でも飲まないと、やってられん」

　ベリスは目をしばたたいた。こんなときに、何を吞のん気きなことを言っているのか。

　プロックスの顔を窺うかがったが、冗談で言っているわけではなさそうだ。確かに、気分転換も時には必要だろう。真面目すぎると評されるベリスにはない発想であった。

「分かった。直ちに手配しよう」

　やると決めたら、ベリスは素早い。部下たちにてきぱきと指示を下し、翌日の夜には酒宴の準備が整った。戦いに疲れ自信を喪失した兵士たちを慰労し、将兵の親睦を深めることが目的だ、などと説明すると、部下たちからは「建前なんてどうでもいいじゃねえか。飲めればいいんだ」などと笑われてしまったが。

　ただ一つ、困ったことがあった。ダラス城塞は、帝都コンスタンティノポリスから遠く離れた辺境の地である。帝都で当たり前に手に入るものも、ここでも手に入るとは限らない。肝心の葡ぶ萄どう酒しゆを、十分にそろえることができなかった。

　問題を手際よく解決したのは、シアであった。近隣の村落の住人と交渉して、彼女は葡萄酒の代わりとなるものを調達してきた。

　麦酒である。エジプトやメソポタミアの人々が葡萄酒の代わりに飲む酒だ。

「これは……なかなか興味深い味だな」

　初めて飲む麦酒の味を、ベリスがそう表現した。ヒヨコマメのスープや鹿のローストとの相性もよい。一方、プロックスは面白くもなさそうに顔をしかめた。

「田舎いなか者ものの飲み物さ。見た目も味も、小便みたいなものだ」

「またおぬしはそういうことを言う。素直でないのう」

　文句を垂れつつも、すでに二杯目に突入しているプロックスである。

「それにしてもシアよ、よくこんなものを手に入れてこられたな。どうやって村人たちをたらし込んだのだ？」

「えへん、師匠から伝授された必殺技『色仕掛け』を使ってみました！」

　シアは胸を張ったが、誰も信じなかった。彼女が「師匠」と崇あがめる女傭よう兵へいアントニーナは誰もが認める艶えん麗れいかつ豊満な美女であるが、シアには残念ながら、彼女ほどの色気は備わっていない。

「マルティヌスさんにも手伝っていただきました。マルティヌスさん、村のおばさま方に大人気だったんですよ！」

「そ、そうか……」

　ベリスの従者であるマルティヌスは、街行く娘たちの誰もが振り向く整った顔立ちの少年である。だが、意中の相手にはことごとく振られてしまうという不運の持ち主でもある。自分の親ほどの年齢の女性たちからもてはやされても、さぞかし複雑な思いであろう。

　皆に酒が行き渡り、大広間が賑にぎわってくると、さて、とシアは立ち上がった。

「ではでは、ここであたしが、芸を一つ」

　手を叩たたきながらシアがそう告げると、麦酒を飲みながら馬鹿話に興じていた将兵たちが、一斉に彼女に目を向けた。

「いよっ、待ってました！」

「一つと言わず、三つでも四つでも頼むぞ！」

　その声に笑顔で応こたえ、シアは短剣投げ、無パン言トミ劇ーモス、竪琴キタラ、その他さまざまな芸を披露した。最前線であるダラスには、若い娘は少なく、娯楽はさらに希少である。愛あい嬌きようのあるシアは、すでに兵士たちの人気者であった。見事な芸に、惜しみない拍手が送られた。

　兵士たちの注目を、シアが独占するかに思われたそのとき、異変が起こった。どこからか真っ赤な踊り子の衣装をまとった金髪の美女が、颯さつ爽そうと現れたのだ。かぐわしい香油の匂いを振りまき、神秘的な微笑を浮かべて、剣舞を舞い始める。

「だ、誰だ、あの美女は!?」

「あんな女、この城塞にいたか？」

　誰も正体が分からず、あっけにとられる中、金髪の美女は鋭く切れのある動きで、鮮やかに舞う。バラのように情熱的に、ユリのように華やかに、美女は咲き誇り、兵士たちの視線を釘くぎ付づけにした。

「すげえな」

「ああ、こんなの初めて見たよ」

　瞬まばたきもせずに彼女を見つめる兵士たちからは、そんな陳腐な言葉しか出てこない。どんな批評の言葉も、彼女の見事な舞いを表現するにふさわしいとは思えない。それほど圧倒されていたのだった。

「ああああーっ」

　突然、声を上げたのはマルティヌスだった。金褐色の髪を揺らし、彼は指摘した。

「あ、あれ、アントニーナさんですよ」

「……えっ？」

　ベリスは、目を疑う。女傭兵のアントニーナは、短い朱色の髪が特徴だ。目の前の美女は、まぶしい金髪の持ち主だが……。

「かつらを着けて、化粧をしているから分かりにくいですけど、間違いないです。ほら、ほくろの位置とか……」
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「……ああ、なるほどな。言われてみれば、そのとおりだ」

　そもそもアントニーナは、傭兵になる前は劇場で踊り子をしていた。特に剣舞については並ぶ者のない名手であったという。『双剣の舞姫』の本来の技が惜しみなく披露されたというわけである。

　煽せん情じよう的てきな踊りに、ベリスも見とれていた。最後まで完かん璧ぺきに踊り切ったアントニーナを拍手で出迎えると、美しい女傭兵は彼に微ほほ笑えみかけた。

「ふふっ。ベリス、惚ほれ直した？」

「だ、だだだ誰が、誰に惚れているというのだ。戯ざれ言ごとはやめてくれ」

　などと言うベリスだが、その顔は面白いほど真っ赤になっている。

「ベリス、あんた、ほんと分かりやすいな」

　プロックスは、冷やかすというよりむしろ本気で呆れたような表情をしている。

「な、何がだ？　私の顔が耳まで真っ赤なのは、この麦酒のせいだぞ？」

「耳まで真っ赤になってるって自覚はあるんだな」

　二人の傍かたわらで、今度はマルティヌスが立ち上がった。シアに駆け寄って、提案する。

「あの、シ、シアさん。僕と踊っていただけませんか？」

　シアは、無言で頷うなずいてマルティヌスの手を取った。驚きの声が将兵から上がった。美しい顔立ちにもかかわらず、マルティヌスが少女たちから振られてばかりいることは、ダラス城塞では知らぬ者がいない。

「おお、マルティヌスの小僧が、嬢ちゃんを誘うことに成功したぞ」

「ついに奴にも春が来たか!?」

「いや、たぶん何も考えてないだけだあの娘こ」

　ゲルマン人の将軍ファラスが、葦テイー笛ビアを奏で始めた。髭ひげもじゃのいかつい大男だが、意外に繊細な感性の持ち主で、器用な手つきで大小二本の葦テイー笛ビアを同時に口にくわえている。故郷への哀愁を誘うその曲に合わせて、シアとマルティヌスは踊った。

　シアはもちろん、マルティヌスもなかなかさまになっている。もともと優雅な美び貌ぼうの持ち主なのだ。何とも軽やかな動きで、シアとも足並みがばっちりそろっている。即興にしては上出来だ。

「まるで恋の神エロースが美しい妻プシュケーと戯れているようだ」

　そう喩たとえる者もいた。確かに、似合いの二人であった。いい雰囲気だと誰もが思った。

　だが、踊り終わると、シアは意外な行動に出た。マルティヌスの手をぱっと放すと、骨付きの羊肉をかじっていたプロックスの下に、まっすぐに駆けつけたのである。

「プロックスさん！　あたしの踊り、どうでしたか!?」

「ふん、まあまあじゃねえの」

「あっ、またまたあ。本当はあたしに見とれてたくせに、素直じゃないんですから！」

　マルティヌスと踊っていたとき以上に、その緑エメ柱ラル石ドの瞳はきらきらと輝いている。その後ろに、マルティヌスは呆ぼう然ぜんとして立ち尽くしている。

「自分の踊りを、軍師殿に見せたかったのか」

「他の男と踊っているところを見せて、軍師殿に焼きもちを焼かせたかったのかな」

「いや、たぶん何も考えてないだけだあの娘」

「にしても、マルティヌスの奴、また振られたな……」

　幸せなひと時が過ぎた。あくまでもひと時の楽しみであると、皆が理解していた。ペルシャ軍は、大軍を動員して今にもこの城塞へと押し寄せてくるだろう。明日からは、厳しい現実が待っている。

　やけ酒を呷あおったマルティヌスは酔い潰つぶれて眠っていた。シアも疲れ果て、うつらうつらとし始めたので、アントニーナが部屋まで送っていった。すでにほとんどの者が退席しており、麦酒を入れていた瓶かめも空になっている。

　酒宴がお開きになると、ベリスは急に物寂しくなってきた。こっそり取り置きしておいた葡萄酒をプロックス、それにブーゼスと飲みながら、しみじみと語った。

「敵がいつ攻めてくるか分からないという状況だが、今日は皆が元気になれて、よかったと思う。気落ちしたままだと、戦どころではないからな」

「それはいいが、あんた自身は、まだ少し落ち込んでるみたいだな」

　プロックスに指摘されて、ベリスはため息を吐いた。

「結局、私はペルシャ軍相手に一度も勝利を得ていない。ゲオルギアでも、アルメニアでも、逃げ帰るのがやっとだった。今回のタンヌリス砂漠の戦いでは、クーツェスを死なせてしまった。このざまで、私は歴史に名を残すことなどできるのだろうか。大ローマ帝国の復興など、夢のまた夢なのではないだろうか」

「焦るなよ」

　プロックスの紫水晶の瞳が、かがり火に照らされて光った。

「クーツェスは死んだ。だが、あんたは生きている。クーツェスは判断を誤ったが、あんたは正しい決断をした。だから生きている。それを忘れるなよ」

　うむ、とベリスは頷いた。自分を過小評価するつもりはない。自分が生き残ったのはたまたまではなく、その時々に応じて的確な選択をしてきたからだ。だが、それでも勝利が遠い、という事実に、彼は現実の厳しさを突きつけられている気がするのだった。

「ベリス。お前が、みんなをまとめろ」

　酒キユリ杯クスで酒を呷りながら、ブーゼスが言った。

「みんな、それがいいと言っている。先日の敗戦はオレと兄貴が暴走した結果だが、まとめ役がいなくて、軍議がまともに機能していなかったことも原因の一つだと思う」

　本来であれば、諸将をまとめるのは東方マギス方テル・面ミリト軍ウム・司ペル・令オリエ官ンテムの地位にあるヒュパティオスである。だが、先々帝アナスタシオスの甥おいであるこの男は、ゲオルギア遠征の失敗で面めん目ぼくを失い、政敵のユスティンが皇帝に即位するに及んで、事実上、その地位を失っていた。

「オレ一人の意見じゃない。アレタスも、ファラスも、スニカスも、みんなお前がいいと言っている」

　有力な武将たちの名前を、ブーゼスは列挙した。なお、アレタスはアラブ系のガッサーン族、ファラスはゲルマン系のヘルリ族、スニカスはフン族の出身である。融和と寛容が信条のローマ帝国らしく、その軍隊は多様な民族から構成されており、実力次第でのし上がることも可能だった。

　兄の死を受けて、このところずっと思いつめた様子だったブーゼスである。考え抜いた末の結論なのだろう。

「ついでに言っておくと、オレはやはり、突っ走るのが持ち味だ。あんなことがあったからといって、急に慎重な立ち回りをするつもりはない。だからそういう意味でも、お前がオレの手た綱づなを引いてくれると助かる」

「そうは言ってもな」

　ベリスは頭をかいた。

「私は一介の辺境将軍ドウクスにすぎん。ユスティン様の許可なく、勝手に出過ぎた真似まねをするわけにもいかん」

「ドゥクスにもいろいろあってな。偉大なるスキピオも、ポンペイウスもドゥクスだぞ？」

　定住農民からなる国境リミ守備隊タネイを率いて帝国の国境リメスを守るのが辺境将軍ドウクスであるが、「ドゥクス」というラテン語は、本来、広く「将軍」を意味する普通名詞である。ゆえに、ローマの歴史に燦さん然ぜんと輝く名だたる名将たちも、「将軍ドウクス」なのである。

「屁へ理り屈くつを言いおって」

　ベリスは苦笑いした。そういえばプロックスも、元々はユスティンから従軍を禁止されていたのに無断で同行し、ベリスの幕僚としての既成事実を作ってしまった。今回もそうせよと、ブーゼスは言っているのだ。

「どうせユスティン陛下には、現場のことは分からん。結局はオレたちで、オレたちのやりやすいようにすればいい」

　ブーゼスがうそぶいたとき、アントニーナが大広間へと戻ってきた。金髪のかつらは脱ぎ捨てているが、衣装は舞姫のままである。

「ベリス、お客さんよ」

「客……？」

　アントニーナに続いて現れたのは、中性的な顔立ちの、若い男であった。市民服トガに身を包んで、堅苦しい表情をしている。

「手て酷ひどい敗北を喫したと聞いていたが、案外、吞のん気きなものだな」

　皇帝ユスティンの側近を務めている、宦かん官がんのナルセスであった。呆あきれたように、皿や杯の散らかる宴席を見回している。

「こんな時間にご到着か。残念ながら、酒はもう残ってないぞ？」

　プロックスが皮肉に皮肉で返したが、ナルセスは無視した。

「このような時間になったのは、皇帝陛下からの勅ちよく命めいを少しでも早く伝えるため、馬を飛ばしてきたからだ」

　勅命と聞き、ベリスは背筋を伸ばして改まった。ナルセスは懐ふところから勅書を取り出して、読み始める。

「神と皇帝ユスティニアノスの名において命ず。ベリサリウスを、東方マギス方テル・面ミリト軍ウム・司ペル・令オリエ官ンテムに任命する。野戦コミタ機動軍テンセスを編成し、メソポタミア、シリア、フェニキアの諸将を統括し、アルマギスメニテル・アミリト軍ウム・司ペル・令アルメ官ニアムのシッタスとともにペルシャ戦線の総指揮をとれ」

　ベリスとプロックスは、顔を見合わせた。タンヌリス砂漠の戦いから、数日しかたっていない。帝都コンスタンティノポリスに向けて敗戦を報告する使者は送ったが、まだ皇帝の下には到着していないはずである。

「……まるで、今の状況を見越していたかのようだな」

「実は、ある意味ではその通りだ」

　勅書を紐ひもで巻き、ベリスに手渡しながら、ナルセスは説明した。

「私がダラスに到着する頃には、ペルシャとの大きな戦いの一つや二つは起こっているだろう。そしてその戦いでベリス将軍は必ず他の諸将に抜きん出た武功を立てているはずだ。皇帝陛下はそう確信しておられた。だからベリス将軍の功績に少しでも早く報いるために、そして少しでも早く軍をよりよい編成とするために、皇帝陛下は私を寄よ越こしたのだ」

　呆然として、ベリスは嘆息した。遠い帝都にいながら、ユスティン様は何という慧けい眼がんをお持ちなのか。まるで予言者だ。そう思ったのである。

　ナルセスが馬を飛ばしてきたのも、できるだけ早く勅命を伝えるためだ。ベリスが全軍を統括することになれば、タンヌリス砂漠のような敗戦は避けられるはずである。そのような体制を、できるだけ早く確立したかったのだ。自分のことを信頼してくれるユスティンを、嬉うれしく思った。

　だが、ナルセスの言葉を額面通りには受け取らない男がいた。プロックスである。口元を吊つり上げて、彼はナルセスに問いかけた。

「それはいいが、考えたのは本当に皇帝か？　誰か他の人間じゃないのか？」

　ナルセスが、実は皇こう妃ひテオドラの指示の下に行動していることを、ベリスやプロックスは知っている。皇帝に入れ知恵したのは、テオドラであろう。プロックスは、暗にそう言っているのだ。

「何をおっしゃっているのか、私には分からない」

　憮ぶ然ぜんとして、ナルセスは答えた。

「いずれにせよ、勅命は下された。ベリス将軍を筆頭に、各位にはご奮闘いただきたい」

「勅命、謹んでお受けいたす」

　自分には荷が重い、とはベリスは言わなかった。結局、ブーゼスの言う通りで、それが最善の案なのである。であれば、責任から逃れるわけにはいかなかった。

　この瞬間、ベリスはローマ帝国でたった六名しかいない軍マギス司テル・令ミリト官ウムの一人となった。異例の出世である。何しろベリスは、ユスティンによって将軍に取り立てられてから、まだ一度も勝利を手にしてはいないのだ。前任者のヒュパティオスのように、貴顕の身分から選ばれるのならともかく、兵士からの叩たたき上げで軍マギス司テル・令ミリト官ウムに選ばれるのは、普通であれば何度も勝利を得ている熟練の将であろう。

　それだけユスティン様は、私のことを買って下さっているということだ。ベリスは、改めてユスティンへの忠誠を深く胸に刻んだ。







　アントニーナの案内で、ナルセスは個室としてあてがわれた城じよう塞さいの一室へとやってきた。扉を閉め、一人になってから、彼は深くため息を吐ついた。

「やはり、あのプロックスという男、私の背後にテオドラ様がいらっしゃることを見抜いている」

　公的には、ナルセスはあくまでも皇帝ユスティン直属の侍従宦官である。だが、実際に忠誠を誓っているのは、皇妃テオドラの方だった。

　最も警戒しなければならないのは、やはりプロックスなのか。テオドラ様の野心の障壁となるのは、『黒い筆の軍師』の異名を持つあの藍緑色の髪の若者なのか。

　ベリスを東方マギス方テル・面ミリト軍ウム・司ペル・令オリエ官ンテムに任命する。テオドラからその計画を知らされたとき、ナルセスはさすがに驚いた。テオドラは、ラピスラズリのような群ぐん青じよう色いろの板クリ金バニ鎧オンを着た若者を、危険視していたのではなかったか。平然とした顔で、だがテオドラは説明した。

「ホスローなるペルシャ人の頭目は、恐るべき男と聞いています。我が軍で彼に対抗できるのは、ベリス以外にはいないでしょう」

「あの男に、そのような大権を与えてよろしいので？」

「よいではないですか。せいぜい役に立ってもらいましょう」

　献ミニス酒トラー係トルから葡ぶ萄どう酒しゆの杯を受け取って、テオドラは微ほほ笑えんだ。

「ペルシャ方面軍のすべてを任せるわけではありません。兵権の半分は、アルメニアのシッタス将軍に与えています。私もそこまで気前がよくはありませんよ」

　そのために、アルマギスメニテル・アミリト軍ウム・司ペル・令アルメ官ニアムの地位を新設したのか。シッタスは、何かにつけベリスを競争相手として強く意識している男である。万一、ベリスが何か野心を抱いたとしても、シッタスが年少のベリスにおとなしく従うことはないだろう。

「それに、いざとなれば、ベリスを始末するのは簡単です。今のところは」

　こともなげに、テオドラは言い放った。

「ユスティン陛下が、ベリスに死ねと命令すればよいのです。いえ、率直にそう言わずとも、まず生きては帰れないような命令を下せばよい。今なら、ベリスは従うでしょう」

「な、何と……!?」

　危うく、ナルセスは自分の杯を取り落としそうになった。

「さすがのベリスといえども、そんな命令に従うでしょうか」

「従うわ、必ず」

　テオドラは、自信に満ちている。

「私には分かるのです。あの男は、ユスティン陛下のためなら死ねると。それだけの忠義の心をユスティン陛下に捧ささげていると」

　まさか、と思った。それほどまでに愚直な男が、この世にいるものだろうか。だが、あることに思い当たり、ナルセスは納得する。ナルセス自身も、テオドラに死ねと命令されたなら、それがテオドラのためであるなら、喜んで彼女のために死ぬだろう。

「……それほど忠義の男であるならば、むしろテオドラ様の味方に引き入れることは、かないませんか」

　それができれば、この上なく頼もしい存在となるだろう。だが、テオドラは静かに首を振った。

「あの男は、ユスティン陛下の味方であって、私の味方には、決してならないわ」

　理屈を超えたところで、テオドラはそう確信しているようだった。

「だからいずれは、排除しなければならないの」

　その横顔は、少しだけ、悲しそうに見えた。妹君のことがあるからだ、とナルセスは気付いた。テオドラの妹のシアは、ベリスやプロックスと行動を共にしていると聞いている。ことによっては、テオドラは愛する妹をも切り捨ててしまわなければならない。

　ナルセスは去勢を施された宦官であり、男女の情愛とは無縁の存在である。だがそのようなことを遥はるかに超越した意味で、彼はテオドラに深い思慕の念を抱いていた。

　テオドラ様を、必ずお守りせねば。その野心を、必ず実現させて差し上げねば。ベリスやプロックスに、邪魔などさせるものか。ダラス城塞の個室で一人、月を眺めながら、改めてそう固く誓ったナルセスである。
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　ローマとの国境に近い、ペルシャの街ニシビス。堅固な城壁に取り囲まれた、比較的大きな都市である。ペルシャの支配下にありながら、キリスト教徒の十字架が至るところに掲げられているのが特徴だ。ローマ帝国により「異端」として迫害されたネストリウス派のキリスト教徒たちが多数亡命し、その一大拠点となっているのだ。

「正統」のキリスト教徒たちは、イエス・キリストの母である聖母マリアを、「神テオのトコ母ス」と呼ぶ。それに対し、シリア出身のコンスタンティノポリス総主教ネストリウスとその一派は、マリアを「キリスクリストトの母トコス」と呼んだ。これが、激しい論争に発展した。

「マリアは、神の母でなければならない。神の母でなければならないマリアをキリストの母と呼ぶなど、貴様は頭がおかしいのか」

「貴様こそ何を言う。キリストの母であるマリアをキリストの母と呼んで何がおかしい」

「黙れ！　マリアは、断じてキリストの母などではない！　神の母だ」

「ほう、マリアがキリストの母ではないとすると、一体誰がキリストの母なのだ」

「いや、確かにマリアはキリストの母だが、しかし神の母だ。従ってキリストの母ではない。そんなことも分からないとは、お前は馬鹿か」

「お前こそ馬鹿か。自分で自分が何を言っているのか、ちゃんと分かっているのか？」

　当代一流の神学者たちによる、果てしない不毛な議論であった。時の皇帝テオドシウス二世をも巻き込んだ激しい論争の末に、ネストリウス派は敗れ、異端の汚名を着せられて排斥された。行き場をなくしたネストリウス派の聖職者たちは、こぞってペルシャへと亡命した。

　ゾロアスター教への改宗を強制することもなく、ペルシャ王は彼らを積極的に迎え入れた。聖職者とは、すなわち知識人である。彼らの持つ叡えい智ちは貴重なものであったのだ。ペルシャの玄関口ニシビスは、ネストリウス派であふれかえった。

　そのニシビスも、今はペルシャの大軍が駐屯し、軍事的な気配一色である。軍事物資を運ぶ牛や騾ら馬ばが行きかい、戦ドラ章フシ旗ユがはためき、騎兵が闊かつ歩ぽし、模擬戦闘で剣と剣が交わる音が絶えず鳴り響く。

　街の中心を占めるのは、日干しレンガで作られた堅固な城塞である。その最奥部の広間では、ゾロアスター教の祭司が祭壇の火に祈りを捧げていた。聖水によって清められた聖域で、聖衣スドラと聖クステ帯イーに身を包んだ祭司は、ペルシャ軍の必勝を祈願し、光明神アフラ・マズダの叡智を讃たたえ、聖アヴエ典スタのありがたい言葉を読み上げる。供物ザオスラとして薪まき木ぎと香料と犠牲獣を捧げ、香を焚たいて神々の力がペルシャの全軍を包み込むように祈き禱とうする。

　その傍かたわらでは、黄金の甲かつ冑ちゆうを着た王子ホスローが険けわしい面おも持もちで諸将が集まるのを待っていた。先年、ゲオルギア王国を征服した功績で国柱エーラー大将ン・スパ軍ーバードへと昇進した彼は、メソポタミア方面の総指揮をとっている。やがてペルシャの名だたる将たちが集まり、軍議が始められた。

「このままダラス城塞へと進軍し、一気に攻めとるべきだ。今なら、それが可能だ」

　強気な意見を述べたのは、女将軍ペーローズであった。金と真珠の頭飾りヴイツタに彩られた艶のある黒髪は、今は編み上げられておらず、祭壇の火に照らされて、星々の瞬またたく夜空のように輝いている。甲冑を着こみ、右手首には質素な腕輪をつけた彼女は、鋭い目つきで諸将を眺め回した。

「女が軍議に口出しするのか」

　それを苦々しい口調で咎とがめたのは、自他ともに認めるペルシャきっての猛将、ピテュアクセであった。禿はげ上がった頭には大きな刀傷があり、いかにも屈強な戦士という風ふう采さいだ。

「我がミフラーン家は、武門で知られるペルシャ七大門もん閥ばつの一つだ。私はその当主の名みよう代だいとしてここに来ている。軍議に参加する資格はあるはずだが」

　よどみなくペーローズは答えた。ピテュアクセの言葉は当然予想されたものであったから、反論はあらかじめ準備してある。

「俺が呼んだのだ。不服か？」

　さらにホスローがペーローズに味方した。ピテュアクセは、口ごもる。

「いえ……そういうわけでは……」

　ペルシャ人にとって、身分の上下は絶対的なものである。王子であるホスローにそう言われれば、黙り込むしかない。

　だが、軍議に連なる諸将は、明らかにピテュアクセの味方だった。口にこそ出さないが、皆が同じ思いを抱いていた。

「何が名門ミフラーン家の息女だ。本当は、そう名乗る資格もないくせに……」

　冷ややかな視線を、将軍たちはペーローズへと注ぎ込んでいる。彼らがペーローズをないがしろにするのは、彼女が女だからというだけの理由からではない。彼女がミフラーン家当主の実の娘ではないことは、彼らにとって周知の事実であったのだ。

「では、他に意見は？」

「ダラスを無視して、より敵地の奥深くに侵入しては？　奴らが城塞の中にこもっていればそれでよし、のこのこと出てくれば、迎撃して数の差で打ち破る。何も、がちがちに防備を整えた敵の城塞を力攻めする必要はないではないか」

　隻せき眼がんの宿将バレスマナが別の案を述べる。ホスローは、首を振る。

「無理だな。ダラス城塞はメソポタミア上流域の、まさに要よう衝しようだ。ここを攻略せずして奥地へと攻め入るのは、狼おおかみの群れを放置したまま羊を野に放つようなものだ。いつ襲われるか、分からない」

「より南方の、ユーフラテス河沿いの街道から攻め入る手はどうでしょう。敵の戦力は現在、ダラスに集中しています。シリアやレバノンの辺りは無防備なはず」

　知恵者のアザレテス将軍が、別の案を提示した。

「敵が慌ててシリアやレバノンに兵力を戻せば、逆にダラスが手薄になります。敵としては、判断に迷うでしょう」

　少し考えて、ホスローはその案も却きやつ下かした。

「悪くない策だ。だが、そのためには国境線を大きく迂う回かいしなければならんな。今回、ニシビスに集約させた準備が、すべて無駄になってしまう」

「『山や羊ぎを集めてから与える水を探しても遅い』というやつですね。おっしゃる通りです。失礼しました」

　他に妙案は出ず、ホスローは結論を下すことにした。

「では、今回はペーローズの案を採用する。大軍をもって、ダラス城塞を攻略する」

「それはよろしいが、今回の作戦はペーローズ殿ではなく、ホスロー殿下ご自身の案ということにしていただきたい」

　諸将の反応を窺うかがったホスローに、ピテュアクセが奇妙なことを言い出した。

「……なぜだ？」

「女が出した案を受け入れたということになれば、不満に思うものもおりましょう。いや、それがしは別にかまわんのですが」

「そもそも、案というほどのものでもない。ダラスを攻めるというのは、誰でも思いつくような、ごく自然の成り行きとしての選択肢にすぎんでしょう。とりたてて独創性があるわけでもない。ペーローズ殿の案と言われると、違和感がある」

　バレスマナも、ピテュアクセに同意した。ごちゃごちゃと口上を垂れているが、要はペーローズに従うということが嫌なのだ。ホスローは無言のまま美しい女将軍に視線を投げかけた。ペーローズは、静かに答えた。

「私はそれで一向にかまいませぬ、ホスロー殿下。大事なのは、ローマ軍を打ち破るための、最もよき案を採用するという、その一点のみにございます」

「……お、おう。ペーローズがそう言うのなら」

　また諸将が嫌な顔をした。ホスローが何かとペーローズに気を配っていることに、強い不満を抱いているようだった。もはや戦略うんぬんというより、諸将の自尊心をどう満たしてやるか、の問題になっている。

　こじれにこじれて、軍議が終わった頃には、すでに深夜になっていた。

「あいつらのこと、あまり気にするなよ、ペーローズ」

　諸将が解散し、二人きりになると、ホスローは気さくにペーローズに話しかけた。

「何のことだ？　私はあんな連中、そもそも歯し牙がにもかけていない」

　そっけなく、ペーローズは吐き捨てた。二人だけの時は、彼女はホスローに敬語を用いていない。

「奴らは私のことを、女のくせに、と思っている。まったくもって、笑止なことだ。その女に剣で後れを取り、戦場では手柄を奪われるような輩やからが、私を女のくせに、と馬鹿にするのだ。では、女にもかなわぬ貴様たちは一体何だというのだ」

　ペーローズには、自負がある。自分はどんな男よりも強い。剣や槍やりや弓の腕でも劣りはしないし、知恵でも勇気でも、決して男たちに負けてはいない、という自負である。

　ホスローはしばらく考え込んでいたが、突然、何かを思いついたように手を打った。あっけらかんとした口調で、彼は黒髪の女将軍に提案した。

「よし。ペーローズ、お前、俺の女になれ」

「……何を言っている？」

　ペーローズは眉まゆをひそめた。ホスローほど身分と才知を兼ね備えた男であれば、女には不自由していないであろうに。なぜよりによって、自分などを求めるのか。

　自分が「美女」と呼ばれる人々の範はん疇ちゆうに入っていることを、ペーローズは自覚している。軽薄な男たちから、これまでに何度求婚されたことか。だがペルシャ王の後宮には、自分以上の美女など、いくらでもいるだろう。もっとおしとやかで、気配りのできる女が。

「俺は近々、突厥テユルクの王女を娶めとることになっている。だから正せい妃ひにはしてやれぬが、側室にするくらいなら、できる。そうすれば、連中もお前を誹ひ謗ぼうするようなことはないだろう」

　ホスローは、いずれペルシャの国王となる身である。そのお気に入りの側室となれば、絶大な権力を握ることができる。将軍たちから侮あなどりを受けるどころか、彼らの生せい殺さつ与よ奪だつを掌しよう握あくすることすら可能になる。

「私を侮ぶ辱じよくするな」

　だがペーローズは、ホスローの提案を静かな怒りとともに一いつ蹴しゆうした。

「私は名門ミフラーン家の当主の子であり、その跡取りだ。身体からだは女でも、男として育てられ、戦士としての鍛たん錬れんを受けている。これまでも、そしてこれからも。決して貴様の側女になどならぬ」

「……まあ、そう言われるだろうとは思った」

　ホスローは水の女神アナーヒターが描かれた銀製の水差しから、白銅の台付き杯に水を注ぎ入れた。口の中を潤うるおしてから、彼は言葉を続けた。

「だけど、なあ、お前はいつまでペーローズでい続けるつもりなんだ？」

「……どういう意味だ？　私はペーローズだ」

「だって、お前は──」

「黙れ！」

　声を荒らげて、ペーローズはホスローにつかみかかった。
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「それ以上言うな。それ以上ふざけたことを言うと、貴様が相手でも容よう赦しやはしない」

「ふざけているつもりはないんだけどなあ」

　渋い顔をしてホスローがそう呟つぶやいたとき、一人の兵士が慌ただしく部屋の中へと入ってきた。とっさにペーローズはホスローから離れた。不審に思われたかもしれない、とペーローズは感じたが、兵士はそれどころではない様子だった。

「ホスロー殿下！　城内に忍び込んでいた怪しい娘を捕らえました！」
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「やってしまいました……」

　ニシビス城じよう塞さいの中庭。シアはペルシャ兵たちに取り囲まれ、槍を突きつけられていた。それも、彼女がいるのは象の背中の上、という奇妙な状況である。こうなったのには、もちろん訳がある。

　ギリシャ古来の神々を信仰しているシアは、伝令や盗賊の神ヘルメスの力を使うことができる。このときも、彼女はヘルメスの魔術の一つである『埋まい伏ふくの奇術』を使ってニシビスの城塞へと忍び込んでいた。よほどのことがない限り、敵に見つかる恐れはないはずだった。

　そう、よほどのことがない限りは。

　花々が月下で麗しく咲き乱れる中庭に、シアは驚くべきものを発見した。発見してしまった、といってもいいかもしれない。呆ぼう然ぜんとして、シアはそれを見上げた。

「……ななな何ですか、この、この巨大すぎる生き物は！」

　馬やライオンよりも、はるかにでかい。ねずみ色で、耳が大きく、体高がシアの身長の倍ほどもある、四足動物である。びっくりするほど長い鼻で器用に水をすくって、自分の身体にかけている。

「ああ、分かりました。これが噂うわさに聞く、象、というやつですね」

　エジプトにそんな動物がいると、シアは姉のテオドラから聞いたことがあった。こんなところで実物を見るとは思わなかったが、そういえばペルシャでは象を軍用に用いているという話も、どこかで耳にしたことがあるように思う。

　あまりに大きいので恐怖が先に来てしまったが、よく見ると、優しそうなつぶらな瞳をしている。鼻を動かす仕草にも、愛あい嬌きようがある。

「はあ～。かわいい」

　もともと動物好きのシアである。思わず近寄って、脚を撫なでた。踏み潰つぶされるのではないか、などとは考えなかった。人間慣れしているのか、象の方も、嫌がるでもなく、それを受け入れている。

「お馬さんや駱らく駝ださんはいるし、物資を運ぶためのロバさんや牛さんもいます。山羊さんや羊さんも飼ってるみたいですし、ノアの方はこ舟ぶねにでも乗り込むつもりなんでしょうか」

　脚だけでなく、お腹や、鼻も撫でてみた。ざらざらとした触感が、心地よかった。

「ついでに、乗ってみましょうか。そんなことをしている場合ではないような気もしますけど、こんな機会はめったにないですし、ちょっとだけなら、いいですよね」

　曲芸師のシアは身体が軽い。跳躍して、象の背中に手を掛けた。するすると背中に跳び乗ると、象は拒まなかった。腰掛けて、なでなでした。

　気持ちがよかったのか、象が、鳴いた。

「ぱおーん、ですって。ぱおーん。あはは、面白い鳴き声ですね」

　もはや、城塞に忍び込んで敵の様子を探る、という本来の目的は、すっかり忘れている。シアが幸せな気分に浸っていると、

「そこに誰かいるのか!?」

　ペルシャ語の鋭い声が、轟とどろいた。シアは焦った。

「え……あれっ、もしかして『埋伏の奇術』の効果切れてます!?　時間切れ!?」

　時間切れでないとしても、象の上に乗るという行為はあまりにも目立ちすぎるから、魔術の力が及ばなくなったのかもしれない。あるいは、シアの能天気さに、ヘルメス神が愛想をつかしたか。いずれにせよ、シアの姿は敵の兵士たちに、ばっちりと捉とらえられてしまったらしい。

「怪しい奴め！　そこを動くな！」

　これはまずいかもしれない。シアの額を、一筋の汗が流れた。







　十名を超えるペルシャ兵から槍を突きつけられては、おとなしくするしかない。象の背中から引きずり降ろされたシアが必死で言い訳をしていると、見たことのある人物が姿を現した。ペルシャ王子ホスローである。

「えへへ。こんにちは」

　シアがペルシャ語で挨あい拶さつすると、ホスローは目を丸くした。

「君はあのときの旅芸人じゃないか。こんなところで、何をやっているんだ？」

「殿下はこの娘をご存じだったので？」

　兵士の一人が、驚きの声を上げた。それには答えず、ホスローはシアに問いかけた。

「君は、ローマの間かん者じやだったのか？」

「間者っていうか、その」

「いや、まさか、君のようなお嬢さんが、そんなはずはない。きっと、何かの間違いだろう」

　ホスローのその反応に、何か不自然なものを感じて、シアは質問した。

「……ホスローさん？　もしかして、本当はあたしのことを何もかもご存じなんじゃないですか？　あたしがテオドラお姉ちゃんの妹だってことも」

　ローマの新皇帝ユスティンが、一介の踊り子にすぎないテオドラを妃きさきとしたことを、周辺諸国は驚きをもって受け入れた。当然、「テオドラとは、一体何者なのか」と徹底的に探りを入れる。妹であるシアのことだって、すでに調べがついているはずだ。

　だからこそ、シアは前回のように旅芸人としてペルシャ軍にもぐり込む作戦を放棄したのだ。きっと、ホスローはすでにシアのことを知っている。

　ホスローは困ったような顔をした。シアは確信する。

「やっぱり知ってるんですね。そんなすっとぼけたことを言って、何を企たくらんでいるんですか？」

　するとホスローは、シアにだけ聞こえるような小声で言った。

「バカッ。間者ではなかったことにして、逃がしてあげようと思ってたのに、君が自分で自分の素性を明かしてどうするんだ」

「あっ、そういうことでしたか、ごめんなさい……」

　兵士たちは、「テオドラお姉ちゃん？　何の話だ？」という顔をしている。それがローマ帝国の皇こう妃ひの名であることを思い出している者もいるようだ。これで、ホスローが知らぬ顔でシアを逃がしてしまうことは難しくなった。

　それにしても、シアがローマ側の間者であることを知った上で逃がそうとするとは、ホスローは大胆不敵というか、太っ腹である。

「やれやれ。で、どこから忍び込んだ？　一応、聞いておかないとね」

「えっと、北の城壁の、太い柱がありますよね？　あそこをよじ登って……」

「あー、あれか……」

「あたし、身が軽いですから……」

「警備を厳重にしておかなきゃだな。はあ……」

　妙にしょんぼりしているホスローである。シアを逃がすつもりでいたのも、ひょっとすると単に尋問が面倒くさかっただけなのかもしれない。そんな気がしてくる。

「どうしたんです？　ホスローさんにしては、元気がないですね」

「実はさっき、ある女性に求愛して、振られてしまったところでね」

「ホスローさんでも、振られちゃうことなんてあるんですか!?」

　シアは驚いた。ホスローは気さくで話しぶりは愉快だし、顔立ちもよく、何と言ってもペルシャの王子様だ。そんな彼を振ってしまうような女の人がいるなんて。

「ホスローさんみたいな素敵な人に告白されたら、どんな女の子も応じちゃうものだと思ってました！　信じられません、その女の人！　何てもったいないことを！」

「そうだろう、そうだろう」

　嬉うれしそうに、ホスローは頷うなずいた。

「じゃあさ、君が慰めてくれないか」

　え？　と予想外の言葉にシアは固まった。突然、この人は何を言っているのだろう。

「ええい、側室と言わず、正妃にしてあげよう。どうだ？　ペルシャの王妃にしてあげるから、俺の女になってよ。姉がローマの皇妃なら、妹がペルシャの王妃になったっておかしくはないだろう？」

「え？　え？　え？」

　自分が何を言われているのか、シアにはよく分からなかった。ホスローの言葉が、頭の中に入ってこない。ペルシャ語の日常会話はこなせるシアだが、あまり難しい言葉で一気にまくしたてられると、よく聞き取れないことがあるのだ。どうやら、何かとんでもないことを言われていることだけは、何となく分かったが。

「あの、王子？　一体何の話をしているので？」

　どうやらホスローの言葉が理解不能なのは、シアだけではないらしい。ペルシャ兵たちも、困惑の声を上げている。

　ホスローはシアの両肩をつかみ、顔を近づけて、

「だからさ、君のことが好きだって言ってるんだよ」

「え、でも。さっき、他の女の人に求愛したって言ってましたよね？」

　この王子様、軽いなあ。舞い上がるというより、シアはむしろ呆あきれてしまった。

「一晩のうちに、別の女の子を口く説どくんですか？　それは、ちょっと……」

「振られた!?　俺、一晩で二度も振られた!?」

　ペルシャ兵たちが、一斉に吹き出した。

「さすがホスロー王子。捕虜にした女の子を口説くとか、オレたち凡人にはない発想だぜ」

「しかもバッチリ振られてるし！　また一つ、伝説作っちゃいましたね、王子！」

「振られても懲こりない不滅の魂ヌーシーを持つ者ルワーン！」

　つられてシアも笑った。憮ぶ然ぜんとして、ホスローは言った。

「やかましいわお前ら。この娘は、適当な部屋に閉じ込めておけ。言っておくが、手荒な真似まねは絶対にするなよ。俺の女にするんだからな」
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　倉庫のような狭い部屋に、シアは押し込まれた。明かりはまったくなく、あるのは空からの樽たるや破損した壺つぼのようなものだった。藁わらが敷いてあるので、ここで寝ろということだろう。もちろん扉には、鍵かぎがかかっている。

「ああ、びっくりした。ホスローさんにあんなことを言われるなんて」

　まったくどきどきしなかったといえば、噓うそになる。

「きっとホスローさん、誰彼かまわず、女の人にはみんなあんなことを言っているだけなんですよね」

　シアに対して特別な感情があるわけではないだろう。あるいは、ペルシャ兵たちがシアに邪よこしまな気持ちを抱くことがないように、ホスロー自身がシアに気のある振りをしたのかもしれない。きっとそうに違いない。

　でも、ちょっともったいなかったかな。少しだけそう思う。

　何しろ、ペルシャの王子様から求婚されたのだ。すごい話だ。

　今はまったく考えていないが、シアもいつかは結婚して、子どもを産むことになるはずだ。どんな相手と、家庭を築くことになるのだろう。

　とっさに、プロックスの顔が浮かんだ。シアは慌てて首を振った。

「ち、違います違います。プロックスさんとは、あたし別にそんな仲じゃないですし」

　誰に言い訳しているのか、自分でも分からない。

「それにそれに、今はプロックスさんは、ベリスさんの伝記を書くことで頭がいっぱいのはずですし」

　軽いノリとはいえ、ホスローに求愛されて自分は動揺しているのだ。だから、ここで何の脈絡もなく、プロックスのことを思い出してしまったのだろう。シアはそう考えることにした。

「さてと、では、脱出しますかね」

　ヘルメス神の魔術を使うことのできるシアにとって、囚とらわれの身から抜け出すことなど、造ぞう作さもないことである。だからこそ敵に捕まっても、のほほんとしていられたのだ。

　栗くり色いろの髪を束ねていた髪留めを引き抜くと、扉の鍵穴に差し込んだ。『盗賊の巧こう術じゆつ』の力を使い、鍵をこじ開ける。

　さらに、『埋まい伏ふくの奇術』の力を使う。これで、ペルシャ兵たちはシアのことを認識しづらくなったはずだ。

　部屋の外に出て廊下をそろりそろりと歩いていると、ペルシャ兵が数人、こちらに歩いてくる。いずれも手にたいまつを持っている。

　ここは隠れて、やり過ごそう。シアはそう判断した。『埋伏の奇術』があるとはいえ、厳戒態勢の相手に真正面から鉢合わせすると、気付かれる可能性が高い。

　とっさに、近くにあった水みず瓶がめの裏に隠れた。

「今、誰かいなかったか？」

　ペルシャ兵の一人が、首をかしげた。隊長格の男が強い口調で応じた。

「あの娘の仲間が潜んでいるのかもしれん。細心の注意を払え」

　ローマ軍との大決戦に備え、兵士たちはかなりピリピリしているようだ。なかなか簡単には逃がしてもらえそうにない。

　こんなとき、シアが得意とするのは、動物の鳴き真似である。以前、プロックスと一緒に警備隊の詰め所に忍び込んだときも、猫の真似をしてベリスをやり過ごした。同じ要領でやればいい。

「ぱおーん」

　とっさに、象の真似をした。

「何だ、ただの象か」

　納得したような声が兵士の口から発せられたのも束の間、同じ口から、疑問の声が溢あふれ出た。

「ん？　象？　建物の中に、象がいるのか？」

　しまった。そこは、普通に猫でよかったのだ。『埋伏の奇術』の効果で、兵士たちは動物の鳴き真似をすれば簡単に騙だまされてくれる状態になっている。だが、あまりに不自然な状況を迎えると、さすがに魔術の効力も失われてしまう。先ほど目撃した象の姿があまりに強烈だったので、つい真似をしてみたが、失敗だった。

　このままでは、見つかってしまうのは時間の問題だ。幸い、ペルシャ兵たちはまだ魔術の力で、事態を正しく認識していない様子である。「象が城じよう塞さいの中にいるはずがない。おかしいぞ」ということになれば、一巻の終わりである。逃げるなら、今のうちだ。

　慌てて、シアは一番近くにあった部屋の扉を開いた。薄暗いその部屋の中へ、そっと入った。

　扉を閉めて一息ついたところで、まばゆい光がシアを照らした。部屋の中の住人が、ランタンの光をシアに向けたのだった。

「何者だ!?」

　女の声だった。シアは目を細めて、闇の中にいるその人物の姿を見極めた。金緑石の瞳で鋭い眼まな差ざしを向けてきたのは、ペルシャ風の長衣を着こんだ背の高い女だった。長い黒髪を飾る金と真珠の頭飾りヴイツタが眩まぶしく光り、腰には剣を帯びている。

　ブーゼスさんが言っていた女将軍だ、とシアはすぐに気付いた。それに……。

　とっさに、シアは声を掛けた。

「もしかして……お姉ちゃん!?」
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「私を姉と呼ぶお前は誰だ」

　シアが呼びかけると、女は明らかに困惑している様子だった。それはそうだろう。

「あたしです。お姉ちゃんの妹のあたしですっ」

　そう答え、すぐに返事になっていないことに気付き、シアは慌てて言い直した。

「あたしはシアです。あなたは、コミトお姉ちゃんですよね？」

　女は、はっとしたようにシアの顔をまじまじと見つめた。近寄って、シアの顎あごに手を当てる。女の方が背が高いので、シアは見下ろされる形になる。

「アナスタシアか……」

　女の口から漏れ出したのは、シアの本名である。シアは確信した。

「ああ、やっぱり。やっぱりコミトお姉ちゃんなんですね。そうなんですね」

　シアには、二人の姉がいる。下の姉は皇帝ユスティンの妃きさきとなっているテオドラであり、上の姉のコミトは、幼い頃にペルシャの奴隷商人に売り飛ばされ、生き別れになっていた。

「こんなところで出会えるなんて……噓みたいです」

「だが、私が奴隷商人に売られたとき、お前は五歳かそこらの子どもだったはずだ。私の顔など、とうに忘れてしまっただろうに、どうして私がコミトだと分かった？」

　シアはくすりと笑い、コミトの右手首を指差した。

「その腕輪です。それ、アルテミス女神の魔術の力が宿った腕輪ですよね？」

　シアの持っているヘルメス神の腕輪とお揃そろいである。奴隷の身分に落とされても、これだけは手放さずに死守していたのだ。

「ああ。あまりにも腐食がひどいので、まさか銀製品だとは誰も思わなかった。それが幸いした」

「大事に持っていたんですね。よかった。本当に、よかったです」

　シアは、唐突にコミトに抱きついた。コミトの方がかなり背が高いので、彼女の胸に顔をうずめるような形になる。

「なっ……突然、何を!?」

　コミトは狼ろう狽ばいの声を上げた。実の妹とはいえ、会ったばかりの人間にいきなり抱きつかれて、戸惑っているのだろう。

「だ、誰かに見られたらどうする。放せ！」

「嫌です。絶対に放しません。だって、せっかく会えたんですから」

　とっくに、諦めていた。もはや二度と会うことがないと、覚悟していた。だが百万に一つの奇跡が、二人を引き合わせたのだった。その幸運を、絶対に手放したくはなかった。

　大粒の涙をこぼしながら、シアは姉にすがりついた。

「お姉ちゃん……お姉ちゃん……お姉ちゃん……。小さかったあたしの頭をなでなでしてくれたお姉ちゃんの手、うっすらとですが、覚えてます。まさか、また会える日が来るなんて……ヘルメスさまのご加護ですね……ああ、嬉うれしい」

　コミトは何か言おうとしたが、結局は無言で、シアの頭を撫なでてくれた。幼い頃と変わらぬ、温かい手だった。

　長いような、短いようなひと時が過ぎて、シアは姉の身体からだから手を離した。気持ちを落ち着かせてから、彼女は尋ねた。

「コミトお姉ちゃんは、どうしてこんなところに？」

　言いながら、自分は何て変なことを訊きいているのだろうとシアは思った。自分の方こそ、一体どうしてこんなところにいるのかという話である。だが、その点はコミトは追及しなかった。

「……話せば長い」

「長くても、話して下さい」

　シアは促した。奴隷として異国に売られたはずのコミトが、どうしてペルシャの甲かつ冑ちゆうをまとっているのか。気になって仕方がない。

「……そうだな、お前には聞く権利がある。そこに座れ。台の上に、馬乳酒の入ったガラスの杯がある。それでも飲みながら、私の話を聞くがよい」

　そうしてコミトは、自分のこれまでのいきさつを話し始めた。







　十二歳のコミトを奴隷商人から買い上げたのは、ペルシャ七大門もん閥ばつの一つ、ミフラーン家だった。

　武門で知られた家柄である。現在のササン王家によるペルシャ王国の復興が成る前、ペルシャの地を支配していたのは、イラン高原東北部に興おこったパルティア人であったが、七大門閥はそのころからの名門であり、多数の私兵を抱える軍事貴族集団であった。

　コミトがミフラーン家に買われたのは、まったくの偶然であった。大勢の下働きの奴隷のうち、給仕係をしていた若い娘が病で死んでしまったので、補充のために買い入れたのである。

　ミフラーン家に仕え始めたとはいえ、若い奴隷にすぎないコミトは、当主やその家族に引き合わされることすらなかった。先輩奴隷に言われるままに、薪まきの準備や水くみ、火の熾おこし方、料理の盛り付けや皿の洗い方などを教わる日々が続いた。

　ミフラーン家の当主には、ペーローズという息子がいた。ある日、狩猟に出かけたペーローズの忘れ物を届けるよう、コミトは家令より言いつけられた。本来は給仕係の仕事ではないのだが、たまたま火急の用事が重なって人手が足りず、コミトが行くことになったのだ。

「ああ、君が届けてくれたのか。ありがとう」

　初めて口をきいたミフラーン家の跡取り息子は、とても優しい目をしていた。まだ少年だったが、狩猟では大人にも引けを取らぬほどの働きを見せる、利発で礼儀正しい、美しい若者だった。まさにミフラーン家の跡取りにふさわしい器量の持ち主であると人々からは思われていた。金緑石の瞳でおどおどと少年の様子を窺うかがうコミトに、彼はこう尋ねた。

「君は、とても変わった瞳の色をしているね。どこから来たの？」

「……ローマ帝国の、都です」

「へえ、この辺の人間じゃないとは思っていたけど、そうか、よその国から連れてこられたんだね。君のことは前から気になっていたんだよ。ローマの話を、聞かせてくれないかな？」

　ミフラーン家の人々は、ペーローズが奴隷の少女と親しげに話すことを好まなかった。だが、この日をきっかけに、二人は大人たちの目を盗んで、語り合うようになっていた。コミトは覚えたてのペルシャ語で自分の素性を話した。劇団の熊使いの娘に生まれたこと。二人の妹がいること。幼い頃に父が死んでしまったこと。劇団の連中から、ひどい扱いを受けたこと。懸命に努力し、必死で芸を覚えたが、誰にも評価してもらえなかったこと。ついには見放されて、ペルシャの奴隷商人に売り飛ばされてしまったこと。

「……そうか。それは、つらかっただろう？」

　奴隷の身分を「かわいそう」と言う者は、多かった。そのような同情の言葉は、コミトにとって何の慰めにもならなかった。だが少年は、そこで意外なことを言い出した。

「君は本当に、頑張って芸を覚えたんだね。一生懸命、練習したのに、誰にも認めてもらえないのは、つらいよね」

　コミトは、驚いて顔を上げた。そんなことを言われたのは、初めてだったのだ。少女の頰ほおを、一筋の涙が伝った。

「本当は、認めてほしかったんでしょ？　自分の芸を。僕が君の観客になってあげるよ。だから泣かないで。僕に、君の芸を見せてほしい」

　こくりと頷うなずいて、コミトは少年の顔を見つめた。自分のことを理解してくれる人に出会えた喜びを、彼女は知った。

　さっそく、コミトは少年に自分の身につけた芸を披露した。劇団の大人たちに愛想を尽かされた程度の技だ。決して上手とは言えない。だが、少年は真剣な眼まな差ざしで、コミトの芸を見てくれた。

　中でも少年に受けがよかったのは、物真似ミーモスだった。ミフラーン家の家令や給仕長、ペーローズの家庭教師などの声真似まねをしてみせると、少年は腹がよじれるほど大笑いして、コミトを褒めたたえた。

「すごい、すごい、そっくりだよ！　君は才能があるよ！」

　貴族と奴隷の身分の違いを超えて、また男女の別を超えて、ペーローズとコミトは一番の親友になった。

　少女にしては背が高いコミトは、ペーローズと並ぶと、まるで彼の同い年の男友達のようだった。二人だけでこっそり会っていたはずが、二人の関係はいつの間にか誰もが認めるものとなっていた。

「僕が君を、奴隷の地位から解放してあげるよ」

　あるとき、少年はそう彼女に語った。

「今は、僕には力がない。でもいつか必ず君を自由に、そして幸せにしてあげるからね」

　ところがある日、思いがけないことが起こった。

　ペーローズを乗せた馬車が山道を走っていた。ゆるやかなカーブにさしかかったとき、車輪が突然外れ、馬車は横転した。そして中に乗っていたペーローズは、馬車から振り落とされ、崖の下へと転落したのである。

　ミフラーン家の人間が総出で捜索した結果、翌日になって、ペーローズは遺体で見つかった。

「……御当主様」

　呆ぼう然ぜんとして、ミフラーン家の当主は我が子の変わり果てた姿を眺め続けていた。あまりにも長時間、そのままの姿で遺体を見続けていた当主を見かねて、家令が声を掛けた。

「おつらいでしょうが、嘆き悲しんだところで、ペーローズ様は還かえってきません。今はとにかく、ご遺体を屋敷に運びましょう」

　当主の妻も、言葉を添えた。

「あなたの苦しみは、分かります。でも、ここでこうしていても、仕方がないではありませんか。ですから……」

「お前たち、何を言っておる」

　突然、当主は口を開いた。そして、彼以外の全員にとって意外すぎる一言を、彼は発した。

「ペーローズなら、ほれ、そこにいるではないか」

　当主が指差したのは、少女奴隷のコミトであった。

　家臣たちは、顔を見合わせた。当主は、一体何を言っているのか。

「奴隷の娘の死体など、捨てておけ。奴隷など、また買えばよいではないか。どうせはした金だ。いくらでも代わりはいる。そんなことよりも、ペーローズが無事でよかった」

　そう言って、彼はコミトを抱き寄せた。ペーローズにいつもそうしていたように、彼はコミトを強く抱ほう擁ようした。

　もはや明らかであった。当主は、最愛の息子の死を受け入れられず、背格好のよく似たコミトをペーローズであると自分に思い込ませたのだ。

　コミトは戸惑っていた。親友であるペーローズが死んでしまったこと自体、まだ受け入れられずにいる。かけがえのない、分身のような存在がもういないということがあまりにも信じられなくて、悲しい、という感情すら湧わいてこない。

「さあ、帰るか」

　啞あ然ぜんとする家臣たちを無視して、彼はコミトに話しかけた。

「早く行くぞ、ペーローズ」

　不意に、ある考えがコミトの頭の中に浮かんだ。自分がペーローズになってしまえば、ペーローズは死んでいないということになるのではないか。ペーローズは、自分の心の中で、生き続けるということになるのではないか。

　当主は、優しい父親の目をしていた。自分がペーローズにならなければ、この人に悲しい思いをさせる、という焦りが、コミトを駆り立てた。

「はい、父上」

　彼女はとっさに、親友そっくりの声を出した。物真似ミーモスならお手のものだった。







「……それ以来、私はペーローズを名乗り、ミフラーン家の次期当主・ペーローズとして育てられた。奴隷の娘でありながら、ペルシャきっての大貴族の集団を背負うこととなったのだ。今では、ミフラーン家の私兵を束ねる身だ」

　コミトの私室は、動物文様の赤い絨じゆう毯たん以外には飾り気のない、質素な部屋であった。窓からは月の光が射さしているので意外に明るいが、部屋の中は華やかさに欠けている。知らぬ者が見れば、女性の部屋であるとは思わないだろう。

「そんなことが……」

　シアは、ひたすら驚くばかりである。踊り子からローマ皇帝の皇こう妃ひとなったテオドラといい、シアの姉たちは、どうやら数奇な人生を運命づけられているらしい。

「じゃあ、今はお姉ちゃんがペーローズさんなんですね。ミフラーン家って言いましたっけ、そのお家うちの皆さんはそれで納得したんですか？」

「むろん、反発は並大抵のものではなかった」

　コミトの金緑石の瞳が、妖しく光った。

「何度生命を狙われたか分からない。決闘を挑まれたり、毒を飲まされそうになったり、寝込みを襲われたり……。毎日が戦いだった。私はそれらすべてに勝利して、力でもって自分の存在を周囲に認めさせたのだ」

「はああ……」

　何と言っていいのか、シアには分からなかった。姉の境遇に思いを馳はせると、シアの目からは涙がとめどなく溢あふれてくる。顔をくしゃくしゃにして、彼女は呟つぶやいた。

「コミトお姉ちゃん、苦労してたんですね。とっても大変な目に遭っていたんですね」

「この程度の苦労は、造ぞう作さもない。私は死んだペーローズのためにも生きなければならないのだから、当然のことだ」

「ほんと、お姉ちゃんが生きててよかったです。神々に感謝しないといけませんね」

　シアは涙を拭った。緑エメ柱ラル石ドの瞳を輝かせて笑う。

「これからは、あたし、ずっとお姉ちゃんの傍そばにいますね。ささ、あたしと一緒に、帝都に帰りましょう」

「帝都とは、ローマ帝国の首都コンスタンティノポリスのことか？」

　姉の言葉に、シアはきょとんとした。

「そりゃ、そうですよ。テオドラお姉ちゃんも待っています。あっ、テオドラお姉ちゃんといえばですね……」

「知っている。ローマ皇帝の皇妃になったのだろう？　踊り子から、出世したものだ」

「あっ、ご存ぞん知じでしたか。でも、あたし皇妃になったテオドラお姉ちゃんのことはあまり好きじゃなくて……」

「テオドラのことなど、もはや私には関係ない」

「……どうしてそんなこと、言うんですか」

　奇跡の再会だというのに、コミトの対応は、どこか冷たい。悪い予感が、シアを襲った。

「コミトお姉ちゃんも、テオドラお姉ちゃんも、あたしにとっては大事なお姉ちゃんです。コミトお姉ちゃんにとっては、そうじゃないんですか。テオドラお姉ちゃんのことも……あたしのことも、どうでもいい存在なんですか」

「それは違う！」

　強い口調で、コミトはシアの言葉を否定した。

「このペルシャの地にあっても、お前たちのことを忘れたことなど一度もない。今日、お前に会えてよかったと本心から思っている。だが……今の私は、ペルシャの将であり、ミフラーン家の次期当主であるペーローズだ。ペルシャこそが、私の居場所だ。お前とともにコンスタンティノポリスに行くことはできない」

　コミトはシアを正面から見み据すえた。険けわしい目つきで、彼女は命令した。

「今すぐここを立ち去れ。でないと私はお前を斬らねばならん」

　恐ろしいその言葉に、シアは立ちすくんだ。

「テオドラには、こう伝えてくれ。コミトはペルシャで野垂れ死んでいたと。私の身の上話は、お前の心の中にしまってくれ」

「そんなこと……言えません」

　震えながら、シアは言った。

「テオドラお姉ちゃんだって、コミトお姉ちゃんに会いたいに決まっています。とてもそんなこと、言えません。それにあたしは噓うそが下へ手ただから……。あの、やっぱり、考え直してくれませんか？　あたしと一緒に帝都に帰って、そして三人で一緒に……」

「くどい！　同じことを何度も言わせるな！」

　コミトお姉ちゃんは本気だ。眉み間けんにしわを寄せたコミトを見て、シアは悟った。テオドラも稀まれにこのような表情をするときがあって、そんなときのテオドラは絶対にシアの言うことを聞き入れてはくれないのだ。

「……分かりました。今は、帰ります」

　しぶしぶ、シアはそう答えた。今はどうすることもできなかった。精一杯の笑顔を作って、シアは別れの言葉を告げた。

「コミトお姉ちゃんが生きていてくれただけでも、あたしはとても嬉しいです。でも、いつか、また姉妹三人で暮らせる日が来るって、信じてもいいですよね？　ううん、コミトお姉ちゃんが何と言おうと、あたしはそう信じます。信じるだけなら、あたしの勝手ですから。さようなら、お姉ちゃん」

「アナスタシア……」

　シアは、コミトの顔を、もう一度だけ仰ぎ見た。そして、もう一人の姉テオドラにも劣らぬその美び貌ぼうをしっかりと目に焼き付けてから、窓の外へと身を躍らせた。
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　一方、ローマ側のダラス城じよう塞さいでも、戦の準備が進められていた。

　タンヌリス砂漠での敗北で消沈していた将兵たちも、あの酒宴を機に徐々に元気を取り戻していた。自分たちが国と家族を守るのだ、という気概で、軍マギス司テル・令ミリト官ウムに昇進したベリスの命令に従い、やるべきことをこなしていく。

　アントニーナは傭よう兵へい隊を束ね、疾風のブーゼスは農民上がりの国境リミ守備隊タネイに剣や槍やりの扱いを教え、マルティヌスは矢や糧りよう秣まつの確保に奔走する。ヘルリ族のファラスは城塞の保修を担当し、アラブ人の族長シヤイフアレタスは斥せつ候こうを放って敵の情報を集める、といった次第である。

　作戦については、皆の意見を参考に、ベリスとプロックスが決定するということになっていた。殺風景な指令室では、地図を前に二人が激しい議論を交わしていた。

「ここ！　ここに戦力を集中しろ。敵の方が大軍なんだから、漫然と兵を配置していたら支えきれない。大胆な兵力運用が欠かせないんだって、何度も言ってるだろ？」

「だがペルシャには戦象部隊がいるぞ？　密集すると、危険ではないか？」

「だから、それを防ぐために、前方に塹ざん壕ごうを設置するんだろうが！」

「敵に側面を突かれたらどうするのだ？」

「ちゃんと伏兵を準備してある。それも指令書に書いただろ！」

「おぬしの字は、汚すぎて読めん！」

「うるせえ、俺の字くらい、いい加減覚えろ！」

「覚える覚えないの問題ではない！　おぬしの筆にかかれば、アルファもベータもガンマもただのミミズではないか！」

　次第に、険悪な雰囲気になっていく二人である。果実の汁を入れた冷たい水を運んできたマルティヌスは、取っ組み合いの喧けん嘩かに発展する寸前の二人の間に、慌てて割って入った。

「ちょ、ちょっと、ベリス将軍！　いけませんよ、あなたらしくない。将軍はみんなの模範となる方なのですから、いくらプロックスが無礼で非常識な奴でも、あなたは温厚に受け流して下さい。おいプロックス。お前、ベリス将軍に対して、失礼だぞ」

「ああ？　何だ、お前もやる気か？」

　マルティヌスの仲裁は公平さを著しく欠いていたので、プロックスを落ち着かせるどころか、むしろ火に油を注ぐようなものであった。

「よくこんなので、今までやってこれたわねえ」

　遅れて入ってきたアントニーナが不思議がるのも、もっともであった。

「プロックス、あなた、『黒い筆の軍師』とか呼ばれてるんでしょう？　軍師っていうのは、普通はもっと穏やかな人格者なんじゃないの？　テーベのエパメイノンダス将軍みたいに」

　九百年も昔の人物の名前を、朱色の髪の女傭兵は持ち出した。祖国テーベをアテネ、スパルタを凌しのぐギリシャ一の強国にのし上がらせたエパメイノンダスは、いわゆる『斜線陣形』を考案して古代の軍事史に革命を起こした人物である。哲学者でもある彼は、思慮深く、節度をわきまえた人柄でも後世の人々の称賛の的となっている。

「うるせえ。もう俺は、知らん！」

　ベリスたちを無視して、突然、プロックスは書ヴオル巻ーメンを広げ出した。プルタルコスの『スッラ伝』である。かつて独裁官として共和政時代のローマに君臨した閥ばつ族ぞく派はの将軍コルネリウス・スッラの生涯を描いた伝記だ。

「プロックスは、拗すねると本を読み始めるのだ」

　ため息を吐ついて、ベリスは説明した。藍緑色の髪の従軍史家の少年とは何度も何度も衝突してきたので、機嫌を損ねると彼がどんな行動を取るのかは、すっかり分かっている。だが、彼の機嫌をとって上手うまくいい方向に持っていく方法だけは、未いまだに分からない。

「いったんこうなると、何があっても書ヴオル巻ーメンから目を離さんからな、プロックスは」

「ただいま帰りました！」

　ベリスがぼやいた直後、底抜けに明るい声が、指令室へ響き渡った。入り口の方へ目を向けると、そこに立っていたのは、この数日姿を見せなかったシアである。

　食い入るように本を読んでいたプロックスが、ぱっと顔を上げた。

「シア！　お前、どこをほっつき歩いてたんだ！　まさか、また敵の本拠地に勝手に乗り込んでいったんじゃないだろうな！」

「ち、違います！　あたしはただ、動物さんたちと触れ合ってきただけです！」

　慌てて、栗くり色いろの髪の少女は釈明する。

「噓じゃないですよ！　ほら、ぱおーん！　ぱおーん！」

「は？　お前何言ってんだ？　頭おかしくなったのか？」

「今のは象さんの鳴き真似まねです！」

　たちまちシアに激しく詰め寄るプロックスを見て、ベリスは口元をほころばせた。

「もしかしてプロックスの機嫌が悪かったのは、シアがふらりとどこかへ出ていってしまっていたからか？」

　案外分かりやすい男だな、とベリスは思った。もっとも、この底抜けに明るい曲芸師の娘の不在に寂しい思いをしていたのはベリスも同様である。

「どうも、そのようね。なかなかかわいいところもあるじゃない」

　アントニーナが、ふふんと鼻を鳴らした。

「かわいい……か？」

「あら、妬やいた？　私にとって一番かわいいのはあなたよ、ベリス」

「か、からかうのはやめなさい」

　ベリスは咳せき払ばらいをして答えたが、あまりさまになっていないのは自分でも分かった。

「それと、敵の女将軍の正体が分かりました」

「何だと!?」

　さらりと言ってのけたシアに、ベリスは身を乗り出した。猛将クーツェスを易やす々やすと討ち取ったペルシャの女将軍ペーローズとは、一体何者なのか。兄の復ふく讐しゆうに燃えるブーゼスを筆頭に、皆が知りたがっていた情報だ。

「ペーローズさんの正体は、あたしのお姉ちゃんでした」

「……お前、さっきから一体何を言ってるんだ？」

　プロックスの紫水晶の瞳が、暗く光った。シアは、口調を強める。

「本当ですよ。ニシビスの城塞で、直接会って話をしましたもん！」

「やっぱり敵の本拠地まで行ってんじゃねえか！」

　容よう赦しやなくシアの栗色の髪を引っ張るプロックスをなだめつつ、ベリスは尋ねた。

「シアよ。おぬしの言っていることは、わけが分からんぞ？　皇こう妃ひテオドラ様は、帝都コンスタンティノポリスにおられるはずだが」

「あたしが言っているのは、テオドラお姉ちゃんじゃなくて、コミトお姉ちゃんのことです。あたしにはお姉ちゃんが二人いるって、前に話しましたよね？」

　シアは事の次第を、詳しく語った。話にやたらと脱線が多く、またシアが危険な目に遭った話をするたびにプロックスが柄にもなく説教をするので、なかなか時間がかかったが、とにかくおおよその事態をベリスたちはつかむことができたのだった。

「そんなことがあったのか……。何というか、おぬしら姉妹は色々とたくましいのう」

　そんな陳腐な感想しか、ベリスの口からは出てこなかった。

　真ま面じ目めくさって呟つぶやいたのはアントニーナだった。

「コミトが……あの子が、生きてたっていうの？」

「師匠は、コミトお姉ちゃんのことを知ってるんですよね？」

「知ってるも何も、あの子に芸を教えたのは私よ」

　そう言って、アントニーナは笑った。

「物真似ミーモスは本当に上手かったわよ。他のことには、とても及第点はつけられなかったけどね」

「シアさんやテオドラ様のお姉さんなら、さぞかしお美しい方なんでしょうね」

「そうなんですよ！」

　マルティヌスの言葉に、前のめりになるシアである。本当に姉のことが好きなのだな、とベリスは微ほほ笑えましい気持ちになる。

　緑エメ柱ラル石ドの瞳を、シアは輝かせた。

「あたし、嬉うれしいんです。コミトお姉ちゃんが、生きていた。生きていてくれたという事実が、とてもあたしを幸せな気分にしてくれるんです。敵味方に分かれてしまったのはとても悲しいけど、いつかきっと、また一緒に暮らせる日が来る。そう信じられるというだけで、あたしはとても嬉しいんです」

　ベリスは、思わずプロックスに視線を移した。「けっ、夢みたいなことを言ってんじゃねえ」などと、また説教をするかもしれない。とっさにそう思ったのである。アントニーナとマルティヌスも同じことを考えたらしく、皆の視線がプロックスに集中した。だがプロックスは「ま、いいんじゃねえの」とだけ呟いて、余計なことは言わなかった。

「とりあえず事情は分かった。実に不思議な話だが……」

　ベリスは言いよどんだ。これから口にすることは、シアを傷つけてしまうかもしれない。だが、言わないわけにはいかなかった。ベリスは軍マギス司テル・令ミリト官ウムであり、その職には強い責任が伴う。私情で動くことは、許されない。

「シアよ。いずれにせよ、我々ローマ軍は、近々ペルシャ軍と決戦することになろう。おぬしの姉との戦いは、避けられぬと思う」

「そんな、あたしのお姉ちゃんですよ？」

「おぬしの姉でも、今はペルシャの将軍だ」

「おいシア。敵味方に分かれている以上、そんな生ぬるいことは言っていられない。それくらいは分かるよな？」

　プロックスが、強い語調で口を挟んだ。ベリスが言うべきことを少しだけ肩代わりしてくれたことを悟って、ベリスは内心で彼に感謝した。

「はい……そうですね」

　しゅんとして、シアは縮こまった。ベリスは彼女の肩に、手を置いた。

「私としては、なるべく女性は殺したくない。ペルシャの名門貴族に連なるということであれば、人質としての価値もあるだろう。だからできれば生け捕りにしたいが、そこは殺すか殺されるか、の戦場だ。殺さなければ、味方が殺される、という場面もあるだろう。やむを得ず、殺してしまうかもしれない。いや、殺すつもりでかからねば、こちらがやられてしまう、ということもあるだろう。その上で、できるならば生かして捕らえることを考えたい。それでよいか、シア？」

　ベリスができるのは、せいぜいその程度だった。

「はい、ありがとうございます。わがままを言って、ごめんなさい」

　シアはそう言って、ぺこりと頭を下げた。







　ニシビスに駐留するペルシャ軍は、ついに出陣の日を迎えた。

　敵方の間かん者じやと思おぼしき娘を取り逃がすという失態はあったものの、決戦に備え、万全の態勢が整っていた。

　ところが、予定外の事態が発生し、出兵計画は一点だけ、だが大幅な変更を迫られたのである。

「俺は王都に戻る」

　ホスローの突然のその宣言に、諸将がざわめき立った。

「王都クテシフォンで異変が起こった。マズダク教徒どもが、騒そう擾じようを起こしたのだ」

　マズダク教は、ゾロアスター教の祭司マズダクによって始められた宗教である。かつて大規模な飢き饉きんが起こり、ペルシャの民は飢えや疫えき病びように苦しんだ。それを目まの当たりにしたマズダクは、次のような主張を唱えた。

「未み曽ぞ有うの飢饉によって、ペルシャ全土で、民の生活は貧困を極めている。今日食べるパンもなく、草の茎をかじっている有り様なのに、貴族と祭司たちは、肉を食い酒を飲み、贅ぜい沢たくな暮らしを続けている。飲み水を確保できない貧民が病気になると知りながら泥水をすすっているときに、王侯貴族は美酒と美女をそろえて毎晩、馬鹿騒ぎをしている。こんな不平等があっていいのだろうか。こんな現実が許されていいのだろうか」

　社会の矛む盾じゆんを鋭くえぐったマズダクの主張は、ペルシャの平民たちの心を、強く揺さぶって放さなかった。

「贅沢をしてはならぬ。肉食をやめ、禁欲に励め。貴族の持つ富は、すべて民に分配せよ。互いに助け合い、決して争うな。そうして平等で公平な社会を実現しよう」

　マズダクの教えはあっという間にペルシャ全土に広まり、人々から絶大な支持を得た。彼の訴えはぐうの音も出ないほどの正論であったから、カワード王も頭ごなしに否定することはできず、その主張を一定程度認める態度をとった。

　ところが、マズダクの信徒たちの中には、次第に過激な態度をとる者が現れ始めた。

「王や貴族どもに、税を納めるなど、ばかばかしいではないか。むしろ、俺たちが貴族の館から力ずくで富を調達して、みんなに分配しよう」

「私有財産などすべて廃止して、富も土地も女も、すべてみんなの共有財産にするべきだ」

「何が貴族だ、何が王だ。俺たち平民の力を、思い知らせてやれ。口先だけの偉そうな貴族どもは、皆殺しにしろ！」

　公然とペルシャ王や貴族への反逆を説き、納税や土地制度など、国家の体制そのものを全否定する者まで現れたのである。実際に貴族の館がマズダク教徒に襲撃される事件なども起きており、一いつ触しよく即そく発はつの状況となっていた。

「マズダク教徒の過激派が、王都で暴れているらしい。教祖のマズダクも、すっかり耄もう碌ろくして、信徒どもを統御できずにいる。俺は急ぎ王都に戻り、事態の収拾に当たる」

　老齢のカワード王は、このところ病床にあり、事態に対処することはできそうにない。

「これからローマ軍相手に決戦を挑もうという、こんなときにですか？」

「王都には、ホスロー殿下の二人の兄君がいらっしゃいます。お二人に、王の代理としてマズダク教徒どもに対応していただくわけにはいきませんか？」

　困惑して、将軍たちはホスローを引き留めた。だが。

「それができないから、俺がわざわざ行くのだ」

　カワードはホスローを自分の後継者と定めている。しかし、二人の兄も決して無能ではなく、隙すきあらば自分がホスローを差し置いて次の王になろうと野心の牙きばを磨いている。そのような兄たちに、マズダク教徒鎮圧のための権力を与えると、どうなるか。王都そのものを掌しよう握あくし、父王を幽閉し、さらには遺言まで捏ねつ造ぞうして、ホスローの登とう極きよくを阻止しようと図るかもしれない。

　そうなってはまずい。だから、ホスロー自身が戻らざるを得ないのである。

「ローマ人どもの総指揮官に任命されたのは、あの青き鎧よろいの騎士だという話だ。ぜひ俺自身が手合わせを願いたいところだが、やむを得ん。ペーローズ、お前が指揮をとれ」

　ホスローが告げると、諸将から驚きよう愕がくと不満の声がほとばしった。

「何を驚く？　ペーローズはペルシャ七大門もん閥ばつの一つ、ミフラーン家の当主代理としてここに来ているのだ。お前たちの誰よりも格上だ。引き連れている私兵の数も、お前たちの誰よりも多い」

　それを持ち出されては、反論の余地がなかった。ペルシャ人にとって、身分の違いは絶対である。ペーローズは厳おごそかに答えた。

「かしこまりました。必ず、殿下のご期待に応えてみせましょう」

「よい返事だ。というわけで、俺は行く」

　どうしても納得がいかない、という顔で、猛将のピテュアクセが引き留めた。

「お待ち下さい。ペーローズ殿には、大軍の総指揮をとった経験はまだ──」

「俺はお前たちに反論など求めていない」

　ぴしゃりと言い放ち、ホスローはピテュアクセを黙らせた。いつもの気さくなホスローの面おも影かげは、どこにもない。

「これはお前たちの上位者たる俺からの、国柱エーラー大将ン・スパ軍ーバードからの命令だ。異論など許さぬ」

　恐ろしく冷厳な物言いに、あらためて諸将は思い知った。やはりホスローは、生まれながらの専制君主なのだ。普段は人当たりの良い態度をとっていても、やはり彼は、ペルシャの帝王になるべく生まれてきた男なのだと。
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「最高の名将とは、どのような人物だと思う？」

　戦の準備を整えながらベリスが問いかけると、従者のマルティヌスが答えた。

「そりゃ、敵と戦ってそのたびに勝つような人のことでしょう。それも、味方の被害を最小限にして」

　ベリスがその答えに満足していないのを悟って、疾風のブーゼスが意見を述べた。

「どんな敵にも恐れず怯ひるまない、そんな勇敢な将軍のことをいうんだろ。見るからに頼もしい、兵士たちが絶対の信頼を寄せるような、みんなの兄貴みたいな奴じゃねえかな」

　アントニーナも、持論を語った。

「戦わずして勝つ、あるいは、戦う前に勝つ、そんな人こそが最高の名将だと、私は思うわ」

　彼らの答えを、プロックスは鼻で笑った。

「お前らは本当にバカだな」

「だったらお前には分かるのか、プロックス」

　むっとして、マルティヌスが問う。プロックスは、自信たっぷりである。

「もちろん。ベリスがどんな人間を最高の名将だと考えているのか、俺はよく知っているし、それは俺自身の意見とも一致している」

「じゃあ、答えを言ってみろよ」

「あっさり正解を言ってしまったら、面白くないだろ？」

「とか言って、本当は分からないんじゃないのか？」

　たちまち取っ組み合いの喧けん嘩かを始めそうなプロックスとマルティヌスをベリスが引きはがしていると、おずおずとシアが手を挙げた。

「あの……あたしの考えを言っても、いいですか？」

　ブーゼスが、訝いぶかしげに目を細めた。シアは機転の利く娘だが、軍事にはまるで素人しろうとだ。ブーゼスたちに分からない問いに答えられるとは思えない、ということだろう。

「あたしが思うに、戦争を終わらせて平和な世の中をつくる人が、一番すごいんじゃないでしょうか」

　マルティヌスとアントニーナとブーゼスが、呆あきれたような目でシアを見た。シアらしいと言えばシアらしいが、あまりにも能天気な回答に思えたのだろう。

「だ、だって、戦争がない方がみんな幸せでしょう？」

　取り繕うように、慌ててシアは付け足した。

　ベリスとプロックスは、まじまじと顔を見合わせた。次の瞬間、二人同時に、彼らはシアを指差して叫んでいた。

「「正解」」

「えっ」

　言った本人のシアが一番驚いている。ベリスは言った。

「その通りだ。戦争を終わらせて世の中を平和にする。それこそが最高の名将だ。いくら戦争に強くても、それができない将軍は一流とは言えない。ハンニバルは戦場では無類の強さを発揮したが、戦争を自国の勝利へと終結させることはできなかった。戦う術は知っているが、それを活かす術すべは知らない、と批判されるゆえんだ」

　カルタゴの名将ハンニバル。ローマの歴史上、最も手て強ごわい敵として恐れられた男である。

　ローマがようやくイタリア半島の統一を成し遂げた、その頃。西地中海で最も強大な勢力を誇っていたのは、北アフリカを本拠とする海運国カルタゴだった。その将軍の家系に生まれた彼は、ヒスパニア（スペイン）からアルプスを越えてイタリア半島に攻め入るという、驚くべき奇策によってローマとの戦争を開始する。天才肌の軍略家であるハンニバルは、立て続けにローマ軍と戦い、連戦戦勝する。しかも、いずれの会戦もローマ側はぐうの音も出ないほどの完敗だった。

　もはや全面降伏もやむなし。そのような声が、ローマの政治家たちの間で流れ始めた。だが、そこからローマ軍は驚異的な粘りを見せ、十五年にもわたる長い戦いで国土を荒廃させながらも、ついにハンニバルを破り、カルタゴとの戦争に勝利するのである。

「ハンニバルは紛まぎれもなく天才だが、最高の名将ではなかった、ということだ」

　多くの名将たちを、ベリスは師と仰いでいる。ハンニバルの凄さも、彼はよく知っている。だが、カルタゴの天才は彼の模範とする人物ではなかった。

「一部の戦争狂によるものは例外として、およそ戦争というものは、平和を求めて遂行されるものだ。逆説的なことだがな。戦争そのものが目的だなんてことは、まずあり得ない。戦争を理想的な形で終結させて、それによって達成した平和な体制をきちんと整備して、それを長期にわたって維持する。そういう人間をこそ最高の名将と呼ぶべきだ」

　アントニーナが、納得したように呟つぶやいた。

「じゃあ、最高の名将ってのは、オクタヴィアヌス帝みたいな人ってことになるのかな」

　ローマ帝国の初代皇帝、オクタヴィアヌス。「尊アウ厳グス者トウス」の名で呼ばれることもある。軍人としての名声は、養父である英雄ユリウス・カエサルには遠く及ばない。自身が指揮をとった戦いは負けだらけで、親友であるアグリッパ将軍の力を借りなければ、とても宿敵アントニウスとの戦いを制してローマ帝国の礎いしずえを築くことなどできなかっただろうと言われる。だが、長きにわたる動乱を治めて「ローパークマのス・ロ平和ーマーナ」を実現したのは、紛れもなく彼なのだ。

「私は名将にはほど遠い平凡な人間だが、少なくとも、名将の行いを見習うことくらいはしたいと思っている。戦いに勝って、それで終わりではない。我々に有利な形でペルシャとの間に和平を結び、無益な戦争を終わらせたい。神も、きっとそれを望んでおられる。だからおぬしたちの力を貸してくれ」

「相変わらず堅苦しいなあ、ベリスは。ペルシャのクソったれどもをぶちのめしてうまい酒を飲もうぜ、くらいでいいんだよ、こういうときは」

　プロックスの言葉に、皆が笑った。

「ペルシャ軍が、間もなくニシビスを立つ模様です」

　そこへ、アラブの若い族長シヤイフアレタスが現れた。伝令からの速報を伝える。

「敵の数は、およそ四万と推察されます」

「四万か……」

　味方の総勢は、精一杯かき集めて、二万五千といったところである。普通に考えると、とても勝ち目はない。

　それでも、ダラス城じよう塞さいの将兵に悲観的な雰囲気はなかった。ベリス将軍と『黒い筆の軍師』プロックスが、勝てる手はずを整えてくれるに違いない。将兵たちは、そう信じてくれていたのだ。

「で、そろそろ結論を教えてもらえないか？」

　ブーゼスが急せかした。

「お前とプロックスとで、作戦を決めたんだろ？　籠ろう城じようするのか？」

「いや、それは駄目だ。籠城が有効なのは、味方の援軍が期待できる場合に限られる。皇帝陛下が援軍を寄よ越こして下さるとは思えない」

　援軍を要請する使者を何度も帝都に派遣しているのだが、皇帝からは一向にその返事がない。アルメニア方面軍を率いているシッタスに期待したいところだが、ペルシャ軍はアルメニアにも大部隊を派遣しているという話だ。

「それに、敵に比べれば劣勢とはいえ、我が軍の二万五千という数も大軍だ。それほどの大軍が長期にわたって籠城するだけの備えは、ダラスにはない」

「では、野戦に打って出るしかないな。国境沿いの平原で、ペルシャ軍と一戦交えるか」

「それもしない」

　ベリスの返答に、諸将は首をひねった。敵の拠点であるニシビスとこちらのダラス城塞は、国境を挟んで目と鼻の先である。国境沿いで迎え撃たなければ、敵はダラスまで到達してしまう。一体どこで戦うというのか。

「ダラス城塞の目の前で、敵を迎え撃つ」
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　ダラス城塞は、ローマとペルシャを隔てる国境の荒野の北の果てにある。

　ニシビスからダラスへと向かう経路は一本道で、左右には軍隊の行軍には不向きな丘が突き出ている。さらに、ニシビス方面へ向かうダラスの城門の目と鼻の先には、大きな岩でできた高台があり、ニシビスからやってくる相手を一望できる。

「この高台の上に、本陣を敷く」

　ベリスは説明した。

「そしてその左右に軍を展開し、ニシビスからやってくる敵を待ち受ける。この高台は、敵を迎え撃つには最良の地形だ。敵の動きも味方の動きも、手に取るように分かる」

「なるほどな」

　ブーゼスは納得したように頷うなずいた。

「オレは、ひょっとするとお前が『思い切ってダラス城塞を放棄する』なんて言い出すんじゃないかと思って、冷や冷やしていたが」

「実は私も、プロックスはそう提案してくるのではないかと思っていたのだ」

　ベリスは苦笑した。

　プロックスは、「必勝の策」などというものを、端はなから馬鹿にしている。「無理なものは無理」というのが、彼の信条だ。むしろ「必ず勝たなければ」という思い込みを捨てて、そのときできる最良の策を採るべし。そのような基本戦略をとっている。

　だから、正面から戦って勝つことが困難な相手に対しては、逃げの一手に出てもよい。そう提案してくる可能性があるとベリスは思っていたのだが、プロックスは、そのような素振りをまるで見せなかった。

　ということは、正面から戦っても十分に勝てる、と彼は見ているのである。ベリスとしては、心強いことであった。

「そのために、一つ、やらなければならないことがある。ブーゼスよ、頼まれてくれるか？」

「お安い御用だ。あの女を八つ裂きにするためなら、何でも引き受けてやるぜ。オレに何でも言ってくれ」

　敵の女将軍ペーローズの正体を、ベリスはブーゼスに伝えていない。伝えれば、彼の士気が鈍るかもしれないと思ったのである。あるいは、「シアの姉？　だからどうした？　あの女がオレの兄貴の仇かたきであることに変わりはないだろ？」と言うかもしれないが、それはそれで味方の不和の種になりかねない。

「あまり時間がない。すまんが、急いでやってくれ」

　ニシビスからダラスまでは、二五〇スタディオン（約四五キロメートル）ほどの距離である。大軍ゆえ、行軍速度はあまり速くなかろうが、それでも二日もかからずに到着可能な近さである。のんびりはしていられない。

　さらにベリスは、全軍の布陣を公表した。

　前方に突き出した中央の高台には、ベリス自身が布陣する。ベリスの本隊の他に、フン族からなる部隊も一緒で、これはスニカス、アイガン、シンマス、アスカンという四人のフン族の武将が率いる。

　左翼を率いるのは疾風のブーゼスと、ヘルリ族の勇将ファラス。右翼はキュリロスという将軍が指揮し、マルティヌスも弓トク兵ソタ隊イを率いてキュリロスの補佐に当たることになった。

　マルティヌスはゲオルギアではベリスとともに騎馬ヒツポト弓兵隊クソタイの一員として敵軍への突撃を敢かん行こうし、アルメニアでは得意の弓矢でプロックスを助ける働きをした。だが戦場で部隊を率いるのはこれが初めてである。緊張した表情の彼を、ベリスは激励した。

「頼んだぞ。普段のおぬし通りにやれば、問題ない」

「はい、ベリス将軍。将軍のためにも、必ず武勲を立ててご覧に入れますよ」

　かつてマルティヌスは、ベリスから宮殿スコラエ警護・パラテ隊イーナエの隊長代理を頼まれ、「僕にベリス隊長の代理なんて無理ですよ！」などと慌てふためいていたことがあった。だが、もはや彼はそのような泣き言を言わなかった。頼もしい限りである。







　ペーローズに率いられたペルシャの四万の大軍は、ダラス近郊へと行軍した。ローマ軍はダラスの前方にすでに布陣を済ませており、やや高い位置からペルシャ軍を見下ろしている。

「なるほど、城塞の手前に布陣したか。籠城は困難と見て、自軍に有利な地形での野戦で勝敗を決するつもりか」

　ローマ軍の意図を、ペーローズは正確に理解した。

「高台を低地から直接攻めるのは難しいから、まずは左右両翼から揺さぶりをかけるしかないが……」

　斥せつ候こうの報告に、彼女は舌打ちした。左右両翼の前方にも、深い塹ざん壕ごうが掘られており、簡単には侵入できそうにないとのことだった。ペーローズには知る由よしもなかったが、これはベリスがブーゼスに頼んで急きゆう遽きよ作らせたものであった。

「これでは戦象部隊の出番はないな。鎌かま付き戦車隊も、かえって味方の足を引っ張ることになりそうだな」

　鎌付き戦車は、戦車の車輪の軸に鎌を仕込んだもので、車輪が回転すると鎌も一緒に旋回し、敵を巻き込んでその身体からだをずたずたに引き裂いてしまう。ペルシャ民族の始祖・キュロス大王が発明したと言われており、ペルシャ王国の他、かつて共和政時代のローマと覇はを競った黒海南岸の雄・ポントス王国などでも採用された。

　いずれも決戦兵器としての爆発力を秘めているが、運用が難しく、足手まといになることも多い。今回のように敵が塹壕を用意しているとなれば、引っ込めておくしかないだろう。

　であれば、騎兵・歩兵の戦力で戦うしかないが、岩場が多い起伏に富んだ地形のため、迂う回かいするのは難しい。正面からぶつかるしかない。

　ペーローズは自ら馬を自軍の前に走らせて、敵の矢の届くぎりぎりまで迫り、塹壕を自身の目で確認した。

「塹壕は、横一線のものではないな」

　ところどころに、切れ目がある。人や馬が通ることのできる通路になっている。

「時間がなかったのか？　それとも、我々を招き入れる罠わなか？」

　おそらく後者だろう。ペーローズはそう判断した。塹壕で完全にダラス城塞を覆ってしまうと、ペルシャ軍が城塞を攻略してやろうという気持ちが萎なえてしまい、作戦を変更する可能性がある。敵も、この一戦で勝敗を決するつもりで準備を整えてきたのである。ペルシャ軍に予想外の行動をとられると、困るということだろう。

「よかろう、誘いに乗ってやろうではないか」

　というより、他に選択肢はないだろう。敵軍を目の前にしてペーローズが撤退ないし転進を口にすれば、ペルシャの諸将は「そんなにローマ軍が恐いのか」と彼女を口汚く非難するに違いない。

　こちらには数的優位がある。この程度の小細工でそれが覆ることはあり得ない。

　勝利を確信したペーローズは、アザレテス将軍を呼び出した。かつて軍議の席で、国境線を迂回してシリアやレバノンを攻撃する策をホスローに提案した男である。

「野戦で敵を撃破した後は、すぐに攻城戦に移る。今のうちに、攻城兵器の準備をせよ」

　アザレテスは、しばらく無言だった。私に従うつもりはないということか、とペーローズは不ふ貞て腐くされかけたが、アザレテスは少し間をおいて意外なことを言い出した。

「ダラスを攻略したその後は、どうなさるおつもりで？」

　妙なことを聞く、とペーローズは思った。

「知れたことを。次は、また別のローマ人どもの拠点を攻める」

「それも奪ったら？」

「むろん、また次の拠点を攻める」

「和平は考えておられぬので？」

「当たり前ではないか。ローマは仇きゆう敵てきだ。どちらかが滅びるまで、戦い続けるのみ。それがどうかしたか？」

「……いえ、何でもございません。では、材料の調達に向かいます」

　近隣の木々を伐採し、投カタ石プル器タの作成にとりかかる手て筈はずである。設計図さえあれば簡単に作れるので、わざわざニシビスから完成品を持ってくるよりも、その方が楽なのだ。

　アザレテスが下がると、入れ替わりに猛将のピテュアクセとバレスマナがそろって姿を現した。何も言わずに、険けわしい顔つきでペーローズを睨にらみつける。もともといかつい顔立ちの二人だが、戦が間近ということもあって、並の人間にはとうてい耐えられぬほどの凄みを発揮している。

「貴様たちの言いたいことは分かっている」

　涼しい顔で、ペーローズは彼らの視線を受け流した。

「すぐにでも敵と戦いたくて、うずうずしているのだろう。私も、同じ気持ちだ」

「では、早く号令をかけろ。総大将はお前だからな。お前が指示を出さないと、我らは動けぬ。ぐずぐずするな」

　ホスロー様の命令だから、仕方なくお前に従っているのだ。そう言わんばかりの、ピテュアクセの態度だった。ペーローズは、いちいち腹を立てたりはしなかった。彼女はまだ若く、軍歴ではピテュアクセに遠く及ばない。このペルシャきっての猛将が、ペーローズのことを容易に認めたがらないのも、道理のないことではないのだ。実力をもって、ペーローズはこの男に自分のことを認めさせるつもりだった。

「よかろう」

　ペーローズは馬に跳び乗った。名門貴族らしく、見み惚とれるような毛並みの白馬である。結わえた長い黒髪が揺れ、金と真珠の頭飾りヴイツタが陽光を受けてまばゆく光った。

　兵士たちの前に立つと、ペーローズは敵の陣容を指差し、味方を強く鼓こ舞ぶした。

「諸君。君たちの前にいるのは、敵の大軍ではない。牧ぼく者しやを失った羊の群れである」

　途端に、兵士たちから爆はぜるような笑いが起こった。ペーローズが、ホスロー王子の声色を巧みに真似まねてみせたからである。

「ローマの皇帝は、下げ賤せんな踊り子上がりの皇后に尻に敷かれていると聞く。彼が抜ばつ擢てきしたダラス城塞の将軍も、まだ実戦で一度も勝ったことのない腰抜けだ。奴らが城塞の目の前に布陣したのはなぜか。いつでも城壁の中に逃げ帰るためだ。塹壕を掘ったのはなぜか。正面から戦っては我が軍に勝てぬと見ているからだ。臆おく病びよう者どもに、思い知らせてやれ！」

　おおう、と力強い歓声が沸き起こった。将軍たちとは異なり、兵士たちはペーローズが女であることにそれほど拒否感はないようだった。

　女性でありながら、馬に乗り剣を振るう。そのような存在は、ペルシャでは決して珍しいものではない。

　ペルシャの歴史上、女将軍として名を知られた人物の一人に、カリアの領主であったアルテミシア女王がいる。ササン家が支配する現在のペルシャが成立するはるか以前、アケメネス家のペルシャの時代の人物である。

　クセルクセス大王はギリシャの征服を目もく論ろみ、自ら史上空前の大艦隊を率いてエーゲ海へと押し寄せた。これにアルテミシアも従軍した。ペルシャ海軍はアテネやスパルタの連合軍からなるギリシャ海軍を殲せん滅めつするべく、サラミス島へと殺到した。だが、これはアテネの名将テミストクレスの巧妙な罠であった。狭い海域で身動きが取れなくなったペルシャ海軍は、一方的に敵に蹂じゆう躙りんされる。男たちの誰もが戦意を喪失し、絶望の淵ふちにあったとき、ただ一人、アルテミシアだけが毅き然ぜんとして味方を鼓舞し、ペルシャ海軍の全面潰かい走そうを防いだ。クセルクセスは嘆息して、次のように言ったと伝えられる。

「見よ、あのアルテミシアの勇ましい雄姿を。我が軍の男たちはみな女となり、女が男となったのだ」

　……兵士たちの中には、堂々とした振る舞いのペーローズの姿をアルテミシアに重ねる者もいたのである。

　喇叭ラツパの音が鳴り響き、ペーローズの号令の下、ペルシャ軍は前進を開始した。中央の高台を避け、左右から攻めかかる。剽ひよう悍かんなペルシャの騎兵部隊は、塹壕を軽々と跳び越えて、ローマ軍へと斬りかかった。塹壕の切れ目の通路を使って、歩兵部隊も後に続く。

　右翼部隊を指揮するのは禿とく頭とうの猛将ピテュアクセであり、左翼部隊を率いるのは隻せき眼がんの将バレスマナである。中央にはペーローズが陣取り、必要に応じて予備兵力を左右に投入する判断を下すという形である。

　先陣は、精鋭騎サヴア兵部隊ラーンが担った。戦アル士テシ階ユタ級ラーンの中でも、特に上流アーザー貴族ダーンを中心とする武芸の達人ばかりで構成され、仲間同士の結束も固い。凄まじい突撃力で、大スクト盾ウムを構えたローマ軍の歩兵たちを蹴散らしていく。

　じきに、敵軍にほころびが生じるに違いない。ペーローズはそう考えていたが、戦況を伝える伝令からはよい報告が一向に訪れない。

「左翼第七歩兵隊、苦戦中！　予備兵力の投入を求む」

「右翼第二弓兵部隊、矢を使い果たしたため、他の弓兵部隊との交代を要望します！」

「精鋭騎サヴア兵部隊ラーンが攻めあぐねています。いったん後退するか、兵力の大幅な増員を願います！」

　ペーローズの耳に入ってくるのは、援軍を要請する伝達ばかりだ。黒髪の女将軍は、呻うめき声を上げた。

「馬鹿な……数で優勢なはずなのに、なぜ押し切れない!?」

　ピテュアクセも、バレスマナも、ペーローズには反抗的だが、決して無能な武将ではないはずなのだ。予備兵力を割いて、援軍も十分に送っている。それなのに敵陣を突破できない。なぜなのか。

「あの高台がくせものか」

　からくりに気付いて、ペーローズは唇を嚙かみしめた。

　戦場は、決して広くはない。左右に展開できる兵力は、せいぜい二万といったところだ。残りの戦力は、予備兵力とするしかない。

　ローマ軍の指揮官は高台に陣取っており、刻一刻と変化する戦況を随時眺めることができる。いちいち伝令に頼らずとも、広い戦場のどこが優勢で、どこが劣勢か、一目で分かるのだ。五千の予備兵力を有効に活用し、必要なところに即座に投入することができる。

　それに対し、高台の下にいるペーローズには、戦場全体を見渡すことが不可能だ。右翼が押されていると判断して予備部隊を投入した頃には、敵は速やかに主力を移動させ、左翼を激しい勢いで突いてくる。それに対応するために予備部隊を呼び戻して左翼の補佐に当てると、その頃にはまた敵は塹壕の後ろへと引っ込んでしまう。

　その繰り返しで、ローマ軍は局地戦での勝利を積み重ねていた。ペルシャ軍は大軍であることを活かしきれず、むしろ無駄な動きで疲ひ弊へいするばかりであった。

「これでは、埒らちが明かぬ」

　ペーローズは、苛いら立だった。楽に勝たせてくれる相手ではなさそうだった。

「だが、こんなことを続けていても、数で優勢な我が軍が有利であることは変わらぬぞ？　相手は一体、何をしたいのだ？　時間を稼いでいるだけか？」

　個々の局地戦で劣勢に立ったとしても、大局には影響は少ない。数で劣る敵の陣容には、いずれ穴が開く。敵の指揮官は、それが分からないのであろうか。

「ここは落ち着いて、慎重に事を運ぶべきだ。時間をかければ、こちらが有利になる」

　両翼に、いったん下がるようペーローズは命じた。すでに夕刻だった。その日の戦いは、それで終結した。

　夜になると、ペーローズはかがり火に囲まれた本営に諸将を招集した。明日の作戦について、指示を出すためである。

「敵は、何かを企たくらんでいる。迂う闊かつに飛び込むな」

　そもそも、ひたすら守りに徹するのであれば、塹ざん壕ごうをもっと深く、切れ目なく掘り進めればよいのだ。塹壕を作っておきながら、わざわざ人や馬が行き来できる通路を残してあるのは、不自然だ。戦象や戦車部隊を封じるための塹壕だとしても、どうせなら人も馬も通れないようにすればよいではないか。

「やはり何か罠があると考える方が、妥当だ」

　だが、ペーローズの意見に、ピテュアクセやバレスマナは納得しなかった。

「名高いミフラーン家の次期当主どのは、いつから臆病者に成り下がったか」

「女と入れ替わったとき、かな」

　せせら笑う声が、諸将の間から漏れ聞こえた。ペーローズは鋭く指摘する。

「バレスマナ。貴公は一度、精鋭騎サヴア兵部隊ラーンの突撃の頃合いを誤ったな？」

　隻眼を大きく見開いて、バレスマナはペーローズの金緑石の瞳を覗のぞき込んだ。

　それは、日が沈む少し前のことだった。この日五度目の突撃を敢かん行こうすべくバレスマナが味方に号令をかけたとき、敵の重装ホプリ歩兵隊ータイが引き潮のように鮮やかに距離をとり、代わって弓トク兵ソタ隊イが前に出た。しまった、とバレスマナは息を吞のんだ。このままでは、精鋭騎サヴア兵部隊ラーンが敵の矢の餌え食じきとなる。慌てて精鋭騎サヴア兵部隊ラーンに突撃の中止を伝え、味方の歩兵隊の背後へと戻した。危ないところだったのだ。

　そのことを、彼は総司令官であるペーローズに知らせていなかった。だが、ペーローズはそれを正確に把握していたのだ。

「私が思うに、あのとき敵は後退する精鋭騎サヴア兵部隊ラーンを追撃することもできたはずだ。だが、有利な形を作ったにもかかわらず、敵はあえて我が軍への追撃を控えた。これは、何か策があるために違いない」

「……それは一体、どんな？」

「そこまでは、分からぬが……」

　言いよどむペーローズに、ピテュアクセが激高した。

「バレスマナの判断が素早く的確であったから、敵に追撃の隙すきを与えなかったのだ。そんなことも分からぬのか、我らが総大将殿は！」

　一度噴火すると、なかなか収まらないのがピテュアクセである。興奮のために、禿はげ頭が赤くなっている。

「そもそも、お前の予備兵力投入の判断が遅すぎるのだ！　だから勝てるはずの局面で、いつも押し切れぬのだ！　これはお前の責任だ、ペーローズ！」

「そう、その通り！　ペーローズ殿の失敗だ！」

　普段からペーローズに不満を抱いていた諸将が、ピテュアクセに呼応した。

「優柔不断な臆病者め！」

「やはり女などに総指揮は任せられぬ」

　ペーローズは、唇を嚙みしめながらうつむいた。自分の判断がまずいものだとは思えなかった。ホスローが総司令官でも、きっと同じ判断をしたはずだ。同じ判断でも、下したのがホスローであれば、諸将も「さすがはホスロー王子。賢明な対応だ」と彼の作戦を称賛し、素直に従ったに違いない。ペーローズの作戦が受け入れられないのは、彼女の提案が間違っているからではない。彼女が、女だからなのだ。

　ピテュアクセが、唾つばを吐いた。完全にペーローズを馬鹿にしたような口調で、叩たたきつけるように言った。

「もはやお前の指示など受けぬ。我々は、我々の好きなようにやらせてもらう」







　一方、高台の上に築かれたローマの本営では、終始和やかな雰囲気で軍議が行われていた。

「条件が同じなら、数が多い方が勝つ。当たり前の話だ」

　たいまつの下、冊コー子デク本スを広げながら、プロックスが解説した。ユリウス・カエサルの『内乱記』を読んでいるらしい。プロックスには機嫌が悪くなると話を打ち切って本を読み始める癖があるが、機嫌のいいときは逆に本を読みながら話を始めるのだ。

「単純な数と数のぶつかり合いなら、俺たちに勝ち目はない。それをひっくり返すには、どうしたらいい？」

「奇襲とか、何か計略を用いるとか……？」

　アントニーナが口を開いたが、あまり自信はなさそうだった。プロックスのことだ、そんな平凡な答えを求めているはずがない。

「もちろん、それで勝つ手もある。だが、相手だって、それは十分に警戒しているはずだ。そう簡単に、計略に引っかかってくれるとは限らない」

「じゃあ、どうするの？」

「どうやったら俺たちが勝つか、ではなく、どうやったら相手が負けるか、を考えるのさ。つまり、相手のミスを誘う。具体的には、事態を複雑化させて、状況を刻一刻と変化させる。状況が変化するたびに、相手は適切な対応をすることを迫られる。戦況が目まぐるしく変われば、敵はいつかミスをする」

　まだあまりピンとこない様子のアントニーナは、挙手をして質問した。

「夕刻前に、敵の精鋭騎サヴア兵部隊ラーンへの追撃の好機があったじゃない。あえてそれを控えたのは、どんな意味があったの？」

「特に意味はない」

「あらら」

「意味がないことに、意味がある。意味のないことを、意味ありげに繰り返す。そうしたらこちら側の意図を深読みしすぎた敵さんが、しなくてもいいことをしてくれるようになる。そうなるよう、こちらから誘導する。いつか敵は、致命的な失策をする。俺が待っているのは、その瞬間だ」

「こちらがやりたいことをやるというより、相手にやりたいことをやらせない、という受け身の作戦だがな。兵力で劣る我々にとっては、有効な作戦だ」

　ベリスが補足した。アントニーナは、眉まゆをひそめている。

「口で言うのは簡単だけど……。実行するのは、なかなか難しいわね」

「指揮をするのは、ベリス将軍ですよ？　必ず、うまく行きますよ」

　マルティヌスが、自信たっぷりに保証した。







　ベリスは星を見つめていた。

　愛剣を岩に突き立てて、それを杖つえ代わりにして身体からだを支えていた。そうしないと、よろめいて倒れてしまいそうだった。全身の震えがなかなか収まらない。襲いかかる漠ばく然ぜんとした恐怖を抑え込むために、彼は星ぼしを静かに眺めていた。この天地を創造した神の叡えい智ちを少しでも感じ取ることができたら、心が鎮められるのではないかと考えたのである。

「眠れないんですか？」

　少女の声が、ベリスの背中に投げかけられた。彼は振り向いて、無理に笑った。

「シアか」

　ローマ軍は敵の夜襲に備え、ダラス城内に入らずにその手前の荒野に陣地を敷いて休息をとっている。軍属ではないシアはダラス城じよう塞さいの中で味方の帰還を待っているべきなのだが、この快活な曲芸師の少女はじっとしているのが性に合わないらしく、ベリスの本隊と行動を共にしていた。

　水色の上衣パルラを揺らしながら、シアはベリスの隣にちょこんと座った。緑エメ柱ラル石ドの瞳で、天上いっぱいに広がる星を仰ぎ見る。ときおり天を指差したり何かを探す動作をしているのは、馴な染じみの星座を確認しているのだろう。

「マルティヌスはああ言ってくれたがな。本当は私も、不安でたまらないのだ」

「そうですか？　ベリスさん、落ち着き払っているように見えますけど」

「私は総指揮官だからな。そう振る舞っておかないと、皆の士気にかかわる。だが、本当は怖い。何しろ、四万の大軍だぞ？　本来なら、とうてい私の手に負えない強敵だ」

　軍議の席でも、恐きよう懼くの念を悟られまいと、必死で自分を奮い立たせていた。そのことに気付いていたのは、おそらくプロックスだけだろう。

「名将たちも、本当は恐かったのかもしれない。私たちは、歴史の結果だけを知っている。だから、名将たちは完かん璧ぺきな計算の下に勝つべくして勝ったかのように錯覚する。だが、アレクサンドロス大王も、ハンニバルも、カエサルも、決戦の前夜は本当は恐くてたまらなかったのではないか。自分の作戦に、どこか穴がありはしないか。敵軍が自分の想像もしない手を打ってくるのではないか。そんなことを考えると、とても必勝を確信してのんびりと眠ることなどできなかったはずだ」

「プロックスさんは、ぐーすかと爆睡してましたけどね」

　シアはくすりと笑った。その愛あい嬌きようのある横顔を覗のぞきながら、ベリスは思った。この娘は、ベリスとは違う星を見つめている。シアだけではない。誰もが、他の誰かとは違う星を、見上げる対象として持っている。

「ベリスさんには、プロックスさんがついています。ベリスさんも、プロックスさんも、百に一つの過ちはあるかもしれません。でも、お二人が同時に間違える可能性は、百かける百で、万に一つしかありません。そう考えると、お二人は無敵じゃないですか？」

「いくら何でも、その理屈は無茶苦茶ではないか？」

　苦笑いして、ベリスは視線を星へと戻した。身体の震えは、収まっていた。この少女と話をしていると、不安や悩み事は消し飛んでしまう。

　シアも、本当はつらいはずだ。ベリスは知っていた。彼女が二人の姉のことでずっと悩んでいることを。それでもそれを表に出さないシアの強さを、彼は見習いたいと思った。

「だが、おぬしの言う通りかもしれん。今回は、そう、負けるはずがない。プロックスがいてくれる限りは……」
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　翌朝。日が昇ると、ペルシャ軍は再び整列し、ローマ軍に挑んだ。

　一進一退の攻防が続く。左右両翼は、もはやペーローズの指示に従っておらず、ピテュアクセとバレスマナの両将が独自に指揮をとっている。熟練の武将である二人は、少しずつ、巧みに敵を後退させていく。

　日が中天に昇ろうとしていた。

　ピテュアクセはほくそ笑み、剣を高く掲げて味方の兵士たちを見回した。彼はこのときを待っていたのだ。

「我々ペルシャ人が夕刻に主たる食事をとるのに対し、ローマ人は正午に食事をするのが習わしだ。だが今日は朝から我が軍と交戦中であるゆえに、正午になっても奴らは食事をとれずにいる。空腹で参っている時間帯だ。今押せば勝てるぞ！」

　勢いよく、剣を振り下ろす。それが合図だった。精鋭騎サヴア兵部隊ラーンを先頭に、ペルシャ軍が一気に敵軍に激しい攻勢をかける。

　猪ちよ突とつ猛もう進しん型の武将に思われがちなピテュアクセだが、そこは練達の武人である。前方に罠わながないか、細心の注意を払っている。だがそのようなものの兆候は、何も見られなかった。ローマ軍の左翼部隊は、ピテュアクセの勢いを支えきれず、潰かい走そうしていった。

「見ろ、ローマ人どもが総崩れだ。やはり罠などなかったではないか」

　ピテュアクセが豪語すると、ギリシャ語の叫び声が、どこからか彼の耳に入ってきた。

「その台詞せりふは、少しばかり早かったですな」

　ペルシャの猛将は動揺し、辺りを見回す。声の主は、すぐに分かった。右手に広がる赤茶けた丘の上から、敵の騎兵部隊がペルシャ軍の背後に回り込むべく、一気に駆け下りてきたのだ。先頭にいるのは、いかにも武勇自慢という風ふう采さいのいかつい大男である。

「しまった、伏兵か」

　ヘルリ族のファラス率いる三百人の精鋭部隊であった。丘を走り抜けて、ピテュアクセの背後を遮断する。罠は前方にではなく、後方にこそあったのだ。さらに、潰走していたはずの敵左翼部隊も、鮮やかに反転し、ピテュアクセの部隊に襲いかかったのである。

「バカめ、このオレが貴様らペルシャ人ども相手に、恐れをなしたりするものか」

　豪語したのは、ローマ軍の左翼部隊を指揮するブーゼスであった。「疾風のブーゼス」の異名通り、偽装退却から攻勢に転じるその動きは、恐ろしく速い。

　そればかりではない。ピテュアクセの軍の左側面にも、ローマ軍の新あら手てが襲いかかった。これは高台に控えていた総指揮官ベリス自身の部隊であった。

「よし、好機だ！　一気に敵を撃滅せよ！」

　よく響く声で、群ぐん青じよう色いろの板クリ金バニ鎧オンを着た若き軍マギス司テル・令ミリト官ウムは命令した。

「敵は前方、左方、後方を我が軍に包囲され、右方は丘で塞ふさがれている。どこにも逃げ場はないぞ！」

　ピテュアクセは部隊を反転させ、後方を突いたファラス隊を突破しようと試みる。ファラス隊は少数であり、蹴散らすのは簡単だと見たのだ。だが、塹ざん壕ごうの向こう側に整列したファラス隊に攻撃を仕掛けるには、塹壕の切れ間の狭い通路を突破しなければならない。一方的に手ヴエル槍トウムを投げ込まれ、ペルシャ兵は次々に塹壕の中へと倒れ込んでいった。

　それでも、さすがにペルシャの誇る猛将である。ピテュアクセは愛剣を振るって自らファラス隊に斬り込んだ。三トリ叉デン槍スを巧みに操るファラスに鋭い斬ざん撃げきを立て続けに見舞い、このヘルリ族の勇者を怯ひるませた。ファラスが部隊を引かせると、雪崩なだれをうってペルシャ軍は敵の包囲から逃れていく。

　だが、ベリスとブーゼスは、追撃の手を緩めなかった。驚くべき速度で、ローマの騎兵部隊が前に飛び出した。塹壕の切れ目の通路を一気に駆け抜けて、潰走する敵部隊を蹂じゆう躙りんしていく。

　ローマ軍は、塹壕に切れ目を入れ、人や馬が行き来できる通路を確保していた。それはペルシャ軍を招き入れるためのものであると、ペーローズは考えていた。だが、そうではなかった。ペルシャ軍が全面潰走したときにローマの騎兵部隊がそれを速やかに追撃できるよう、その筋道を作っておいたのである。

　ピテュアクセは名誉も武名も投げ捨てて、かろうじて逃げ延びた。だが三千名以上のペルシャ兵が屍しかばねを晒さらすという大敗北であった。

「ピテュアクセがやられただと？」

　その報に、ペルシャ軍の左翼部隊を指揮するバレスマナ将軍は冷静さを失った。

「奴の失態の分は、俺が取り返さねば。散々、ペーローズの臆病さを笑っていた俺たちが、そろって無様な真似まねを見せるわけにはいかん」

　全部隊に、突撃を命じた。もはや味方の犠牲を気にしてはいられない。敵陣を突破するか、それとも全軍が玉砕するか。その覚悟で敵中に斬り込んだ。

　伝令からそれを聞いて、総指揮官であるペーローズの白い顔が蒼あおくなった。

「馬鹿な。ピテュアクセが失敗したばかりだというのに、同じことをしては彼の二の舞になるだけだ。なぜそんなことをした？　奴の隻せき眼がんは、現実を見み据すえることができないのか！」

　しかし、見捨てるわけにもいかない。予備兵力の中でも最強の戦力、精鋭騎サヴア兵部隊ラーンの中でも特に傑出した部隊を、ペーローズはここで投入することにした。

「不死ザイエ部隊ダーン、前進せよ！　バレスマナを援護せよ！」

　古代のアケメネス朝ペルシャの時代には、「アタナトイ」と呼ばれる部隊があった。たとえ部隊を構成する兵士が戦死してもすぐに新たな人員が補充され、常に一万人の定員を維持していたことから「不死アタナ部隊トイ」と呼ばれていたのだが、「ザイエダーン」はこれを継承するものだ。

　バレスマナは自ら戦せん斧ぷを振り回し、ローマ軍へ執しつ拗ような猛攻を繰り返した。キュリロス将軍率いるローマ軍の右翼部隊が後退する。勢いづいたバレスマナはさらに前進を命じたが、それも長くは続かなかった。中央の高台に控えていたフン族の部隊が、前後に長く伸びきった敵軍の側面を突いたのである。

　さらにマルティヌス率いる弓トク兵ソタ隊イが、一斉射撃を行ってこれを的確に援護した。武勇では比類のない不死ザイエ部隊ダーンも、果てしなく降り注ぐ矢の前には、立ち往生するしかない。たちまちバレスマナは戦場で孤立した。

　やがて戦場に轟とどろいたのは、

「イヤッハー！　敵将バレスマナ、討ち取ったりィィィ！」

　フン族の勇将スニカスの、誇らしげな勝利の宣言だった。恨めしそうな猛将の生首を高く掲げて、だが彼は不満げな言葉を発した。

「ちっ、目玉を喰くろうてやろうと思ったのに、隻眼かよォ。何だか損をした気分だぜクソッタレが」

　冗談とも本気ともつかぬその一言が、ペルシャ左翼部隊との戦いを締めくくった。バレスマナの敗北とともに、およそ五千名のペルシャ兵が生命を失った。ペルシャ軍は両翼が壊滅し、もはや総司令官ペーローズの率いる本隊だけが残った。

「攻撃の手を緩めるな！　敵の半分は壊滅したが、まだ敵の数は我が軍と互角だ。死に物狂いでかかってきたら、勝敗は分からぬぞ！」

　必勝を確信していたのにいつの間にか負けていた、ということになってはたまらない。名将ですら陥おちいりがちな罠であり、気を引き締める必要があった。

　ペルシャ軍の本隊を、ローマ軍が取り囲んだ。

「あなた、総大将でしょ？　後方に下がって、部下たちが手柄を立てるのを黙って見ていればいいのに」

　先頭部隊を指揮して自ら長剣スパタを振るうベリスに、アントニーナが声を掛けた。

「兵士たちが命がけで戦っているのに、私だけ安全なところにいるわけにはいかない。それに、私には頼もしい仲間たちがいる。よもや不覚をとることはあるまい」

　その言葉を、アントニーナは都合のいいように解釈した。

「私に守ってほしいってこと？　いいわ、お姉さんに甘えなさい」

「そ、そんなことは言っておらん」

「あら、じゃああなたが私を守ってくれるってこと？　頼もしいわね、素敵よ」

　まったく、口ではアントニーナにかなわないベリスである。無言で馬を走らせ、右に、左に、白銀の閃せん光こうを煌きらめかせる。

　敵将ホスローは、何らかの事情で王都クテシフォンへ帰還したと聞いている。誰が代わりに総司令官を務めているのか、ローマ軍には知らされていない。だが、この重厚な本隊の守りを突破したその先に、その人物はいるはずだ。

　ベリスとアントニーナの武勇に、ペルシャ兵たちは恐れをなし、隊列が乱れ始めた。その中を、二人は烈風となって駆け抜ける。その後を、ローマの騎兵部隊が颯さつ爽そうと続いた。それはあたかも、異教徒たちに激しい怒りの制裁を加える神の槍やりだった。

　ついに、ベリスたちは敵将の姿をとらえた。それは、結わえて左右に垂らした黒髪と、それを飾る金と真珠の頭飾りヴイツタが印象的な、背の高い若い女だった。白馬に乗り、長槍コントスを構え、恐れを知らぬ面持ちで二人を待ち構えるその姿は、息を吞むほど美しい。ベリスにもアントニーナにも、その女の正体が、すぐに分かった。

「コミト！」

　一瞬だけ迷いを見せてから、アントニーナが名を呼んだ。ペルシャの女将軍は、驚いたように彼女の顔を見返した。

「私が誰だか分かる？　アントニーナよ」

「……知らぬ」

「私を忘れたの？　ひどいじゃない、コミト」

「アントニーナという名も、コミトという名も、元から知らぬ。我が名はペーローズ。名門ミフラーン家に生まれたペルシャ人だ」

「あら、そのペルシャ人が、どうしてそんな流りゆう暢ちようなギリシャ語を話せるのかしら？」

　無言で、コミトは長槍コントスを振るった。勇武のヴイル女神トウスと勝利のヴイク女神トリアの力が宿る双剣を交差させて、アントニーナはそれを受け止めた。

「いいわ、言葉ではなく、刃で語り合うとしましょう」

『双剣の舞姫』の異名を持つ朱色の髪の女傭よう兵へいは、ほくそ笑んだ。

　凄すさまじい斬撃を、アントニーナは立て続けにコミトに放つ。それらすべてをかわしながら、コミトは鋭い突きを放つ。余裕の笑みとともに、アントニーナはそれを右手の曲刀コピスで弾はじき返した。

「私が相手でよかったわね。ブーゼスが相手だったら、あなた、八つ裂きにされてたわよ？」

　コミトを殺す気はないアントニーナである。降伏に追い込むつもりなのだ。

　アントニーナは、どんな男にも後れをとったことはない。まして女が相手なら、それぐらいはできるはずだ。いや、シアのためにも、そうしなければ。

　右手の曲刀コピスを縦に振り降ろし、ついで左手の曲刀コピスを横に薙なぐ。守りに使った曲刀コピスで攻めに転じ、攻めに活かした曲刀コピスで敵の閃せん撃げきを受け止める。変幻自在の攻めで、アントニーナはコミトを圧倒する。コミトが疲労の色をにじませたと見るや、彼女は狙いすました一撃を放つ。だが、コミトはそれを読んでいた。アントニーナの斬撃がコミトの甲かつ冑ちゆうを撃つ寸前、逆手に構えたコミトの槍が、逆にアントニーナの首筋をとらえている。

　慌てて、アントニーナはコミトと距離をとって難を逃れた。

　強い！　朱色の髪の女傭兵は、考えを改めた。コミトは、アントニーナと互角かそれ以上の技量の持ち主だ。舐なめてかかると、こちらがやられてしまう。

　だが、それでも、勝敗の行方ゆくえは明らかだった。コミトはミフラーン家の武将・ペーローズとしてペルシャ全軍に対して責任のある立場だ。それだけ考えるべきことは多く、心の余裕は少ない。疲労の色が隠せない。

　息もつかせぬ鋭い攻撃の応酬の果てに、ついにアントニーナの双剣の片割れが、コミトの槍を弾き飛ばした。同時に、もう一方の曲刀コピスが、コミトの喉のど元もとをとらえている。

「観念しなさい、コミト！」

「黙れ、その名で呼ぶな！　私はペーローズだ」

　喘あえぐような声を、コミトはひねり出した。直後に、丸腰となったはずのコミトの手から、短剣マカイラが飛んだ。腕当ての裏に隠し持っていたのだ。とっさに身をよじってそれをかわしたつもりのアントニーナの頰ほおを、激痛が襲った。十分にかわし切れず、短剣マカイラの切っ先が彼女をかすめたのだ。
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　短剣投げは物真似ミーモスほど上手うまくなかったはずだが、鍛たん錬れんを重ねたのだろうか。

　その隙すきに、コミトは馬首を巡らせた。電光石火の速さで、彼女はアントニーナから離れていった。

　頰を押さえながら、アントニーナは呟つぶやいた。

「あらら。逃げられちゃった……」

「おぬしらしくないな。どこかに迷いがあったか？」

「そりゃあ、ね……」

　ベリスの声に、アントニーナは渋い顔で応じる。

「まあ、やむを得ん。きっと私が戦っていても、同じことだろう」

　できるならコミトを生け捕りにしたいと考えていたベリスたちである。取り逃がしたのは残念だが、コミトは相当な手て練だれであり、しかも降伏するくらいなら死を選びそうな気迫を持っていた。やはり、殺してしまっては後味が悪い。シアに合わせる顔がない。

「今はそのことよりも、勝利を得られたことを喜ぼう」

　コミトの逃亡により、ペルシャ軍の本隊も戦意を喪失し、逃走へと移っていた。

「勝どきを上げろ！　我らローマ軍の勝利である！」

　ベリスは高らかに宣言した。兵士たちの歓喜の声が、爆発した。
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　ベリス将軍率いるローマ軍、ダラスにてペルシャの大軍に完勝。

　その報はローマ帝国の全土に伝えられた。ペルシャ軍相手の久々の大勝利とあって、帝国中の人々が熱狂した。

　属州アルメニアの州都テオドシオポリスも例外ではない。だが、ここを本拠とするアルマギスメニテル・アミリト軍ウム・司ペル・令アルメ官ニアムシッタスは、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔でその一報を聞いていた。

「ベリスの奴、でかい功績を立ておったな」

　シッタスは歯ぎしりした。『大おお鷲わしのシッタス』の名で知られる勇将であり、ベリスとは何度も同じ戦場で肩を並べた戦友であるが、彼は青い鎧よろいを着た生き真ま面じ目めな青年のことを、競争相手として一方的に敵視していた。

　ユスティンが新しい皇帝に即位したとき、シッタスは新設のアルマギスメニテル・アミリト軍ウム・司ペル・令アルメ官ニアムに、ベリスはメソポドウクスタミア・メソポ辺境将軍タミアエに任命された。軍マギス司テル・令ミリト官ウムはローマ帝国全体で六名しかいない軍の最高級の幹部であり、辺境将軍ドウクスよりも格上の存在である。

「やったぞ、ついにベリスよりも先に出世したぞ」

　喜んだのも束の間、ベリスはすぐに東方マギス方テル・面ミリト軍ウム・司ペル・令オリエ官ンテムに昇進してしまった。先々帝の甥おいヒュパティオスが就いていた重責である。

　今回の勝利で、ベリスに追い付かれ、追い越されたような気分のシッタスである。自分も手柄を立てて、存在感を示したいところだ。

　ゆえに、「ペルシャ領アルメニアで、不穏な動きあり。大軍が動員され、ローマ領への侵攻が計画されている模様」との報告がもたらされたとき、シッタスは驚くよりも先に狂喜した。

「よし、次は俺の出番だ。ベリス、見ておれよ。ダラス城じよう塞さいにベリサリウスあらば、アルメニアにはシッタスありだ」

　張り切っているのは、シッタスだけではない。アルメニア方面軍の指揮をとるペルシャの将軍たちも、気合いをみなぎらせていた。

　主将のメルメロエは、長年にわたりローマ軍と戦い続けてきた宿将である。重厚な筋肉質の身体からだつきに不似合いな丸い大きな瞳を輝かせて、彼は豪語した。

「娘っ子がメソポタミアで、不覚をとったようだの」

　彼にとっては、ペーローズなど乳離れのできない仔こオオカミのような存在であった。

「ワシの圧倒的、そう圧倒的な大軍で、ローマ軍など蹴散らしてやるわい」

　メルメロエ率いる三万のペルシャ軍は、国境に近いローマ側の都市サタラに迫った。サタラから五六スタディオン（約十キロメートル）の距離のところで陣を張る。

　シッタスの下には、一万五千の兵しかいない。敵のちょうど半分である。だが、彼には秘策があった。同僚であるアルメニア人武将ドロテウスに兵の大半を預けてサタラに籠ろう城じようさせると、自らは一千の精鋭を率い、サタラを取り囲む丘陵地帯の後ろにひそんだ。

　翌日、ペルシャ軍はサタラの街を包囲した。攻城兵器を繰り出して堅固な城門を攻撃し始めると、突然、馬ば蹄ていの轟とどろきが天地を揺るがした。シッタス率いる騎兵部隊が砂さ塵じんとともに丘を駆け下り、敵軍めがけて突進したのだ。

　ペルシャ軍は、大恐慌に陥おちいった。シッタスの騎兵部隊は、乾燥した大地を力強く蹴り付けた。それによって発生した砂塵の量は膨ぼう大だいであった。ゆえに、ペルシャ軍は敵をとてつもない大軍と見誤ったのだ。

「どこからこんな大軍が!?」

「三万……いや、四万はいるぞ！」

「これではとても勝ち目がない！」

　浮足立ち、潰かい走そう寸前となるペルシャ兵たちを、主将のメルメロエは必死で鼓こ舞ぶした。

「落ち着け！　敵に、そんな大軍の増援などあるはずがなかろうが！」

　多少の兵を隠していたとしても、それほどの大軍であればペルシャ側の斥せつ候こうの目を逃れられるはずがない。

「ええい、ワシの指示に従わんか！　従うのじゃ！　従えい！」

　声だけは大きいメルメロエであるが、一度混乱状態に陥ったペルシャ軍の兵士たちを落ち着かせるのは、容易なことではなかった。おまけに彼の軍勢は、ペルシャ人、アルメニア人、それに北方の遊牧民アラン人などから構成される混成軍である。メルメロエのペルシャ語を理解しない者も多かった。

　シッタス隊の中から、一人の騎士が飛び出し、単騎でペルシャ軍の本陣へと躍り込んだ。手ヴエル槍トウムを振り回し、手当たり次第に打ちかかる。

「ひいっ。わ、ワシを守れええええ」

　みっともなく悲鳴を上げたメルメロエは、大スクト盾ウムの中に身を隠している。慌てて、護衛の兵士たちが二人の間に分け入った。

　敵将の首を取ることを断念したローマの騎士は、代わりに本陣に掲げられていた戦ドラ章フシ旗ユへと近寄った。気迫のこもった獅し子しを描いた旗である。かつてカワード王が自らの庭パラデ園イソスで催した狩猟祭で、メルメロエは主君の目の前で獰どう猛もうな獅子を仕留め、この戦ドラ章フシ旗ユを賜たまわったのだ。

　にやりと笑うと、ローマの騎士は手ヴェル槍トゥムを構え、戦ドラ章フシ旗ユをずたずたに切り裂いた。

「このフロレンティウス様が一番手柄よ！」

　高らかに、騎士は宣言した。

　このフロレンティウスは、かつてベリス隊にいたことがある。ベリスを未熟な若造と侮あなどり、居い丈たけ高だかな態度をとったこともあったが、ベリスが見事な指揮官ぶりを発揮したことで彼に心服するようになっていた。そして今回はシッタスの下で、命がけで大功を立てたのである。

「ワ、ワシの戦ドラ章フシ旗ユがあああ」

　メルメロエは呆ぼう然ぜんとし、ついで激高した。

「殺せ！　そいつを殺せ！」

　無数の槍先がフロレンティウスめがけて突き出された。単騎で飛び出してきた彼には、どこにも逃げ場はなかった。全身を数十本の槍に貫かれて、ローマ人の勇者は不敵に笑った。

「こいつは傑作だ。このフロレンティウス様を倒すのに、腑ふ抜けのペルシャ兵どもは槍が百本は必要だったらしいぞ……」

　笑みを浮かべて立ったまま、フロレンティウスは絶命した。危険人物が取り除かれ、また戦ドラ章フシ旗ユを引き裂かれた復ふく讐しゆうも果たせて、メルメロエはほっと肩を撫なで下ろした。だが、もはや戦況を挽ばん回かいすることは不可能だった。

「将軍閣下の戦ドラ章フシ旗ユが倒されたぞ！」

「本陣が突破された！　将軍閣下が討たれた！」

「アルメニア人どもが裏切った！　もう終わりだ！」

　ペルシャ語、アルメニア語、アラン語の悲痛な声が、四方八方で飛び交った。明らかに事実でないものもあり、メルメロエは慌てて声を張り上げた。

「黙れ、黙るのじゃ、黙れい！　ワシは生きておるわ！　アルメニア人どもも裏切ってはおらん！　いい加減なことを言う奴は、正義の神アルシュタトのばちが当たるぞよ！」

　よく響くメルメロエの声は、味方の誤報を打ち消すのに絶大な効果を発揮した。

「メルメロエ将軍の声だ！」

「生きておられた！　将軍は生きておられたぞ！」

　安あん堵どの声が、ペルシャ軍の中で沸き上がった。だが、あることに気付いてメルメロエは蒼あおくなった。彼の大声は、味方だけでなく、敵軍にも聞こえているはずだ。「ここにペルシャ軍の総大将がいるぞ」とわざわざローマ軍に知らせてやっているようなものである。フロレンティウスに続けとばかりに、ローマの名だたる騎士たちがここへ押し寄せてくるに違いない。

「明日勝つために、今日の恥辱は耐え忍ぶ！」

　そう叫ぶと、メルメロエは馬に乗った。そして味方を見捨てて、一いち目もく散さんに戦場を離脱したのである。

　総大将の退却により、ペルシャ軍は総崩れとなった。

　戦いは終わり、落日の残光が山を紅あかく照らし出す。シッタスはまず戦死者を悼み、特に抜群の戦功を挙げて玉砕したフロレンティウスを絶賛した。遺族への手厚い恩賞を約束し、生者への励みとした。

　続いてシッタスは、捕虜を検分した。その中にアルメニア人の若い騎士がいた。堂々としていて、とても一介の下級士官とは思えない。問いただすと、明めい瞭りようなギリシャ語で彼は名乗った。

「私はアラティオスと申す。アルメニア人部隊の指揮官の一人だ」

　かつてホスローの下で、ベリス隊と戦った男である。その時は、あくまでもベリスとの対決にこだわるホスローに苦言を呈したが、ホスローは「俺自身があの青い騎士とまた戦いたいのだ」などと言って、彼の進言を聞き入れなかったのだった。

　殺すには惜しい男に思えた。シッタスは、彼に投降を呼びかけた。

「アルメニア人ということは、おぬし、キリスト教徒だろう？　ゾロアスター教を押し付けてくるペルシャ人に従うよりは、我々ローマ人とともにあった方がましではないか？」

「お断りする。我々アルメニア人はやむなくペルシャ人に従っているが、いつか必ず、国土を取り戻し、独立を果たす。ペルシャ人の支配にも、ローマ人の支配にも屈するつもりはない」

　誇り高いアラティオスの言葉に、シッタスはなぜか無性に嬉うれしくなり、彼の背中を叩いてこう言った。

「これから戦勝祝いの酒宴だ。おぬしも来い」

　露骨に嫌そうな顔をしたアラティオスだが、シッタスは強引に彼を酒宴に招き入れ、自分の隣に座らせてまるで長年の友であるかのように遇した。よそよそしい態度をとり続けたアラティオスも、しつこくシッタスに酒を飲まされて、次第に胸きよう襟きんを開いていく。やがて酔い潰つぶれて眠ってしまったアラティオスだが、目が覚めると、隣でシッタスがいびきをかきながら眠っている。シッタスの部下たちも、あるいは酒瓶を抱きながら、あるいはだらしなく涎よだれを垂らしながら、甘美な夢をむさぼっている。敵であるアラティオスに寝首をかかれる心配は、誰もしていないようである。

「悪くない……かもしれぬな」

　アラティオスはくすりと笑った。ホスローやメルメロエといったペルシャ人の指揮官の下で、彼はいつも窮屈な思いをしていた。ここになら、居場所があるのかもしれなかった。
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　ダラス城塞は、ペルシャに対抗する軍事的な拠点として、先々帝アナスタシオスが築いたものである。だが、人が集まれば、そこには経済が生まれる。旅商人がものを売る露店がまず出現し、次に荒くれ者の集う酒場が開設される。男たちの相手をする娼しよう婦ふの宿ができ、懺ざん悔げを行うための教会が建ち、仕立て屋や鍛か冶じ屋が店を構える。さらには医者、床屋、宝石商、靴屋、皮なめし工、石工、樽たる職人など、様々な生業なりわいの人々が集まり、今や純軍事的な「城塞」から、「街」へと発展しようとしていた。

　人口の増大と施設の発展に伴い、行政の仕事も増えてくる。食糧や酒、馬に与えるまぐさの管理。武具の調達。城壁の保修。兵士たちへの給料の支給。道路や井戸を整備し、揉もめ事が起きれば調停を行い、犯罪があれば裁判を開いて公平に裁き、商業活動からは税を徴収する。それらすべてについて詳細な記録をつけ、公的書類は厳重に保管する。

　そういった実務に当たるのは軍属の書記官たちであるが、最高責任者は城塞の司令官を務めるベリスである。歴代の司令官の中には、書記官たちにすべてを任せきりにして自分は軍事に専念していた者も多い。だが、生真面目なベリスは軍務の合間を縫って、彼らの仕事場にまめに足を運んでいた。

　ベリスが給与係の部屋に足を踏み入れると、意外な人物がそろばんアバクスをはじいていた。プロックスである。

「なぜおぬしがこんなところに？」

　プロックスはベリス直属の参シユン謀ブーロスであり、一般の書記官の仕事は免除されているはずだ。暇なときはいつも本を読んでいる。

「人がまったく足りてねえんだよ！　やりたくてやってるわけじゃねえ！」

　計算結果を、鉄製の尖ステイ筆ルスで書字板タブラに書き入れていく。「ああ、また間違えた！」とぼやき、プロックスは尖ステイ筆ルスの後ろについたへらで書字板タブラの蠟ろう面を搔かき消した。慣れない作業で、手間取っているようだ。

「まあ、以前よりは楽になったんだよ、給与計算はな。アナスタシオス帝以前は、兵士の装備代は給与から全部差し引かれていたから。今は満額をそのまま支給すればいいから、その点は面倒がない」

「その代わり、兵士たちは装備を自前で調達しなければならなくなったがな」

　ローマ軍の性質の変化を反映した形である。徴兵による画一的な軍隊から、志願者による傭よう兵へい隊に近い軍隊となり、兵士たちは剣や鎧よろいを国家から支給されるよりも、自らの給与で購入することを望むようになったのだ。

「ちょうどよい。幕僚たちを招集するから、おぬしも来てくれ」

「え、でもまだ作業の途中なんだが」

「おぬしが書字板タブラに記録をしたところで、どうせ誰も読めんだろう」

『黒い筆の軍師』の字の汚さは有名である。誰がプロックスにこんな作業をやらせているのかは不明だが、人選を間違えているとしか思えない。

「ひでえな。これでも俺は、ゲオルギア遠征軍の書記官を務めていたんだぜ？」

「では、おぬし、今書いたその字は、何と読むのだ？　何と書いたのだ？」

「え？　……えっと、その、ちょっと待て」

　今書いたばかりの自分の字も読めないらしい。ベリスは苦笑いをして、問答無用でプロックスを連れ出した。







　緋ひ色いろの軍旗が、砂の混じった風にあおられてはためいている。青く澄んだ空には雲一つなく、赤茶けた荒野は地平線の彼方かなたまで続いている。城塞から突き出した岩の露台の上からは、はるか遠い異国の地まで見渡せてしまいそうである。

　戦死を遂げたペルシャ兵の甲かつ冑ちゆうの残ざん骸がいが、まだ生々しく残っている。塹ざん壕ごうは埋め立てもされずそのままで、ところどころにうち捨てられた荷馬車や軍旗の跡がある。眼下に広がるこのダラス近郊の荒野にて、ベリスは四万のペルシャ軍を撃破する大功を立てたばかりである。それが夢ではなかったことを、物言わぬこれらの遺物が語っている。

「このメソポタミアでも、アルメニアでも、我々ローマ軍はペルシャの大軍を押し返した」

『黒い筆の軍師』プロックス。疾風のブーゼス。『双剣の舞姫』アントニーナ。三トリ叉デン槍スを操るヘルリ族の大男ファラス。アラブ人の族長シヤイフアレタス。バレスマナを討ち取ったフン族の勇将スニカス。寡か黙もくだが廉れん直ちよくな将軍キュリロス。集められた将軍たちの前で、ベリスは語った。

「今こそ、ペルシャへの反転攻勢を仕掛けるべきだ。ダラス城塞から出撃してまずはニシビスを攻略し、そのままメソポタミア下流域を制圧する」

　ペルシャの最大の弱点は、クテシフォン、セレウキア、バビロンなど、主要な大都市がメソポタミア下流域に集中していることである。ローマの領土となっているメソポタミア上流域からは、目と鼻の先である。電撃的な作戦でここを強襲し、占領してしまえば、ペルシャの国力は一気に減少する。

　そのような作戦を成功させた前例も、すでにある。四百年ほど前の出来事で、現在のササン家のペルシャはまだ存在せず、相手はその前身であるパルティア王国であったが、トラヤヌス帝率いるローマ軍はその本拠であるクテシフォンを攻略し、占拠したのだ。パルティア軍はすぐにクテシフォンを奪回するが、その五十年後にはマルクス・アウレリウス帝麾き下かの名将アヴィディウス・カッシウスが再びクテシフォンに攻め入り、パルティア王家の宮殿を焼き尽くした。以後、パルティア王国は急速に衰退し、やがてササン家のペルシャ王国に取って代わられるのである。

「いかなる理由かは分からぬが、ペルシャ王子ホスロー、あの恐るべき不滅の魂ヌーシーを持つ者ルワーンは王都に戻っている。ニシビスを攻略するなら今だ」

「皇帝陛下は何と？」

　疾風のブーゼスが尋ねた。

「帝都にはすでに使者を送って、返事を待っているところだ。だが、そもそもユスティン様は、ペルシャを撃つために私をダラスへと派遣なさったのだ。よもや反対はなさるまい」

　その辺りは、ベリスは何も心配していない。ユスティンは、ローマ帝国を再興し、かつての栄光を取り戻すという、ベリスと同じ志こころざしを抱いている。

「具体的な作戦行動については、プロックスから説明してもらおう」

　黒い外ヒマテ套イオンを身に着けた少年が前に出た。幕僚たちの中では最年少だが、彼の判断が常に最善のものであったことは、万人が認めるところである。

「まずこちらの戦力についてだ。帝都へも増援を要請しているところだが、もう一つ、アルメニアのシッタス将軍の部隊にも、このダラスに来てもらう」

「シッタス将軍に!?」

　驚きの声が、諸将の口から漏れ出した。アルメニア戦線の司令官であるシッタスをメソポタミアに呼び寄せようとは、『黒い筆の軍師』の発想は常識にとらわれない。プロックスは説明する。

「ペルシャ方だったアルメニアのアラティオス将軍が、こちら側に寝返った。彼の手引きで、ペルシャ領アルメニアのボーロン、ファランギオンの両砦とりでもシッタス将軍が掌しよう握あくした。当面、アルメニア方面ではペルシャ軍の脅威はない。シッタス将軍の野戦コミタ機動軍テンセスを併せれば、我が軍は四万ほどの軍勢になるだろう。今のニシビスを攻略するには、十分な兵力だ」

「シッタスは軍マギス司テル・令ミリト官ウムだから、ベリスと同格の地位にあるんでしょ？　二人のうちどちらが軍の指揮をとるの？」

　アントニーナが赤しやく銅どう色いろの瞳でプロックスを見み据すえた。

「そりゃもちろんベリス──と言いたいところだが、あのおっさんは指揮権については譲らんだろう。何せ、ベリスのことを一方的に競争相手だと思ってるからな、おっさんは」

　シッタスは実はまだ若いのだが、兵士たちへの威厳を保つために髭ひげをたくわえ、歴戦の宿将であるかのような装いを見せている。プロックスが彼をおっさん呼ばわりするのは、それを皮肉ってのことである。

「だが、メソポタミアの実情に詳しいのはベリスだ。だから実質的には、ベリスと俺とで仕切ることになるだろう。おっさんには総指揮官の名目だけ与えて、適当におだてておけばいい」

「シッタスが、ダラスには来ないと言ったらどうするの？」

「来なきゃ、ベリスに手柄を独り占めされるかもしれないんだぜ？　来るさ」

　プロックスが紫水晶の瞳を煌きらめかせながらそう言うと、薄く笑って、アントニーナは納得した。ベリスに出世で先を越されることを、シッタスは異常なほど嫌がっている。

「続いて、ニシビスの攻略方法についてだが」

　ベリスには、攻城戦を指揮した経験はまだない。だがプロックスは、一体どこで仕入れた知識なのか、ニシビスを落とすためのあらゆる方策を考案していた。

「攻城塔、破城テスト槌付ウードき亀・アリエ甲車ターリア、投カタ石プル器タ、弩バツリ砲スタ……まあ、こういった兵器は一通りそろえる必要がある。だが、俺としては、できればそれに頼らずに、内部から突き崩したい。具体的には……」

　プロックスが言葉を中断した。城塞の中から、金褐色の髪の若者が姿を現したのだ。ベリスの従者マルティヌスである。

「帝都から返事が来ました」

「来たか！」

　ベリスは声を弾ませたが、マルティヌスは浮かない顔である。手には、紐ひもでくるまれた羊皮紙の巻物が握られている。無言で、彼はそれをベリスに手渡した。

　紐をほどき、ベリスは勅ちよく書しよを読み始める。

「──余、ユスティニアノスは神の名において軍マギス司テル・令ミリト官ウムベリサリウスに通告する。ペルシャへの逆侵攻は、これを許可しない。援軍の準備はない。現有兵力のみで敵の侵攻に備えられたし」

「何だと……!?」

　耳を疑うような言葉に、プロックスが苛いら立だちの声を上げる。

「じゃあ、ユスティン様は資金と糧りよう秣まつの用意しかしてくれなかったってこと？」

　アントニーナが落胆しながら尋ねると、ベリスは静かに頭を振った。

「……それも、ないとのことだ」

「そんな！」

　当然のことながら、軍事行動には資金や兵糧は欠かせない。それらがなければ、こちらから打って出るどころか、現有の兵力を維持すること自体が困難になる。

「新皇帝の下で、ヨハネス殿が財務長官に就任しているはずだ。彼は、大規模な軍事行動を起こすために、新税を導入したと聞いている。財源は、あるはずではないのか？」

「僕に言われましても……」

　ベリスに詰め寄られて、マルティヌスが困った顔をする。

「す、すまぬ。おぬしを責めるつもりはないのだ」

　ベリスは信じていた。ユスティン様とは、離れていても、心は通じ合っていると。阿あ吽うんの呼吸で、こちらの望む手て筈はずを、的確に整えてくれるはずだと。だが、そうではなかったのか。

「今が、今が好機なのに。今ならば、ペルシャを下し、東方国境を二十年は安泰にすることができるのに。陛下は一体、何を考えておられるのだ！」

　激しい口調で、ベリスは吐き捨てた。彼がユスティンへの強い不満を示したのは、これが初めてのことだった。
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　怨えん嗟さの声が、帝都の市民たちの間で広まっていた。

　テオドシウス広場でも、コンスタンティヌス広場でも、ゼウクシッポス浴場でも、競ヒツ馬ポド場ロームや劇テアト場ロンでも、耳にするのは新皇帝と財務長官ヨハネスらへの批判の声ばかりである。

「ヨハネスの奴は新しく制定した住宅税のことを『空中税』などと呼んでいるらしいぞ。何でも、『まるで天から降ってくるように、税収がガバガバと入ってくる』という意味らしい」

「それも、国庫ではなく奴自身の懐ふところにな。わしらの生活のことなど何も考えてはおらん」

「あの野郎、俺たちからたっぷり搾り取っておきながら、歳出の方は、とんでもなくドケチだという話だぞ。ペルシャと戦ってるベリス将軍やシッタス将軍の下にも、資金や兵糧がほとんど送られていないらしい」

「法務長官のトリボニアノス、奴もヨハネスと結託して、私腹を肥やしているみたいだぞ」

「ヨハネスとトリボニアノスが一緒になって、大規模な法改正を行うとのことだが、どうせあいつらのことだ、自分たちに都合のいいように、国をつくり変えてしまうつもりなのだろう」

「首都長官のエウダイモンも曲くせ者ものじゃ。前任のテオドトスよりはましかと思ったが、民の方ではなく、宮殿の方ばかりを見ておる。わしらのことなど、まるで気にかけておらぬ」

「新皇帝は、なぜあんな奴らを重用しているのだ？」

　帝都には『緑プラシ組ノイ』と『青組ベネトイ』という二つの市民集団デーモスがあり、日頃から激しくいがみ合っている。だが今回ばかりは、両党派は皇帝という共通の敵を前にして口をそろえていた。

「所詮、先帝である叔父ユスティノスのおかげで成り上がっただけの田舎いなか者ものよ。ユスティノスも無学で無知な男だったが、軍人としての実績はあった。新皇帝には、何もない」

「美び貌ぼうだけが取り柄の踊り子の女を皇妃にするくらいだ。高貴なる緋ひ色いろの玉座も、いつの間にやら田舎のごろつきの玩具おもちやになり果てたわい」

　ペルシャ王国の民が国王に対するそのような罵ば詈り雑ぞう言ごんを口にしているところを役人に見つかりでもしたら、その者はすぐにでも首を刎はねられることだろう。だが、同じ専制君主制の国家でも、ローマ帝国では非公式の場でのそのような発言は許容されるのが普通だった。元は共和制を敷いていたので、「言論は自由であるべし」との気風が強いのだ。

　不満の声ばかりで、ユスティンは滅入っている。政務を離れ、中アトリ庭ウムに臨むダフニ宮殿の柱廊で皇こう妃ひと語らっていても、彼は落ち着かなかった。

「ヨハネスを罷ひ免めんし新税を廃止せよ、という声が、市民の間で高まっているようですわね」

　艶えん然ぜんと微ほほ笑えみながら、テオドラはユスティンに話しかけた。甘やかな香油の匂いを振り撒まきつつ安楽椅子カテドラに優美な肢体を横たえ、葡ぶ萄どう酒しゆ色の長い髪をいじっている。宦かん官がんが果物の載った銀の大皿を持ってくると、クロイチゴの房を手に取った。

「市民だけではありません。元老院議員の中にも、公然と陛下を糾きゆう弾だんする者が現れ始めているとか」

　かつて共和政ローマの要として絶大な権力を握っていた元老院も、今ではただ古い法に従って慣例通りに開かれるだけの名ばかりの機関に成り下がっている。だが、そんな元老院も自由の国ローマを象徴する存在であるには違いなく、議員たちの批判の声は、無視できるものではなかった。

「すべてはイタリアやアフリカを奪還して、大ローマ帝国を復興するためだ。なぜそれが分からない!?」

　ユスティンは歯ぎしりした。葡萄酒を一気に呷あおって、叩たたきつけるように空の杯を献ミニス酒トラー係トルへと手渡した。彼らしくもなく、感情的になっている。

「神の代理人たる余に歯向かおうとは、上等ではないか。絶対にヨハネスの罷免など認められぬ。余は愚かな者どもには何一つ妥協するつもりはない」

　ユスティンは、昔のことを思い出す。

　叔父ユスティノス帝によって宮廷へと引き入れられた彼を待っていたのは、無気力で無能な官僚たちだった。官房長官とか国家財政管理局長官とか皇帝財産管理長官といった役職の名前だけは立派だが、法学を学び、一流の教養を修めた秀才であるはずの彼らの正体は、責任転嫁だけが得意の事なかれ主義者たちだった。

　政治改革の実現という野心に燃える若きユスティンは失望したが、ただ一人、ずば抜けて優秀な、頭の切れる男がいた。それがヨハネスである。彼は学問をほとんど修めておらず、傲ごう慢まんで、いつも他人を小馬鹿にするような態度をとっていた。当然、同僚たちの評判はすこぶる悪かった。だが、ユスティンはその才能を見抜いた。

「常識にとらわれず、実に柔軟な発想をする男だ。自分が正しいと思ったら絶対に他人に妥協しない、意志の強さも持ち合わせている。余が皇帝となったあかつきには、この男に政治を委ゆだねよう」

　そう決意して、彼はこのカッパドキア人を自らの書記官に抜ばつ擢てきした。皇帝に即位すると、ただちに彼を財務長官に任命し、皇帝府の首班の地位を与えた。その思いに、ヨハネスは応えてくれている。新税の導入による財務の健全化、新法の制定、宮廷や軍の組織改革など、あらゆる分野で彼は辣らつ腕わんを振るっている。罷免など、とんでもないことだった。

　そしてもう一人、ユスティンのかけがえのない側近として、力になってくれている人物がいた。それが皇妃テオドラである。

「ベリスやシッタスの下へ援軍や資金を送る必要はない、と言ったのはお前だったな。だが、本当にそれでよかったのか？」

「二人は有能な武将です。そんなものがなくとも、ペルシャ軍から国境を守ってくれるでしょう。むしろ安易に権力を与えると、彼らを増長させることになります」

　ユスティンは唸うなった。巨大すぎる兵力を有した将軍が皇帝に反旗を翻ひるがえし、自ら皇帝を称した例は、ローマの歴史上、数えきれないほどである。ユスティンもそれは承知している。だが彼には、ベリスやシッタスを信じたい気持ちもあったのだ。

「ベリスやシッタス個人のことは、今のところ信用してもよいでしょう。二人は、陛下に深い忠義の心を抱いています。でも、彼の部下たちもそうであるとは限らないでしょう？」

　聡そう明めいなユスティンは、彼女の言わんとすることを理解した。

　皇帝に強い不満を抱いた将兵が、自分たちを率いる将軍を新たな皇帝として擁よう立りつする。将軍は、自身は謀む反ほんを起こすつもりなど毛頭なかったが、既成事実をつくられ、また生死を共にしてきた将兵たちの思いを無む下げにすることもできず、やむなく本当に皇帝に反旗を翻してしまう。これも、ローマの歴史上、何度も繰り返されてきたことだ。

「今は、我慢の時です。結果を出せば、民の不満も消えてなくなります」

　ユスティンは頷うなずいた。彼の崇すう高こうな志が理解できない者たちに妥協するつもりがない以上、今はひたすら耐え忍ぶしかない。

「ナルセス。例の者を呼べ」

　腹心である宦かん官がんのナルセスに、そう指示を下した。程なくしてナルセスが皇帝の御前に連れてきたのは、奇妙な貫頭衣を身に着けた、真っ黒い肌の男だった。葡ぶ萄どうの房のような黒髪で、金の鼻輪を着けている。

　エジプト属州の南方に位置するエチオピア王国の使節であった。

　ユスティンは即位直後から、新しい政策を矢継ぎ早に打ち出している。エチオピア人との同盟を画策しているのも、その一つである。

　エチオピアは、帝都から遠く離れた異国である。ローマ帝国と比べると、文化的にも技術的にも見るべきものがない、野蛮な、取るに足りない未開の部族集団にすぎない。これまでは、そうみなされてきた。だが、ローマと同じキリスト教を奉ずる国家である。ペルシャを封じ込めるための戦力として活用できるとユスティンは考えたのである。

「よく来てくれた、使節殿。さあ、我がローマの最高級の葡萄酒を堪たん能のうされよ」

　軍事面だけではない。ユスティンがエチオピアに期待を寄せているのは、ペルシャが押さえている東部アルメニアに代わって、そこが絹貿易の中継地点になりうるからであった。

　絹。

　衣服の最上の素材となる高級品である。はるか東方の中国セリカの特産物であり、その製法は一切不明である。ゆえに輸入するしかないのだが、東方からローマ帝国へと至る陸の交易路はペルシャが押さえている。ペルシャと敵対している今となっては、絹製品を安定的に手に入れることは極めて難しくなっているのだ。

　そこで、エチオピアからインドへと通じる海の交易路を利用する。紅海からアラビア半島の南岸に出て、インド洋を横切って一気にインドへと至るのだ。ペルシャは海よりも陸に目を向けた国家であって、妨害の危険は少ない。商魂たくましいインドの商人たちは、エチオピアを通じてローマ人が絹を欲しがっていると知れば、彼らが望むだけの数を売りさばくことができるよう、中国セリカから積極的に絹を取り揃そろえてくれるはずだ。

　前ぜん代だい未み聞もんといってよい、ユスティンの壮大な商業戦略であった。

　献ミニス酒トラー係トルから、使節は葡萄酒の杯を受け取った。その甘美な紫色の液体を口の中で転がし、あまりの美味に驚きの声を上げた使節に、ユスティンは勧めた。

「おぬしのために、地中海の珍味はすべて取り寄せてあるぞ。駝だ鳥ちようの卵、孔く雀じやくやフラミンゴの丸焼き、トリュフの串焼き、仔こ羊ひつじの脳のパテ、牝めす豚ぶたの子宮の詰め物……何でも、お好きなものを召し上がるといい」

　使節は、ごくりと唾つばを飲む。ギリシャ語やラテン語を修め、使節に選ばれてはるばる帝都にまでやってきたほどの人物だ。エチオピア人の中では、大変な俊才なのだろう。だが、見たことのない壮麗な建物、食べたことのない甘美な料理を前にして、すっかり舞い上がってしまっている。今なら、どんな要求でも喜んで受け入れてくれそうだった。

「もう少しだ……もう少しの我慢で、余の理想は実現に手が届く……」

　心の中で、ユスティンはそう呟つぶやいた。一介の農民の家に生まれた彼に、神はこの緋色の玉座に座るという幸運を与えて下さった。その意味を、彼はずっと考えていた。だが、答えは一つしかないように思われた。

　自分は神から、使命を授かったのだ。ローマ帝国の威光をかつてのように輝かせて、神の名と叡えい智ちを世界に知らしめるという使命を。与えられた権力で、なすべきことをなさねばならなかった。
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「……そんなわけで、帝都は色々と大変みたいです」

「そうか。すまなかったな、シア」

　ダラス城じよう塞さいに備え付けられた小さな礼拝堂で、ベリスはプロックスとともに、シアの話を聞いていた。厚い岩盤をくり貫ぬいて造られたこの礼拝堂は、アナトリアやアルメニアの奇岩地帯でよく見られる洞窟教会の一種である。窓一つないのに意外と明るいのは、むき出しの岩の天井から垂れ下がった無数のランタンと、枝付き燭しよく台だいに並んだ蠟ろう燭そくのおかげである。壁には名だたる聖人たちのモザイク画の他、巨大な岩を掘って製作された聖母子の像がある。

　ダラスの戦いが終わってすぐに、ベリスはシアに頼んで帝都コンスタンティノポリスの様子を探ってもらっていた。『健脚の駆術』というヘルメス神の魔術を使うシアは、並の伝令が五日はかかる距離を、三日で駆け抜けることができる。

「ユスティンさんは、かなり焦っているみたいです。テオドラお姉ちゃんは、悠然と構えているみたいですけど」

　シアの言葉に、プロックスがほくそ笑む。

「ユスティンは、張り切りすぎたな。あれもこれも一度に全部やろうとするから、急激な変化についていけない奴らから、反感を持たれてしまったんだ」

　その失敗を取り繕うために、さらに過激な政策を立て続けに発表し、さらに敵をつくるという悪循環に陥おちいっている。しかも、なまじ頭が切れる分、反論者の言い分に道理がないことまで見えてしまって、やはり自分は正しいのだ、反対する奴らの方が馬鹿なのだ、という考えに囚とらわれてしまっている。これでは人は従わない。

「自分は賢い、自分は正しいと信じて疑わない人間は、時としてそういう罠わなに落ちるんだ」

「おぬしにも心当たりがあるのか？」

「は？　何で俺が？　俺は別に、馬鹿な奴らに嫌われようと、妬ねたまれようと、いっこうに気にしないが？」

　ベリスの発した皮肉は、プロックスにあっさりと跳ね返されてしまった。

「……おぬしに訊きいた私が馬鹿だった」

「馬鹿だという自覚があるのはよいことだな。それは指導者として、なかなか得がたい資質だぞ？」

「まったく褒められたような気がしないが」

「そりゃそうだ。褒めてないからな」

　二人の間に気まずい空気が流れるのを察したのか、シアが慌てて話題を変えた。

「そっ、それとっ、プロックスさんに言われた通り、市場の物価を調べてきたんですけど」

「おう、どうだった？」

「パンの値段は、少し上がっていますね。葡萄酒とオリーヴ油、魚醬ガルムの値段はそんなに変わっていません。武具と、それに馬の値段は、高めです。急に高くなったというより、ちょっと前から高止まりしてるような感じなんですけど。一番高騰していたのは、農具の値段です」

「農具？　鋤すきとか、鍬くわとかか？」

「はい。あと、鎌かまとか、シャベルとか」

　紫水晶の瞳に淡い光を宿して、プロックスは沈黙した。シアの言葉が一体何を意味するのか、彼もすぐには測りかねたらしい。

「……読めた」

　やがて顔を上げたプロックスは、意外なことをベリスに告げた。

「近々、帝都で反乱が起こる」

　ベリスは目をしばたたいた。プロックスの出した結論は、あまりにも突飛だった。

「市民が武器を買い集めていたら、不審に思われるだろう？　だから、武器の代わりになるものを密ひそかに集めている連中がいるのさ。剣や弓を扱えるようになるためには鍛たん錬れんが必要だが、鍬や鎌なら誰にでも扱えるしな」

「それだけの情報で、そう断言してしまっていいのか？」

「反乱というのは、偶発的に起こるものもあるが、そうでないものの方が圧倒的に多いんだ」

　従軍史家らしく、プロックスは自身の歴史の知識から世の中の動きを読み解いている。

「帝都でユスティンへの反乱が起きれば好都合な人間がいるからな。まず、敵国であるペルシャの連中。急激な変革をよしとしない守旧派の貴族や元老院議員。奴らは、反乱の小さな種を見つければ、それに水をやり、肥料を撒まき、大きく育てようとするだろう」

　何よりも、とプロックスは言葉を続けた。

「帝都の市民は、重税にあえいでいる」

　税が重すぎれば、今日のパンを買う金もなくなる。パンが買えなければ、飢えて死ぬ。飢えこそは反乱の最大の原動力であると、プロックスは説明した。

「このまま行けば飢えて死ぬしかない、と思ったとき、人はどうする？　おとなしく、黙って死ぬか？　そんなわけはないだろう。自分の妻や子どもまで苦しんでいるとなれば、なおさらだ。必ず連中はユスティンに牙きばをむく」

　ベリスは、唇を嚙かみしめる。彼は武人であり、国政のことはよく分からない。だが、民が苦しんでいるとなれば心は痛む。一方で敬愛する主君であるユスティンを助けたいとも思う。

「私はどうすればいい？」

　ベリスはダラス城塞の司令官であり、ペルシャとの戦いに責任がある立場である。敬愛する主君が危機に陥っていても、勝手に任地を離れるわけにはいかない。それが分かっていても、黙って手をこまねいているというのは、やはり耐えがたい。

　シアが口を挟んだ。

「上申書を書いたらどうでしょう？　市民から過酷な取り立てをするのをおやめ下さいって、ベリスさんからユスティンさんにお願いしたら──」

「越権行為だな。軍事のことならともかく、徴税に関わる上申なんて、軍マギス司テル・令ミリト官ウムのすることじゃないだろ。絶対、ユスティンはベリスの言うことなんか聞かないさ」

　ローマ人は、軍事と政治、軍人と文人を厳格に区別している。軍人が政治に口を出すことを、好ましく思っていない。ユスティンもそうだろう。

「簡単に解決できる方法があるぜ？」

　あっさりとプロックスは言った。ベリスは身を乗り出した。

「あるのか!?　本当に!?」

「帝都に攻め入って、あんたが皇帝になるのさ」

　目の色を変えるベリスに、プロックスは不敵な笑みを浮かべた。ベリスは蒼あおざめた。

「馬鹿な、何を言う」

「ペルシャ軍の方は、俺が何とかする。だから兵を率いて、帝都に攻め上がれ。そしてユスティンを打倒しろ」

「おぬしは私に、反逆者になれというのか？」

　プロックスがベリスをけしかけるのは、これが初めてではない。そもそもプロックスがベリスに従うのは、彼を皇帝にして『皇帝ベリサリウス伝』を書くためだ。だが、皇帝になるためには、必ずしも主君を打倒する必要はない。ローマの領土が広大であった時代には、複数の皇帝が各おの々おのの領域を分割統治していた。ゆえに、「ゆくゆくは誰それを皇帝に」という言葉が、反逆を意味するものではないとして許容されてきたのだ。

　だが、今のプロックスの言葉は、明確に主君への反逆を唆そそのかしていた。ベリスとしては、認められるものではなかった。

「私はユスティン様のお志こころざしに、心から共感している。あの方は、まさに英主だ。あの方にお仕えできた幸せを、私は神に感謝している。そんな私に、ユスティン様に弓を引けと？」

「このままでは、ユスティンはもたない。無理にユスティンを助けるよりも、あんたが皇帝になってしまう方が手っ取り早い。今、帝国で一番大きな軍事力を持っているのは、ベリス、あんただ。あんたが動かなきゃ、他の誰かがユスティンに取って代わるだけさ。考えてもみろ。あのヒュパティオスみたいな奴が擁よう立りつされたら、最悪だぞ？」

　先々帝の甥おいの名前を、プロックスは持ち出した。ベリスはかつて、ゲオルギア遠征の総司令官を務めたヒュパティオスに処刑されかけたことがあったのだった。

「あんたがユスティンを分不相応な重責から解放してやれ。それも、忠義の形だぞ？」

　ベリスは、鞘さやから剣を引き抜いた。息もつかせぬほどの速度で、まっすぐプロックスの首筋に当てる。その瞬間、礼拝堂の中が、急に暗くなった。ベリスの剣が巻き起こした迅風で、燭台の蠟燭の火が搔かき消されたのだ。顔色一つ変えないプロックスに、ベリスは彼らしくもなく声を荒らげた。

「それ以上言うと、おぬしが相手でも容よう赦しやはせぬぞ？」

「やめて下さい！」

　シアが血相を変えて、二人の間に割って入ろうとした。

「シア……」

「お二人が争うところなんて、見たくないです。ここは礼拝堂ですよ？　こんな神聖な場で剣を抜くなんて……神様のばちが当たりますよ？」

「異教徒のお前にそんなことを言われるなんてな」

　プロックスが笑った。剣を握るベリスの手は、わずかに震えていた。シアを悲しませるのは、彼の本意ではなかった。

　改めて、プロックスはベリスを促した。

「俺は、あんたこそがユスティンに代わって皇帝になるにふさわしい人間だと思ってるぜ。本当さ」

「おだてるな。私は、ガルバ帝のようにはなりたくない」

　昔のローマ皇帝の名前を、ベリスは持ち出した。

　ガルバ。帝政に移行して間もない時代のローマの武将であり、ゲルマニアで戦功を立て、アフリカやヒスパニアを総督として統治した人物である。軍人としても政治家としてもまず過不足のない優秀な人材とみなされており、悪名高い暴君ネロが享きよう楽らくと淫いん蕩とうでローマ市民の支持を失うと、彼に代わって元老院から皇帝に擁立された。

　ガルバならば。剛直で慎み深く、驕おごらず、寛大で、実績を積み重ねてきたガルバならば、ネロの暴ぼう虐ぎやくにより混乱を極める今のローマを、見事に再生してくれるに違いない。人々はそう期待した。だが、いざ皇帝に即位すると、ガルバは決断力に欠け、惰だ弱じやくで、現状を打開する能力のない、耄もう碌ろく一歩手前の老人にすぎなかった。自分の欠点を美徳と錯覚させることだけが、彼の持っていた唯一の能力だった。わずか半年で、彼は部下に殺された。

「皇帝にさえならなければ、世の人々は誰もが彼を皇帝にふさわしい人物だと認めただろうに」

　とは、同時代の歴史家タキトゥスの言である。

「分不相応な野心を抱いた人間の末路は、かくの如ごとしだ。ガルバだけではない。皇帝たらんとする野望を抱き、敗れていった人間たちの、いかに哀れなことか」

「失敗するのが恐いから、冒険せずにおとなしくしていたいってか。俺は、そんな臆おく病びような奴の伝記を書くつもりはないぜ？」

「臆病ではない。私には大志がある。だからこそ、ユスティン様に忠義を尽くすのだ」

　二人の会話は、嚙かみ合わない。どこまでも、埒らちが明かない。ベリスは苛いら立だちを募らせた。

　プロックスは分かってくれる。きっと、最後には「仕方がない、あんたがそのつもりならそれを前提に一番いい策を考えてやる」と言ってくれるに違いない。彼はそんな期待を持っていた。だが、鋼のような頑強さで、藍緑色の髪の少年はベリスに妥協するのを拒んでいた。

　緑エメ柱ラル石ドの瞳をうっすらと潤うるませて、シアが口を差し挟んだ。

「ベリスさん。あたしがここにいるのは、テオドラお姉ちゃんの野望を止めるためです。ベリスさんとプロックスさん、お二人と一緒にいたら、昔の優しいお姉ちゃんを取り戻すことができるかもって、そんな気がするからです」

「……それで？」

「お姉ちゃんは、劇場の踊り子の身で、ローマ帝国の皇こう妃ひになっちゃいました。ベリスさんの言う『分不相応な野心を抱いた人間』の一人です。ユスティンさんが民衆に殺されたら、お姉ちゃんも、八つ裂きにされちゃうかもしれません」

「……」

「あたしはお姉ちゃんに、ガルバさんのような不幸な末路を辿たどってほしくないんです。ベリスさんなら、ユスティンさんを打倒しても、ユスティンさんやお姉ちゃんにひどいことはしないでしょう？　他の人たちでは、絶対にそうはいきません。今の状況をどうにかできるのは、ベリスさんだけなんです。お願いします」

「シアもこう言ってる。考えてみてはくれないか、ベリス」

「くどい。私は、ユスティン様に反逆する意志などない」

　きっぱりとベリスが言うと、プロックスはため息を吐ついた。

　ベリスは静かに剣を納めた。ユスティンに対してと同様、やはり彼にはプロックスに刃やいばを向けることなどできなかった。それを悟っているから、プロックスも剣を突きつけられても平然としていられるのだ。であれば、これ以上無駄な脅しをする理由はなかった。

「じゃあ、これまでだな」

　かすれ気味の声で、プロックスは告げた。

「これまで、とは？　どういう意味だ？」

「俺があんたに協力するのも、これまでだと言ったんだ」

　プロックスは笑った。いつもの皮肉めいた笑みとは違う、哀かなしげな笑みだった。

「俺はここを出ていく。『皇帝ベリサリウス伝』の執筆は中止だ。『愚将ベリサリウス伝』でも書いて、あんたを後世の奴らの笑い者にしてやるさ」




　　　５




　落日の残ざん滓しが、二つの騎影を照らし出していた。

　ダラス城塞の西門の上からそれらを見送っていたベリスは、呆ぼう然ぜんとして、力なく呟つぶやいた。

「二人とも、まさか本当に行ってしまうとは……」

　自分とプロックスとの絆きずなは、こんなにも脆もろいものだったのか。いつも喧けん嘩かばかりしていたが、最後には分かってくれるものだと思っていた。だが、そうではなかったのか。

　考えてみれば、ベリスはいつも彼に頼み事をする側で、プロックスは、嫌な顔をしながらも、それを叶かなえてくれる立場だった。本当は、迷惑だったのだろうか。

　そして、シア。思えば、不思議な少女である。彼女は軍属ではなく、ただの民間人にすぎない。それなのに、ベリスが率いる軍の中にいるのが、当たり前になっていた。彼女の朗らかな性格には、いつも癒された。

　いるのが当たり前になっていた二人が、もういない。取り返しのつかないことをしてしまったのでは、という思いが、ベリスの全身を茨いばらのように苛さいなんだ。

「ねえベリス」

　無言でベリスに寄り添っていたアントニーナが、初めて口を開いた。

「私はどこにも行かないからね？」

「……ありがとう」

「傭よう兵へい稼業は、廃業にするわ。金で雇われたからじゃなくて、私自身の意志で、私はあなたの隣にずっといるわ。……そうさせてもらって、いいかしら？」

「……ああ」

　ベリスは、上の空だった。プロックスとシアを失ったという現実を、まだ受け入れられずにいた。だからアントニーナが腕を絡ませてきたことにも気付かなかった。

「プロックス……ばかやろう」

　少し離れたところに座っていたマルティヌスが、赤く腫はらした目をごしごしとこすった。

「ベリス将軍。プロックスがいなくなっても、アントニーナさんも、ブーゼス将軍もいます。僕も、非力ながらお手伝いさせていただきます。あんな奴がいなくたって、ベリス将軍の軍団は無敵です。そうですよね？」

「……」

「そうですよね？　そうだと言って下さい」

「──ああ、そうだな。その通りだ。私が指揮する限り、ペルシャ軍などに負けはしない」

　ベリスは、呻うめくように声をひねり出した。今は、部下たちを不安にさせるような態度をとるわけにはいかなかった。

　情けない指揮官だな、とベリスは心の中で自じ嘲ちようする。ユスティン様の格別のご配慮で、自分は身に余る地位と栄誉を得ることができた。だが、それはプロックスがいてくれたからこそのものだった。これからは自分自身の力で、その地位と栄誉を確かなものとしなくてはならない。

「さて、城内に戻ろうか。軍務がすっかり滞っている」

　城門の上から地表へと至る階段を、ベリスはアントニーナとともに下り始めた。マルティヌスも、浮かない様子でその後ろをついてくる。つらいが、立ち止まるわけにはいかない。ベリスはダラス城じよう塞さいの司令官として、将兵に責任のある立場なのだ。

「マルティヌス。おぬし、フロンティヌスの戦術書は読んでおるか？　ポリュアイノスはどうだ？　アイネイアス・タクティコスは？」

　戦術書の著者として名高い三人の著作家の名前を、ベリスは挙げた。答えに窮するマルティヌスに、ベリスは言った。

「プロックスがいない以上、代わりに作戦を立てる人間が必要だ。最終的に判断を下すのは私だが、補佐をしてもらう人間を、何人か選ぼうと思っている。おぬしにも、加わってもらいたいのだ」

「僕に……？　分かりました。勉強不足ですが、務めさせていただきます」

　正直、まだマルティヌスには荷が重いとベリスは思う。いずれは知勇を兼ね備えた武将に成長してくれるだろうが、本格的に兵の指揮をとったのは、先日のダラスの戦いが初めてだ。まだ用兵の機微を深く理解しているとは言いがたい。それでもマルティヌスには、プロックスが抜けた穴を少しでも埋めてもらわなければならなかった。

「今名前を挙げた著作家たちの写本は、どれも城塞の図書室にあるはずだ。読んでおくといい。もっとも、かなりボロボロになっているかもしれんがな」

「ボロボロに？」

　アントニーナが、小首をかしげた。

「あの図書室は、あなたが司令官になってから作られたものでしょう？　新しめの冊コー子デク本スばかりで、そんなに古い本は置いてなかったと思うけど」

「それはそうだが、あいつが──プロックスが、何十回も、何百回も、熟読していたからな」

「あ……」

　ベリスの一言で、アントニーナとマルティヌスは、またしょんぼりしてしまった。結局、プロックスの代わりを務められる人間など、どこにもいないのだ。

　階段を下り切って、城塞への道をとぼとぼと歩く。三人とも無言だった。

　前方で砂煙が立ちのぼり、馬ば蹄ていの音が聞こえてきた。城塞の方から、馬を走らせてくる者がいたのだ。ベリスたちの方へ、まっすぐと向かってくる。

　蒼あおざめた顔でベリスたちに手を振ったのは、浅黒い肌の、貴公子然とした顔立ちの青年騎士だった。アラブ人の族長シヤイフアレタスである。馬を止め、流れるような動作で下馬すると、彼はベリスに自分が載ってきた馬を指し示した。これに乗れ、ということだろう。

「ベリス将軍！　至急、城塞にお戻り下さい！」

「何かあったのか？」

　怪け訝げんな顔をするベリスに、アレタスは報告した。

「敵襲です！　ペルシャ軍が、再び攻めてきました！」

「何だと!?」

　よりによって、こんな時に。ベリスは舌打ちした。まさか、プロックスがダラスを去ったのを確認した上で攻めてきたわけではないだろうが……。

「だがニシビスに送り込んだ間かん者じやからは、敵軍に動きがあるという報告は、何もなかったはずだぞ？　どうしてこんなことになっている」

「ペルシャ軍は、ニシビスから攻めてきたのではありません」

　アレタスは、大きく首を横に振った。

「敵の目標も、ダラスではありません。西方の、ユーフラテス河沿いの街道から、ペルシャ軍はシリア方面へと侵入してきたのです！」
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　緊急に、ベリスは幕僚たちを城塞の一室に招集した。城塞の中央に位置し、床にはアレクサンドロス大王がインドの象兵部隊と戦うモザイク画が描かれている。吹き抜けの窓からは涼しい風が流れ込んでくる。

「困ったことになったな」

　ベリスはぼやいた。敵がダラス城塞に攻めてくる限り、いくらでも撃退できるという自信はある。だが、ダラスを大きく迂う回かいして、ユーフラテス河上流域に侵攻してくるとは、まったくの予想外だった。先々帝アナスタシオスの時代から、ペルシャ軍は何度もローマ領への侵攻を企くわだてているが、このような作戦に打って出たことは皆かい無むだったのだ。

　ユーフラテス河上流域からは、シリアの諸都市が目と鼻の先である。シリアを守るべき国境リミ守備隊タネイは、フェニドウクスキア・・フオエレバノニケス・ン辺境リバネ将軍ンシスブーゼスに統率され、ダラス城塞でベリスの指揮下に入っている。つまりシリア方面には、敵を防ぐための部隊がいないのだ。

「嫌な手を打ってくるものだ」

　しかも、頼みの綱のプロックスは不在である。ベリスとしては、難しい判断を迫られることになった。

　ベリスが幕僚たちに状況を一通り説明すると、アントニーナが口を開いた。

「どうするの？　シリアを見捨てる？」

「そんなわけにはいかんだろう」

　一般に「シリア」と総称される広大な地域には、第一シリア、第二シリア、エウフラテシア、オスロエネ、フェフオエニキニキアア・レ・リババノンネンシス、沿岸フオエのフェニキア・ニキアパラリスという六つの属州が含まれる。今のローマ帝国にとって、重要な地域である。土地が豊かで、人口も多く、文化の水準も高い。失うわけにはいかなかった。

「それでこそ、ベリス将軍です」

　マルティヌスが誇らしげに頷うなずいた。

「プロックスの奴がいないから、だから何だっていうんですか。ベリス将軍は、絶対に負けませんよ」

　気まずい空気が漂った。プロックスの不在を、誰もあえて口に出さずにいたのだ。マルティヌスがついプロックスの名前を出してしまったのは、それだけ彼が『黒い筆の軍師』のことを強烈に意識しているという証しよう左さである。自分でもそれに気付いたのだろう、マルティヌスは赤面して沈黙した。

「斥せつ候こうによると、敵の数はおよそ一万五千。前回ダラスに攻め込んできた軍勢の半分以下ですが、全軍が騎兵とのことです。油断はなりません」

　族長シヤイフアレタスの報告に、ベリスは渋い顔をした。前回はこちらが戦場を選ぶことができたので、数で劣っていても勝つことができた。だが今回は、主導権を敵に握られている。

「ペルシャの騎兵は精強。厄やつ介かいだな。こちらも、前回ほどの数を連れては行けぬ。ダラスの守りもあるし、全軍を動員するとなると時間がかかりすぎる。それでも、どうにか二万は連れて行きたい。敵は我が軍の意表を突くことに成功した。我が軍が盛り返すためには、まず数で圧倒しなければ」

「ほう、数をそろえるのか」

　ブーゼスが感心したように唸うなった。ベリスは言葉を続ける。

「勝利の秘ひ訣けつは、こちらの利点を相手に押し付けることだ。逆に、相手の利点には、最後まで相手をしないことが肝要だ。だから、他の点で多少無理をしてでも、こちらが相手に勝る利点をつくるべきだ。そして、『今回はこの利点を押し付けて勝つ』という明確な戦略方針を立てる。他で全部負けていても、これだけは負けない、という利点を活かすことができれば、勝利は自おのずと手た繰ぐり寄せられる。古今、名将たちが一見して不利な情勢においても勝利を得ているのは、そのことを肌で知っているからだ」

　一気に説明し、ベリスは諸将を眺め回した。アントニーナの顔が、ぱっと明るくなった。

「凄いわ、ベリス。何だか歴戦の宿将って感じじゃない」

「あ、いや、今のは、実は全部プロックスの受け売りなのだ」

「あ……」

　またも、軍議の席が気まずい雰囲気に包まれる。ベリスは銀の水差しを手に取り、喉のどを潤した。渇きを癒すというより、間を持たせるためだった。

「で、どの部隊を連れて行きますかい？」

　ヘルリ族の大男ファラスが問いかけた。ベリスは、疾風のブーゼスに視線を移した。

「ブーゼス。おぬしはダラスに残って、守りを固めてくれぬか？」

「はあ!?　オレが!?　冗談だろ!?」

　思いがけないことを言われたとばかりに、ブーゼスは怒気をあらわにする。

「オレはペルシャ人どもに兄貴の復ふく讐しゆうをするために生きてるんだ。あのペーローズとかいう女を戦場でぶっ倒して、生きたまま内臓をえぐってやるつもりなんだ。おとなしく留守番なんて、やってられっかよ」

　ベリスは眉み間けんにしわを寄せた。むしろ、だからこそブーゼスには城塞に残ってほしかったのだ。彼はペーローズの正体を知らない。シアがベリスの下を離れてしまったとはいえ、いやだからこそ、彼にシアの姉を殺させるわけにはいかないのだ。そんなことをすれば、もはや二度と、シアが彼らの下に戻ってくることはないだろう。おそらくはプロックスも。

「これは東方マギス方テル・面ミリト軍ウム・司ペル・令オリエ官ンテムとしての、おぬしの上官としての命令だ」

「バカ言え。オレはフェニドウクスキア・・フオエレバノニケス・ン辺境リバネ将軍ンシスだぞ？　シリアの諸都市を守るのが、オレの本来の任務だ。そのオレが行かないなんて、おかしいだろうが」

「そ、それはそうだが、おぬしが一番信頼できるからこそ、ダラス城塞を託すのであって、あ、いや、他の者が信頼できないと言っているわけではないが……」

　ベリスはしどろもどろになった。ブーゼスの言い分の方が、筋が通っている。

「……分かった。ブーゼスは重装ホプリ歩兵隊ータイを指揮してくれ。代わりに、ファラスとキュリロスの両将軍に、ダラスに残って守りを固めてもらう。族長シヤイフどの、おぬしの部隊はすぐにでも出撃できるな？」

「敵襲の報告と同時に、直ちに待機させてあります。問題ありません」

「では、フン族部隊とともに、騎兵部隊の要とする。マルティヌスは弓トク兵ソタ隊イ、アントニーナは軽歩ペルタ兵隊スタイを頼むぞ」

「了解です」

「分かったわ」

「では直ちに出陣だ。軍旗を掲げよ！　我らには神のご加護がある！　勝利は疑いないぞ！」

　自らの不安を搔かき消すように、ベリスは高らかに宣言した。







　ベリス率いるローマ軍は、シリアへと急行した。八日後にはカルキスという名の小都市に到着する。カルキスには大軍を収容する能力はないので、郊外に野営地をつくって一晩を過ごした。翌朝、敵軍の動きを探らせていた斥候が戻って来たので、報告を聞く。

「ペルシャ軍は、カリニコンの街の手前で野営をしている様子です」

　息を切らせながら、斥候は状況を伝える。ユーフラテス河沿いの地域の、ローマとペルシャの国境付近は、都市らしい都市がほとんどなく、ペルシャ軍は無人の荒野を進軍してきたといってよい。カリニコンの街が、彼らにとって最初の攻略対象となる。

「よかった。間に合ったってことですね。僕たちがこれほど早く駆けつけるとは、敵も思っていなかったのでしょう」

　マルティヌスが、安あん堵どのため息を漏らす。

「で、敵の大将は誰なんだ？　ホスローじゃないよな？」

　ブーゼスが尋ねると、答えようとした斥候は急にむせ返った。走りづめで、息が整っていない。族長シヤイフアレタスが水を与え、背中を叩いて落ち着かせた。

「アザレテスという人物の模様です。ホスローの姿は、私も見ていません。それから──」

　再び水を飲んで深呼吸をしてから、斥候は言った。

「敵の陣営に、結わえた長い黒髪の女の姿を見ました。金と真珠の頭飾りヴイツタを着けていて、とても目を引く女です」

「よっしゃ！」

　ブーゼスは舌なめずりをした。

「あの女、わざわざオレに殺されにやってきたか。数は我が軍が優勢だし、地の利もこちらにある。すぐにカリニコンに駆けつけて一戦交えようぜ」

　誰にも異論はなかった。すぐに野営地を引き払い、ローマ軍はカリニコンの街へと向かった。

　ペルシャ軍は、まさにカリニコンの街を包囲しようとしているところだった。だが、ローマ軍の姿を見て、慌てて部隊の展開を止め、攻城兵器を放棄して撤収の準備を開始した。

　ローマの大軍が急行してくるとは、予想していなかったらしい。明らかに戸惑った様子で、ユーフラテス河沿いの道を引き返してゆく。

「敵はオレたちの姿を見て、逃げていくぞ。臆おく病びようなペルシャ人どもめ、全軍を騎兵で構成しているのは、ローマ軍と出くわしたときに尻しつ尾ぽを巻いて逃げるためか」

「追いかけましょう、ベリス将軍」

　ブーゼスとマルティヌスが、興奮した様子でベリスを促した。

　だが、ベリスは敵の動きに違和感を覚えた。こうもあっさりと撤退を決断するのは、不自然ではないだろうか。ローマ軍が到着する前にカリニコンを落としたかったのだとしても、こちらの動きをまったく予想していなかったかのような行動は、わざとらしくはないだろうか。

　様々な要素を結び合わせて、ベリスは結論を下した。

「いや、ここは追撃せずに様子を見るべきだ」

「おい、おい、ベリス」

　ブーゼスがせせら笑った。

「今さら何言ってんだ。ここまで来て、戦わないなんて選択肢があるか」

「戦わないとは言っていない。今は戦うときではないと言っているだけだ」

「同じことだろ？　今戦わないと、敵は逃げるぜ？」

「我々の戦略目標は、何だった？　敵軍を帝国の領内から追い払うことだ。敵が勝手に逃げるというのなら、それでよいではないか。逃げる敵に勝ったところで、何が得られるというのだ？　『逃げる敵に勝った』という評価だけではないか。そんなものは私は欲しくはない」

　ベリスは根気強く味方を説得した。

「一方、これが罠わなだとしたら、どうだ？　我々が敗れれば、このユーフラテス河上流域、さらにはシリアやレバノンは、守り手もいなくなり、丸裸になってしまう。皇帝陛下に、どう申し開きをするつもりだ？」

「ペルシャ相手に劣勢をものともせずに戦ったはずのベリス司令官閣下は、皇帝陛下が恐いらしいな」

　ブーゼスが鋭い目つきで挑発した。

「ベリスよ。オレたちには、神の加護がある。負けるはずがないだろう」

「神が我らを守護して下さるのは、その必要があるときだけだ。自ら進んで危険に飛び込むような愚か者に、神のご加護があるものか」

　ブーゼスが交戦を主張しているのは私情によるものであることを、ベリスは見抜いていた。彼は兄の復讐という執念に囚とらわれており、それゆえにそれを果たす機会を逃すことを苦々しく思っているのだ。

「敵の退却が罠だという、根拠は何かあるんですか？」

　強い口調で、マルティヌスが問いただした。

「敵が兵を引くたびにいちいち全部偽装退却を疑っていたら、追撃戦なんてものは、発生しませんよ。ベリス将軍は、プロックスがいないから不安になっているだけです。この先もずっと、そうやっていらぬ心配をしながら戦っていくんですか？」

　ブーゼスだけの意見だったなら、ベリスは容よう赦しやなく却きやつ下かしただろう。だがマルティヌスも強く追撃を主張しているという事実に、ベリスの心は揺れ動いた。金褐色の髪の少年を作戦を決める謀議に招いたのは、ベリス自身だった。その意見を尊重しないのは、ちぐはぐな行動と言われても仕方がなかった。

「……分かった。おぬしらがどうしてもというなら、追撃を許可する」

　しぶしぶ、彼はそう答えた。

「ただし、戦場では私の指示に従ってくれ。勝手な行動は許さぬからな」




　　　２




　ローマの大軍がすぐそこまで迫っているというのに、ペルシャ軍の総そう帥すいであるアザレテスは落ち着き払っていた。

「うまく、かかったようですね」

　ほくそ笑むアザレテスの面おも長ながの顔を、ペーローズは冷ややかな目で見つめていた。

　ダラスで両翼部隊を指揮したピテュアクセやバレスマナと違い、アザレテスはそれほどペーローズを嫌っていない。だがペーローズの方は、必ずしも彼に好意的にはなれなかった。

　ダラスで敗北したペーローズやピテュアクセに代わり、ペルシャ軍の指揮権を託されたのがこのアザレテスだった。ダラスではペーローズの命令で攻城兵器の準備に取り掛かっていた彼だが、野戦でペルシャ軍が敗退したためにその出番はなかった。それゆえに、かえって敗北の責任を取らされずに済んだのだ。アザレテスに言わせれば、「幸運の女神アシのご加護があった」ということになる。

　新たに総司令官となったアザレテスは、敗戦により謹慎中のペーローズを、副将に指名した。ペーローズとしては、貸しをつくられた形となる。どういう意図で彼がそんなことをしたのか、彼女としては測りかねている。

「私を、多少は評価してくれていると思ってよいのか？」

「いいえ。あなたは、凡将です。少なくとも、今のところは」

「何だと……？」

「ですが、ホスロー様はあなたを買っておられる。私はホスロー様の崇拝者なのですよ。あの方は素晴らしい。きっと歴史に名を残すような英主になりますよ」

　舌なめずりをするような顔つきで、アザレテスは主君を褒ほめ称たたえた。

「あの方が買っておられるあなたには、私の知らない何かがあるということなのでしょう」

　意地悪な目つきで、彼はペーローズに指摘した。

「例えばその、みすぼらしい鈍にび色いろの腕輪に関することとかね」

「……！」

「お美しいあなたに、そんな粗末な装身具コスモスは似合いませんよ。不思議ですねえ、長い黒髪によく映える品のある金と真珠の頭飾りヴイツタを着けているあなたが、一方で奴隷女のようなお粗末な腕輪を、常に身に着けている。きっと、よほど大切なものなんでしょうねえ」

「こ、これは……」

「死んだご友人との思い出の品ですか？　それとも……」

「黙れ！」

　ペーローズは、抜剣した。切っ先を、アザレテスの喉に突きつけた。

「それ以上詮せん索さくすると、貴様の首を刎はねるぞ」

「おお、恐い。やめておきましょう。あなたと剣を交えて勝てるとは思えませんからね」

　アザレテスは言い、銀の器から神酒ハオマを飲み下した。特殊な植物の葉と茎をすり潰つぶしてできた汁をミルクと混ぜたもので、ゾロアスター教の信徒たちに特別な力を授けてくれるとされている。

「あなたもどうですか？　活力が湧わいてきますよ」

「いらぬ」

「おや？　敬けい虔けんなゾロアスター教徒なら誰でもありがたがる霊薬を、あなたは欲しないと？」

「そんなものは気休めだ。こんなものを飲んだからといって、本当に戦士としての力が増幅されるわけではなかろう。貴様も、心から信じておるわけではなかろうに」

「いえいえ、私は信じておりますよ。……本当ですよ？」

　細い目をさらに細めて、アザレテスは地平の向こうを見晴るかした。

「さあ、敵が来ましたよ。皆さん、隊列をしっかり整えるのです！　そして祈りを捧げましょう！　最も神マンユ・聖なるスプント心霊ートマたる光明神アフラ・マズダのご加護がありますように！」







　雑然と退却を続けていたかに見えたペルシャ軍は、アザレテスの号令の下、瞬またたく間に馬首を翻ひるがえした。わずかな時間で左右に部隊を展開させて、ローマ軍と向かい合う。騎兵にとっては都合のいい開けた平野である。

「やはり、退却は偽いつわりか。自分たちに有利な地形に、我々をおびき寄せたのか」

「関係ねえ。蹴散らしてやる」

　険けわしい顔をするベリスの隣で、ブーゼスは鼻息を荒くした。頰ほおは紅潮し、悪童のような瞳は精彩に満ちている。

「かかれ！　ペルシャ兵の首を、ことごとく刈り取ってやれ！」

　荒ぶる波は濤とうが岩盤を激しく打ちつけるように、部隊と部隊がぶつかり合う。馬の嘶いななきが轟とどろいて、ペルシャの騎兵部隊が颯さつ爽そうと槍やりを振るう。負けじと雄お叫たけびを張り上げるローマの重装ホプリ歩兵隊ータイが、粘り強く敵の勢いを押し返す。血と汗の匂い。盾たてが槍を弾はじく音。胸を貫かれた兵士の断末魔。人類の歴史上、無限に繰り返されてきた凄せい惨さんな戦いの一場面が、ここにまた再現されて、若い生命いのちが風ふう塵じんのように虚むなしく散ってゆく。

　そのど真ん中で、ブーゼスは泥にまみれて剣を振るっていた。突き、斬り、振り回し、薙なぎ払う。復ふく讐しゆうに燃えるブーゼスの、獅し子しのごとき気迫に、ペルシャ兵たちは怯ひるみ、立ちすくんだ。

「出て来い、ペーローズ！　お前のそのお綺き麗れいな顔に、オレが死に化粧を施してやる！」

　雷のような大声で、ブーゼスは敵将を挑発する。

「ペーローズ！　お前が出てこないのなら、オレがペルシャ兵どもを根こそぎ皆殺しにして、嫌でもお前を引きずり出してやるぞ！」

　張り切っているのはブーゼスだけではなかった。馬の嘶きにも似た勇ましい声が、戦場に響き渡った。

「おらおら！　攻めろ攻めろ！　雑ぞう兵ひようどもはすっこんでろ、名のある将は名乗り出ろ！　俺様が相手をしてやらあ」

　フン族の武将アスカンである。ダラスの戦いでは、同じフン族のスニカスが隻せき眼がんの猛将バレスマナを討ち取る大功を立てた。今度は自分が手柄を立てる番だと、気合いをみなぎらせている。長身を生かして馬上で縦横に槍を振るい、ペルシャ兵を次々と薙ぎ倒す。

　アスカンの間かん断だんなき猛攻に、ペルシャ軍はなす術すべもない。隊列は乱れ、士気は陰り、次第に逃走へと移っていく。

「わはは！　敵が逃げていくぞ！」

　だが、アスカンの勢いは長くは続かなかった。フン族騎兵部隊の先頭に立つアスカンが、逃げる敵騎兵部隊を追撃し、手ヴエル槍トウムを投げかけようとしたとき、振り向きざまに、ペルシャの騎兵が馬上から一斉に矢を放った。

「なっ……」

　不意にアスカンは思い出した。ペルシャの騎兵が、恐るべき能力を備えていることを。

　馬上で後ろ向きに矢を射る技術──パルティア式射撃術である。

　フン族の騎兵たちが、ばたばたと倒れていく。アスカン自身にも、矢が雨のように降り注ぐ。腕に、肩に、胸に、何本もの矢を受けて、それでも気力を振り絞って、彼はまだ戦おうとした。だが彼自身にまだ戦う意志があったとしても、彼の馬の方はそうではなかった。顔と喉のどに矢を受けたアスカンの馬は、弱い嘶きを発して倒れた。アスカンの身体からだが、宙に投げ出される。

　やがてベリスの下にもたらされたのは、

「アスカン将軍、戦死！」

　という、凶報であった。ベリスは十字を切って、部下の死を悼んだ。タンヌリス砂漠での烈火のクーツェスに続いて、ローマ軍は若き勇将を失ったのである。

　それが転機となった。勢いに乗ったペルシャ軍が、攻勢に転じ始めた。砂さ塵じんを巻き上げ、大地を震わせて、ペルシャの騎兵部隊がベリスの本隊めがけて疾駆する。

「敵軍、来るぞ！」

　ベリスは、歩兵部隊に後退を指示しつつ、弓トク兵ソタ隊イを率いるマルティヌスに旗で合図を送った。敵が接近してきたところを、一斉射撃で蜂はちの巣にしてやろうと目もく論ろんだのである。

「今だ、撃て！」

　マルティヌスが号令をかけた。兵士たちが、弓を満月のように引き絞る。弓弦ゆづるの音が、高らかに響き渡った。だが──。

「いかん、早すぎる！」

　ベリスが叫んだが、どうしようもなかった。

　明らかに、距離がありすぎた。矢の勢いは、敵に届く頃には弱くなっていた。ペルシャの騎兵たちは剣を振るって容易たやすく矢を薙ぎ払い、奇声を上げながら突撃を開始した。

　不死ザイエ部隊ダーンと並ぶペルシャの精鋭部隊である決死ペシユ部隊メルガであった。

　ローマの弓トク兵ソタ隊イが後退し、代わって重装ホプリ歩兵隊ータイが再び前に出る。決死ペシユ部隊メルガの猛攻を食い止めるべく、彼らは盾を並べて壁をつくる。だが、それで怖おじ気けづく決死ペシユ部隊メルガではない。

　ペルシャ軍の馬が、一斉に跳躍した。

　盾の壁を跳び越えて、一気にベリスの本隊の真っただ中に躍り出る。混戦となった。決死ペシユ部隊メルガは、死を恐れない。むしろ味方のために死ぬことを名誉とみなしている。防御を考慮せず、がむしゃらに突き進むペルシャ兵に、ローマ軍は浮足立った。

「落ち着け！　所しよ詮せんは蛮勇だ。勇あって知なきペルシャ軍に後れをとるな！　冷静に対処すれば勝てるぞ！」

　ベリスの叱しつ咤たの声も、虚しい。ペルシャ軍の勢いを勇あって知なきものと評するなら、それに翻ほん弄ろうされるローマ軍は、勇も知もないただの烏う合ごうの衆であった。

　ベリスは自ら長槍コントスを振るった。ただ一撃で敵の騎士を馬上から突き落とし、続いて迫りくる敵には二度、三度と鋭い突きを浴びせて、ついにはその喉を打ち砕いた。直後、三人目の敵の眩まばゆいばかりの一いつ閃せんが、ベリスの槍の穂先を切り落とした。

　ひやりとしながらも、ベリスは長剣スパタを鞘さやから引き抜いてペルシャの騎士と渡り合った。今度の敵は難敵だった。いくらフェイントを浴びせても、何ら隙すきを見せない。こちらがわざと隙を見せても、うかうかと乗ってこない。互いに手詰まりになった形となって、どちらからともなく剣を引き、相手の様子を窺うかがった。

　感心したように、ペルシャ軍の騎士は唸うなり声を上げた。

「貴公、相当な使い手だな。ホスロー様がおっしゃっていた青き鎧よろいの騎士とは、さては貴公のことか」

　ペルシャ騎士が話すギリシャ語には、訛なまりがまったくなかった。ラテン語を母語とするベリスやユスティンよりも綺麗なギリシャ語であるかもしれなかった。

「おぬし、ローマ人か？」

「俺はギリシャ人だ。アテネで哲学を学んでいた」

　意外な返答に、ベリスは目を丸くする。

「哲学者が、なぜ戦場に？」

「ユスティンの奴がアテネの学アカデ園メイアを閉鎖しやがったものでね。初代学頭のプラトン先生以来、一千年の歴史を誇る伝統ある学園だが、奴に言わせれば、キリスト教以前の異教の哲学など悪魔の教えなのだそうだ。学頭のダマスキオス先生はじめ、俺たち哲学の徒は帝国から追放されてしまってね。俺は仕方なく、ペルシャ軍の傭よう兵へいをやっている」

　ユスティンの急進的な政策が、意外な形でペルシャ戦線に影響を及ぼした模様である。

「ソクラテスの弟子クセノフォンも、ペルシャ軍の傭兵隊に参加している。その時の体験を描いたのが、高名な『アナバシス』だ。哲学者が傭兵をやっていても、別に驚くことじゃないさ」

　言いながら、男は鋭い斬撃を放つ。間一髪、ベリスの丸盾アスピスが、哲学者を自称する男の剣を弾き返した。

「ベリス、気を付けて！」

　高い女の声が響き渡った。アントニーナが、ベリスの危機を察して駆けつけてきたのだ。

「ふん、よかったな、女に助けられたようだぞ」

　嫌味を言って、ペルシャの騎士は引き下がる。すかさず、ベリスの周りをローマの騎士たちが固めた。総司令官が生命を狙われるようでは敗色は濃厚である。まずは守りを固めて、劣勢を挽ばん回かいせねばならなかった。

「マルティヌス！」

　ベリスは声を張り上げた。

「マルティヌス！　一斉射撃で援護せよ！」

　だが、返事はなかった。振り向くと、マルティヌスの弓トク兵ソタ隊イは戦場のかなり後ろまで下がっていた。接近戦には無防備な弓兵が乱戦に巻き込まれてはたまらぬという判断だろうが、それにしても後退しすぎである。味方との連携が取れない。

　ローマ軍には、族長シヤイフアレタス率いるアラブのガッサーン族の騎兵部隊がある。一方、ペルシャ軍にも、アラブ人からなる部隊があった。族長シヤイフアル・ムンディル率いるヒーラ族の部隊である。この時代、アラブ人はいくつもの部族に分かれており、それぞれがローマやペルシャに肩入れして、傭兵のように振る舞っていた。敵味方に分かれることも、日常茶さ飯はん事じである。ローマが勝てばローマに味方していた部族が、ペルシャが勝てばペルシャに味方していた部族が、アラブ社会の中で主導権を握るのだ。

　今回の戦いでは、アレタスらガッサーン族はローマ軍の右翼を担当し、アル・ムンディルらヒーラ族はペルシャ軍の左翼を受け持っていた。つまり、二つのアラブ人部族は、正面から激突したのである。

「雷の神クザイよ、その雷光の矢をもって敵を撃ち滅ぼしたまえ！」

「太陽の女神シャムスよ、我らに輝かしい加護を！」

「死をもたらす運命の女神マナートよ、敵軍をことごとく死に至らしめよ！」

　同じアラブの神々を信じる者同士が、同じ神々に祈りを捧げながら、刃やいばを交えている。神々もどちらを守護するべきか、さぞ苦悩したことだろう。

　だが、神々が両陣営のいずれを贔ひい屓きにしたとしても、勝敗は明らかだった。

　次第に、アレタス隊は劣勢に追いやられた。アスカンの死によって味方のフン族部隊が潰かい走そうし、ベリスの本隊は決死ペシユ部隊メルガの裂れつ帛ぱくの攻めに苦戦している。その分だけ、アレタス隊にかかる負担が大きくなりすぎていたのだ。

　度重なる猛攻を受け、ついにアレタス隊は敗走した。アレタスは自身が負傷してもなお最前線で奮戦したが、血気の勇も報われなかった。神々を呪いながら、彼は戦線を離脱した。

「終わったか」

　アントニーナだけに聞こえる声で、ベリスは呟つぶやいた。総司令官たる者が、まだ戦っている味方の前で負けを口にすることは許されない。だが同時に、取り返しのつかぬことになる前に敗北を自覚し、少しでもましな負け方をするために対策を打つ必要が、彼にはあるのだった。

「アントニーナ。味方の指揮官たちに、伝令を送ってくれ。傷口が浅いうちに、兵を引けと。私の指示する通りに動けば、致命的な事態は避けられる。だから──」

「ベリス、あれを見て」

　アントニーナが、ベリスの声を遮った。朱色の髪の女戦士が指差す方向へ、ベリスは顔を向けた。

　結わえた長い黒髪の、凛り々りしい白亜の美び貌ぼうがそこにあった。巧みに白馬を操り、流れるような動きでローマの猛も者さたちを次々と蹴散らしているのは、女将軍ペーローズであった。決死ペシユ部隊メルガを率いているのは、彼女だったのだ。

　槍やりや剣の技の冴さえで彼女に対抗できるローマの戦士は、ほとんどいない。彼女はダラスの戦いではローマ軍に敗北したが、その前のタンヌリス砂漠の戦いでは逆にローマ軍を圧倒している。用兵の手並みもかなりのものだろう。

　彼女が前線に出ているとなれば、撤退戦も容易ではない。ベリスの頰ほおを、嫌な汗が伝った。

　悪いことは、さらに重なった。美しい黒髪を金と真珠の頭飾りヴイツタで飾り立てた彼女の姿は、戦場ではとても目立つ。その姿に気付いたのは、アントニーナだけではなかったのだ。

「まずい。ブーゼスがペーローズ──コミトの下へ向かったぞ」

　ブーゼスは敵将ペーローズの正体を知らない。兄を殺した憎むべき仇きゆう敵てきとしか思っていない。容よう赦しやなく、その首を取るだろう。ブーゼスが勝っても負けても、どちらに転んでもベリスにとって好ましい展開には至らない。

　慌てて制止しようとするベリスだが、一度目標を定めると、ブーゼスの動きは速い。

「ペーローズ！」

　馬を走らせて敵将の下へ向かいながら、ブーゼスは大声で相手に呼びかけた。

「オレを覚えているか？」

　ペーローズは、少しだけ眉まゆを動かした。

「誰かと思えば、私に討ち取られたクーツェスとやらの弟か」

「疾風のブーゼスだ。今日こそは兄貴の仇かたきを討たせてもらうぞ」

　剣を構え、ブーゼスはペーローズの前に立ち塞ふさがる。ダラスの戦いでは、彼はペーローズと直接剣を交えることができなかった。ようやく雪せつ辱じよくの機会が訪れたのである。

「神の名にかけて、これは神聖な一騎討ちだ。誰にも邪魔はさせん」

「よかろう、来い」

　勝者の余裕で、ペーローズはブーゼスを挑発した。暴ぼう怒どの念に駆られて、ブーゼスは長剣スパタを振り上げる。

　ブーゼスの攻めは凄すさまじかった。疾風のようであり、烈火のようであった。持って生まれた才能と、とてつもない鍛たん錬れんが、その動きを可能にした。彼だけができる動きだった。逆上を気力に変え、だが憤ふん怒ぬを理性で抑制し、攻防一体、がむしゃらな勢いと冷徹な読みで、彼はペーローズに反撃の機会を与えず、目を見張るような会心の波状攻撃を放ち続けた。並の相手であれば、なす術すべもなくやられただろう。だが、それらすべてを、ペーローズはかわし、受け流し、弾はじき返した。

　ブーゼスは息を切らせ、その動きは次第に鈍っていった。それを自覚した彼は、少しでも早く敵将を討ち取ろうと焦り、動きに無駄が多くなる。気付けば、攻守が入れ替わっている。ついには落馬して、大地に崩れ落ちた。全身が泥まみれになっている。

「こんな……こんなはずじゃあ……」

　美しい顔に悪魔のような笑みを浮かべて、黒髪の女将軍はブーゼスを侮辱した。

「どうした、早く逃げないのか、疾風のブーゼスとやら。風のように素早く逃げることから、その名がついたのではないのか？」

「くそっ……」

　かろうじて立ち上がったブーゼスだが、その動きは重い。一方、ペーローズの動作には、まだまだ余裕がある。その剣の振りも、手た綱づなさばきも、舞うように軽やかである。

　すっかり蒼あおざめた顔で、ブーゼスは嘆きの声を天に向かって張り上げた。

「どうして……何でだ!?　兄貴もオレも、兄弟そろって、女に勝てないっていうのか!?　トラキアにその人ありと言われた、オレと兄貴が！」

　ブーゼスは泣いていた。誰よりも男らしく生きることにこだわっていたはずの男が、人目もはばからずに涙を流し、絶望の言葉を天へと叩たたきつけた。

「神よ……教えてくれ！　オレには、何が足りないんだ!?　どうしたら、オレはこの女に勝てるんだ!?」

　涙で顔をくしゃくしゃにして、ブーゼスは叫んでいた。

「オレは兄貴とともに、誰よりも厳しい鍛錬を重ねてきた。誰もがオレのことを、お前は筋がいい、お前には才能がある、お前は神に愛されていると褒めてくれた。それなのに、なぜ勝てない!?　教えてくれ、神よ！」

　ペーローズの唇の端が、吊つり上がった。面白くて仕方がないと言わんばかりに憐れん憫びんの笑みを浮かべ、彼女はブーゼスに語りかけた。

「ふふ……教えてやろう。なぜ貴様が私に勝てないのかを」

「ああ？」

「その、神、という奴だ。貴様は神などという空虚なものを、愚かしくも信じている。自分には神の加護があると信じて、己おのれの実力ではなく、信仰心によって私に勝とうなどと誤って考えている。私は神など信じない。いや、神などには頼らない。神が私に、一体何をしてくれたというのだ？」

　金緑石の瞳に少しだけ寂せき寞ばくの念を漂わせて、だが決然としてペーローズは言い放った。

「私は私自身の力によって、貴様に勝つ。貴様だけではなく、私はあらゆるものに、私だけの力で挑み続ける。誰に対しても、何に対しても、私は躊ちゆう躇ちよはしない。たとえ相手が神であろうとも、たとえ他人から悪と呼ばれようともだ」

　ゾロアスター教の教えでは、死者の魂は契約と裁判の神ミスラの審判を受ける。ミスラは「正義の天てん秤びん」を手にしており、その一方には故人が生前に行った「善」を、もう一方には「悪」を載せる。「善」の方が重ければ死者は楽土へと至ることができ、「悪」の方が重ければ地獄へと突き落される。

「私は死後には地獄へと落とされるのであろうな。ゾロアスター教の教えが正しいのであれば、の話だが」

　ブーゼスは絶句した。目の前の女の不ふ遜そんな物言いに、ただただ圧倒されていた。

「だが、それでも構わない。ミフラーン家の勇者ペーローズの名を、諸国に轟とどろかせることができたなら」

　ペーローズが、馬上から再び剣を振るった。もはやブーゼスには、その鋭い一撃を受け止めるだけの気力は残っていなかった。左腕に、激痛が走った。ペーローズの斬撃が、彼の上腕をかすめたのだ。鮮血が勢いよく飛び散るのを、彼は他ひ人と事ごとのようにただ呆ぼう然ぜんと眺めていた。

「私の栄誉の踏み台となるために、ここで死ね、ローマの勇将よ！」

　続く一撃は、ブーゼスの喉のどに向けて、まっすぐに突き出された。ブーゼスはとっさに、目を瞑つぶった。冴さえ冴ざえとしたその必殺の一撃は、彼を死へと誘いざなうものになるはずだった。

　だが、そうはならなかった。

　予想された攻撃が来なかったことを不審に思い、ブーゼスは目を開く。

　左からは、ベリスの長剣スパタが。右からは、アントニーナの曲刀コピスが。驚くべき速さで繰り出された二振りの剣が、左右からペーローズの攻撃を受け止めていた。

「……！」

　無言のまま、ベリスとアントニーナは一歩前に出た。ブーゼスをかばうように。

「神聖なる一騎討ちではなかったのかな？」

　眉み間けんにしわを寄せて、ペーローズは吐き捨てた。

「無ぶ様ざまだな。貴様らの神の名を穢けがす行いだ。自らが信じる神を、お前たちは辱はずかしめたのだ」

「だとしても、私は仲間を見捨てられない」

　静かに、だがきっぱりと、ベリスは言い放った。

「この会戦はおぬしらの勝ちだ、ペルシャ人よ。だが、この者の生命いのちをも奪うことは、私が許さん。お引き取り願おうか」

「さすがのあなたでも、三対一じゃ、勝てないでしょ、ペーローズさん？　それとも試してみる？」

　アントニーナが赤しやく銅どう色いろの瞳をさらに赤く輝かせた。

「……その非礼の報いを、いつか受けさせてやるぞ」

　ペーローズは、馬首を翻ひるがえした。もはやペルシャ軍の勝利は揺るがない。アントニーナの挑発に乗って危険を冒す必要はないと判断したようだった。

　まだ呆然としているブーゼスを引っ張り、ベリスは彼を強引に馬に乗せた。自身もアントニーナとともに馬上の人となり、味方に撤退の合図を下す。これ以上、時を無駄にすると、被害はさらに増えるだろう。これが限界だった。

「なぜオレを助けた、ベリス！」

　我に返ると、ブーゼスはベリスに怒りを爆発させた。

「どうしてオレを死なせてくれなかった！　こんな屈辱を受けて、オレにおめおめと生きろというのか！」

「聞き分けのないことを申すな。こんなところでおぬしに死なれては困るのだ。まさか、それが分からぬおぬしではあるまいな？」

　むろん、ブーゼスには分かっているはずだった。彼はローマ帝国の軍人であり、私情よりも帝国の国益を優先的に考える義務がある。勝手に死ぬことすら、彼には許されないのだ。

「退却だ。みっともなくてもいい。敵に笑われてもいい。今は生きて帰るぞ！」

　鋭い目つきでブーゼスを睨にらみ付けると、ベリスは馬に鞭むちを入れた。




　その日、ユーフラテス河はローマ兵の血で紅あかく染まった。
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　ローマ軍は、カルキスの街まで逃げ帰った。カリニコンは、ペルシャ軍によって改めて包囲されている。ベリスたちは、戦場に倒れた仲間たちだけでなく、味方の都市をも見捨てた形になる。

　再びカルキスの郊外に野営地が築かれ、簡素な木組みの小屋が、即席の本営として建てられた。ペルシャ軍を一戦で打ち破ることができなかったため、ここを常駐陣地として使うことになるかもしれない。

「ちくしょう！」

　ブーゼスは、拳こぶしを激しく地面に叩きつけた。彼は指揮官として野営地づくりの指揮をとらねばならないはずだが、とてもそんな心の余裕はなかった。砂と泥と血にまみれた姿のまま、だらしなく大地に突っ伏した。

「オレは、甘えていた」

　タンヌリス砂漠の戦いで兄クーツェスが戦死したとき、ブーゼスはベリスを全軍の指揮官に推挙した。そして彼に言ったのだ。自分は突っ走るのが持ち味だ、だからお前がオレの手綱を引いてくれ、と。

　それは甘えだったのではないだろうか。ブーゼスは、そう気付いた。無謀であることを、蛮勇にすぎないものを自分の美徳と思い込み、欠点を克服しようとする努力を怠おこたり、結果として兄が死んだときと同じ失敗を、繰り返してしまったのだ。

「ベリスはいつだって冷静で、オレよりもずっと深く考えて、ずっと遠くを見み据すえて、いつも正しい判断を下していたのに。オレはすぐ傍そばにいたベリスから、何も学ばなかった。オレが馬鹿をやらかしても、あいつが何とかしてくれると思って、いつもあいつに甘えていたんだ……」

　さらに言えば、敵を侮あなどっていた。兄の仇かたきであるペーローズを、舐なめていた。前回は不覚をとったとはいえ、所しよ詮せんは女だ。オレが本気になれば、女に負けるはずがない。そう信じて疑わなかった。

「女であるあいつが、オレや兄貴でもかなわないほどの剣や槍やりの腕を身につけていることの意味を、オレは考えるべきだったんだ。まぐれで兄貴を倒せるわけがない。才能だけで片付けられる問題でもない。きっとあいつは、女だからといって侮られないように、男にも絶対に負けないように、想像を絶するほどの、とんでもない努力をしたんだろうな……」

　ブーゼスにとって、ペーローズはただ憎いだけの相手だった。だが、それで終わってはいけなかったのだ。敵を知ることを、彼は怠っていたのだ。

「負けられねえ。オレは、もっともっと強くならないと。ベリスにも、あの女にも負けないよう、他人の何倍も努力して、みんなに認められる武将になってやる。もうオレはオレ一人の身体からだじゃない。兄貴の分も、オレは生きて武功を立てなきゃならないんだ。待っていろ、必ずオレは……」







　敗戦に強い衝撃を受けていたのは、ブーゼスだけではなかった。

　その夜、マルティヌスは、与えられた天幕の中で嗚お咽えつした。ろくに食事をとっていないので、吐き出すものは何もない。だが、絶えず嘔おう吐との衝動に苛さいなまれ、何度も何度も唾つばを吐き出した。すべて吐き出しても、まだ自分の身体の中におぞましく淀よどんだ何かが残っている気がして、口の中に指を突っ込んだほどだった。

「僕が時機を誤らなければ……僕があんな失敗をしなければ……」

　後悔してもしきれない。いつもベリスの傍にいて、用兵の技術を学んできたつもりだった。武芸の腕も、磨いてきたつもりだった。自分ならやれると信じていた。だが、それらはすべて、シリアの砂漠に浮かぶ陽炎かげろうのようなものだった。

　己の未熟さを自覚できず、自惚うぬぼれていた自分が恥ずかしい。自分がプロックスの代わりになれるとすら、マルティヌスは思っていたのだ。あいつに──『黒い筆の軍師』に見えていた光景が、自分には何も見えていなかったというのに。

「だらしがないわね」

　軽けい蔑べつの声が、彼の背に投げかけられた。マルティヌスは虚うつろな顔で振り返った。天幕の中に入ってきたのは、見たこともないほど険けわしい顔をしたアントニーナだった。その後ろには、負傷した腕を押さえるガッサーン族の族長シヤイフアレタスの姿もあった。

「何をしに来たんですか？」

　咎とがめるような声で、マルティヌスは言った。正直、今は一人になりたかった。

「今日の自分がどれだけ無様だったか、あんた、理解してる？」

「……アントニーナさんに言われるまでもなく、ちゃんと分かってますよ。僕が射撃の指示を出すのが早すぎたから、敵の突撃を防げなかったんです。怖おじ気けづいて部隊を下げすぎたから、反撃の機会を失ってしまったんです。僕が悪いんです。僕が、弱かったんです」

「そうよ。あんたが敵に負けたのは、あんたが敵よりも弱かったからよ」

「おい、何もそこまで……」

　たしなめるようなアレタスの言葉を、アントニーナは無視した。

「あんたの無能さのおかげで、死ななくてもいい味方が何百人か死んだ。あんたの見通しの甘さと、指揮の拙つたなさと、肝心な時の臆おく病びようさが、味方を敗北に導いたのよ」

　いつになく苛か烈れつなアントニーナの言葉に、マルティヌスはうなだれる。何も言い返せなかった。

「あんたがベリスの足を引っ張ったの」

「言いすぎだ、アントニーナ。マルティヌス一人のせいじゃない。俺やブーゼスもみっともない醜態を晒さらしてしまったし、アスカンの野郎が迂う闊かつな突撃をしなければ、ここまでひどいことにはならなかった」

　アレタスが、マルティヌスをかばった。それがかえって、マルティヌスにはつらかった。

「いえ、アントニーナさんの言う通りです」

　マルティヌスは、涙を拭いた。拭いても拭いてもまたすぐに大粒の涙がこぼれ落ちてきた。それをまた拭いて、彼は反省の言葉を口にした。

「ベリス将軍は追撃に反対なさっていたのに、僕が将軍をけしかけたんです。いつもなら、僕ごときが何と言おうと、将軍は自分のお考えを貫つらぬかれたはずです。でも、将軍は僕の意見を尊重して、追撃の許可を出して下さった。そんなベリス将軍の信頼を、僕は踏みにじってしまったんです」

　ベリスは決して、マルティヌスのせいで負けたとは言わないだろう。絶対に、失敗したマルティヌスに対して怒鳴ったり、強い口調で咎とがめたりはしないだろう。だが、マルティヌスには分かっていた。

「悔しい……僕は、悔しいです。悔しくてたまらない。強くなりたい。もっともっと、強くなりたい。そしてベリス将軍のお役に立ちたいです」

　それはマルティヌスの、心からの渇望だった。

「今日の僕は、まだ立ち直れそうにありません。でも明日からは──明日からは、また一から自分を鍛え直します」

　マルティヌスは、顔を上げた。

「アントニーナさん。僕に剣を教えてくれませんか？」

　アントニーナは、ふっと笑った。涙でくしゃくしゃにしたマルティヌスの顔を両手で包み込んで、彼女は赤銅色の瞳で金褐色の髪の少年を見据えた。

「今のあんた、今までで一番いい顔をしているわよ。いいわ。私が付き合ってあげるわ」







　ベリスは結局、夜明けまで起きていた。
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　敗北の反省をしていたわけではない。これから、どう戦うのかを考えていたわけでもない。ただ虚脱感に包まれたまま、お守りとしていつも持参している聖母マリアの聖像イコンを握り締め、夜空の星を眺め続けていたらいつの間にか夜が明けていたのだ。

　本営の外に座り込みじっとしている彼の下へ、赤毛の女戦士が無言で近づいてきた。やや疲れた様子なのは、一晩中、落ち込む味方を励まし、不安がる兵を元気づけて回っていたからだろう。本来は総司令官がやるべきその重責を、アントニーナが何も言わずに引き受けてくれたことは、今のベリスにはありがたかった。

「ブーゼスやマルティヌスは自分を責めているようだが、責任はすべて、総司令官である私にある。私がいけなかったのだ」

「ブーゼスもマルティヌスも、きっといい武将になるわ」

　うむ、と頷うなずいて、ベリスは立ち上がった。砂を払い、聖母の聖像イコンを革袋の中にしまい込む。

「二人にはつらい思いをさせてしまったな。おぬしや、族長シヤイフどのにも苦労をかけた。誰よりも、戦死したアスカンのことが悔やんでも悔やみきれない。私は何とも情けない司令官だ。結局、プロックスがいないと、私などこの程度なのだよ。ダラスで大勝して、自惚れておったのだ」

　不意に、アントニーナはベリスの背中に手を回した。つま先立ちになり、顔を近づける。一体何を、と口を開きかけた瞬間、ベリスの唇に柔らかいものが触れた。

「……！」

　アントニーナの紅あかい唇は、太陽のようにあたたかかった。甘美な優しさがあふれていた。絶望と無気力にまみれていたベリスの心に、生きる力のようなものが、注ぎ込まれた。

　呆ぼう然ぜんとするベリスの瞳を覗のぞき込んで、アントニーナは囁ささやいた。

「あなたは素晴らしい武将よ。誰よりも勇敢で、誰よりも思慮深い、ローマで最高の騎士。あのペルシャの不滅のホスロー魂を持・ヌーつホスシールローワーンからも絶賛された、青き鎧よろいの騎士。それがあなた」

　いたずらっぽく笑う。まるで少女のようだった。

「今は、少し迷っている。でも、それだけよ。時間が立てば、また自分の足で歩くことができるわ」

「だと、いいのだが」

　そう言って、ベリスは少しだけ笑った。自分を元気づけてくれるアントニーナの存在が、ありがたかった。プロックスと同様、彼女も自分にとってかけがえのない存在になっているのだと、ベリスは実感した。

「あなたは今、何をなさなければいけないの？　落ち着いて、整理してみなさいな」

「……差し当たっては、カリニコンを包囲しているペルシャ軍を、追い返す」

「それから？」

「それから、プロックスと、仲直りをする。彼の才能は、私になくてはならないものだ。私はずっと迷っていた。彼と和解するのか。それとも、彼なしでやっていく方法を模も索さくするのか。だが、そんなことは、考えるまでもない。最初から答えは出ていたのだ」

　彼の智ち謀ぼうに頼りきりになるのは、甘えではないか。そう思い悩んだ時もあった。馬鹿馬鹿しい悩みだったと思う。一緒にやっていこうと決めた相棒に頼って、何が悪いのか。彼とは目指すものが違うと、そう苦悩したこともあった。これも、くだらない話だ。何が一番大切なのかを忘れてしまっていたから、そんなことで頭を痛めるのだ。

「私が戦うのは、彼に私の伝記を書いてもらうためだ。それが今の私にとっては、何よりも大事なことだ。プロックスと袂たもとを分かつなど、とうてい考えられるものではない。もちろん、シアも一緒だ。必ず二人を、連れ戻す」

「それがいいわ」

　あえて、アントニーナは尋ねなかった。プロックスと再び手を組むということは、ユスティンに弓を引くことを意味するのか。一度口に出した言葉は、翼を得て飛び立っていく。迂闊なことは、口にできない。

「で、ペルシャ軍のことだけど、追い払う当てはないの？」

「最後の頼みの綱は、これだが……」

　革袋の中からベリスが取り出したのは、くしゃくしゃになったパピルスの束だった。

「これは……？」

「プロックスが書き残していった、置き手紙だ」

「えっ」

　驚いたような表情を、アントニーナは見せた。そんなものがあったとは、初耳だったのだろう。ベリス自身、その存在を知ったのは最近である。

「マルティヌスが持っていたのだ。昨日、ペルシャ軍と戦う直前になって、実はこんなものを預かっていると、私のところに持ってきた。マルティヌスは『こんなもの、いりませんよね』と言って破り捨てようとしたが、それを制止して私が預かったのだ」

「何て書いてあるの？」

「それが、読めんのだ。字が汚すぎて、何と書いてあるのか、さっぱり分からんのだ。きっと、何か有益なことを書き残していったのだと思うのだが……」

　いつものことである。書記官を務めた経験があることが信じられないほどプロックスは字が下へ手たくそで、解読にはいつも苦労する。特に今回のものはよほど慌てて書いたらしく、いつも以上に字が崩れている。ギリシャ文字なのかすらよく分からない。

　だが、それを聞いたアントニーナは、実に不思議そうな顔をして、朱色の髪を揺らした。

「そんなの、ブーゼスに読んでもらえばいいじゃない」







「ああ、読めるぜ。プロックスの字だろ？」

　けろっとした顔でブーゼスは笑い、ベリスの手からパピルスをひったくった。突き出した岩の上に腰を下ろし、二つ折りになっているそれを広げて膝ひざの上に置いた。

「確かに奴の字は相当酷ひどいが、オレの兄貴の字よりはましだからな」

「プロックスよりも下手な字とは……。とても想像ができぬ。下には下がいるものだな」

　天を仰いで、ベリスは首を左右に振った。

「ほら、これがデルタで、これがイオタだろ？　こっちはシグマに見えるけど、実はラムダだな」

「私の目には、どれもシッタスの口くち髭ひげのようにしか見えないのだが……。どうしてこの髭がデルタで、この髭がイオタなのだ？　これがラムダで、これがオメガだと？　一体どこがどう違うのだ？」

「自分でもよく分かんねえけど、何となく、読めるんだよ」

「で、何て書いてあるのだ？」

「『ベリス。お前は、どうしようもない馬鹿野郎だ。救いようもないほど堅かた物ぶつで、融ゆう通ずうが利かなくて、冗談の通じない、本当に本当につまんねえ愚か者のクソ野郎だ』」

「……おぬし、私のことを馬鹿にしておるのか？」

「文句はプロックスに言えよ！　オレは読んでるだけだっつうの！」

　本当だろうか。そう書かれていることにして、ブーゼスは日頃の不満をベリスにぶちまけているだけではないのだろうか。ついそう疑ってしまう。

「続けるぞ。『だけど、ほっとけねえ。俺は、あんたには皇帝になってもらわないと困るからな。いいか、これは最後の策てだ。本当に万策尽きたときは、この策を使え』」

「最後の策……だと!?」

　プロックスは、まだベリスを見捨ててはいなかったのだ。
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　競ヒツ馬ポド場ロームは熱狂の渦中にあった。

　戦車競技が行われているからではない。競技会場アレーナで群衆に手を振っているのは、四頭立て戦車の騎手ではなく、皇帝に不満を持つ富裕な市民層──『青組ベネトイ』の扇動者であった。

「ユスティニアノスを皇帝の座から引きずり降ろせ！」

「奴などに、緋ひ色いろの玉座が似つかわしいものか！」

「所しよ詮せん、農民の子だ。先帝ユスティノス陛下のように、軍人として実力で成り上がったわけでもない。とうてい皇帝になる器量の持ち主ではなかったのだ」

『青組ベネトイ』だけではない。富裕市民も、貧民も、元老院議員も、皆がユスティンへの怒りを爆発させていた。

　居カウ酒ポー屋ナでも、『緑プラシ組ノイ』に属する市民たちが、葡ぶ萄どう酒しゆを片手にパンをかじりながら、ユスティンを皇帝から引きずり降ろす謀議に興じていた。

「『青組ベネトイ』の奴らは、先々帝アナスタシオス様の甥おい、ヒュパティオス様を擁よう立りつするつもりらしいぞ」

「ヒュパティオス様か。確かに、血筋から言えば、皇帝に最もふさわしいのはあのお方かもしれんな」

「待てよ！　本当に、ヒュパティオスでいいのか？　奴に、我々民衆のための政治ができるのか？　ユスティンよりひどい、ということになったら本末転倒だぞ？」

「俺たち『緑プラシ組ノイ』で、俺たちにふさわしい皇帝を擁立しようじゃないか」

「だが、帝都のどこにそんな人間がいる？」

　その疑問の声に、皆が黙り込んだ。今は、ポンペイウスにキケロにカエサルにと、優れた武将や文人が綺き羅ら星ぼしのごとく現れた共和政末期のローマではなかった。ネルヴァにトラヤヌスにハドリアヌスに、と賢帝が立て続けに即位した時代とも違う。

「いるじゃないか。帝都の、外にさ」

　その沈黙を、若い男の声が引き裂いた。邪悪な竜を貫く聖ゲオルギオスの槍やりのように、その声は人々の心を深くえぐった。

「若くして軍マギス司テル・令ミリト官ウムに昇進し、ダラスの地にて四万ものペルシャの大軍を撃破して民と国土を異教徒の魔の手から救った、我がローマの国民的な英雄が」

「ベリス将軍ですね！」

　納得したように、どこからか若い女の声が上がった。

「ローマ軍は、二万そこそこの軍勢だったんですよね？　それで四万の大軍に勝ったんですから、すごくないですか？」

「そればかりじゃない。ゲルマン人やアラブ人、フン族までいるごった煮の軍勢を率いて、敵方の隻せき眼がんの猛将バレスマナを戦死させたんだぜ？　生き真ま面じ目めで堅苦しく、冗談が通じないところはあるが、それも皇帝にはぴったりだと思わないか？」

「今の皇帝のユスティンさんが足を引っ張らなかったら、今頃はペルシャの王都クテシフォンを陥かん落らくさせていたかもしれませんね！」

『緑プラシ組ノイ』の市民たちは、顔を見合わせた。

「お前ら、妙に詳しいな……」

「だが、ベリサリウス将軍か。確かに、悪くない。今のユスティンよりはずっといい」

　ベリスは、帝都の市民たちに高評価だった。およそ百年にわたって、ローマ帝国の版はん図とは縮小する一方だった。ダラスでの大勝は、彼らにとって久々の明るい話題だったのだ。

「ありだな。よし、わしら『緑プラシ組ノイ』は、ベリサリウス将軍を皇帝に担ごうぜ」

「俺たち民衆のための皇帝だ。新しい時代の到来だ」

　居カウ酒ポー屋ナは、ベリスの話題で持ちきりとなった。盛り上がる『緑プラシ組ノイ』の市民たちは、最初にベリスの名前を持ち出した若い男女がそっと店を出たことに気付かなかった。

「ん？　ところで、今の奴らは、誰だったんだ？」

「さあ。そんなこと、別にどうでもいいじゃねえか。飲め飲め」

　その夜、居カウ酒ポー屋ナでは朝まで狂騒と興奮の声が途切れることはなかった。







　居カウ酒ポー屋ナを後にして、プロックスとシアは狭い路地を歩いていた。シアの魔術のおかげで、二人は誰にも正体を見破られることなく、ベリスの名を市民たちの心に刻んでいる。感服したように、シアは手を打った。

「『埋まい伏ふくの奇術』をこんな風に使うなんて、あたしにはない発想です。さすがプロックスさんですね！　おかげで帝都でのベリスさんの人気が、ぐんぐん上がっていますよ」

「それはいいが、台詞せりふはちょっとわざとらしすぎたな、お互い」

　褒められたプロックスの方は、真面目くさって答えた。

「ちなみに他にも何か、すごい使い方を考えていたりするんですか？」

「そうだな……。この魔術を使えば、どんな状況でも誰にも邪魔されずに本が読めるな、と思うことはあるな」

「こんなときでも本を読むことしか頭にないんですか!?　そこは、『女湯を覗のぞくのに使えるな』とかじゃないですか普通!?」

「……覗いてほしいのか？」

「ち、違います！　プロックスさんのえっち！」

「覗かねえよ！　お前の裸なんか見たって別に嬉うれしくねえし！　本を読む時間を削ってまでそんなことしたくねえから！」

「ひどい！　今のは問題発言です！」

　ぽかぽかと胸を叩たたいてくるシアを無視して、『黒い筆の軍師』は夜空を見上げた。雲のない夜で、星がよく見える。

　つられて夜空へと視線を移したシアは、プロックスへの抗議も忘れ、ふと、呟つぶやいた。

「あの一番明るい星ですけど」

　煌こう々こうと輝くその星を、シアは指差した。

「あの星を見ていると、何となくですけど、テオドラお姉ちゃんを連想するんですよね」

　水色の上衣パルラの娘が何を言いたいのか、プロックスは理解した。天上で無数の星が瞬いているように、地上では無数の野心がある。今、地上で最も大きな野心を抱えている人物は、おそらくテオドラだろう。

　その野心を、シアはいつかテオドラの身を滅ぼすかもしれない危険なものだと考えている。姉の野望を止めることが、シアの願いだった。

　ベリスを皇帝にすることが、あくまでもプロックスの第一の目標である。うまくいけば、そのついでにシアの目的も達成することができるかもしれない。一方で、ユスティンの失脚に伴ってテオドラが生命を失う危険もある。きわどいところだ。シアがことさらに明るく振る舞っているのは、不安と期待の裏返しだろう。

　いずれにせよ、状況は整いつつある。

「来いよベリス。ユスティンを引きずり降ろして、あんたが皇帝になるんだ」
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　わなわなと震えるペーローズの手には、羊皮紙の書状が握られていた。

「どういうことだ」

　それはペルシャ新国王ホスローからの、召還命令であった。

　ペーローズに、王都クテシフォンまで帰れとホスローは命じているのだ。ペーローズが帰還するということは、彼女が率いるミフラーン家の私兵たちも引き上げるということを意味する。主将アザレテスが健在でも、残った兵だけで戦いが続行できるとは思えない。

　カリニコンの街を包囲して、陥落寸前まで追い詰めている最さ中なかである。ローマ軍を撃破した今、ここを攻略すれば、そのままシリアの地を一気に制圧できる。ホスローの命令は、羊の群れを追い詰めた飢えた狼おおかみの群れに対して、待ったをかけるようなものだった。

「ここまで来て、軍を撤退させろと言うのか!?　豊かなシリアの諸都市は、今や我が軍の目の前に開けている！　なぜ今になって、引き返す必要があるのだ!?」

　わけが分からなかった。ペーローズは何度も書状を裏返し、目を見開いてそれを観察した。

　ホスローの名を騙かたった偽の書状ではないかと、疑ったのである。だがどれだけ確認しても、書状には何の瑕か疵しもない。間違いなくホスローの筆跡だし、ペルシャ国王の印章も本物だ。そもそも、ホスローがペルシャの新しい国王に即位したなど、ペーローズたち自身も初めて知る情報である。ローマ軍が知っているはずがない。

　主将のアザレテスは、それほど驚いた様子もなく、涼しい顔でペーローズに語りかけた。

「いずれにせよ、カワード陛下が亡くなり、ホスロー様が新国王に即位なさったということであれば、いったん兵を引いて、王都に戻る必要があるでしょう。ホスロー様に、お父君のお悔やみと、即位のお祝いを申し上げねばなりません」

「確かに、その通りだが……」

　それは、どうしても今でなくてはならないのか。ローマ都市の一つでも落として、それを新国王への手土産みやげとするわけにはいかないのか。

　眉まゆをひそめて、ペーローズはアザレテスの顔をまじまじと見つめた。

「貴様、何か知っておるな？」

「さあ、何でしょう」

「とぼけるな！　貴様が何か余計なことを、ホスロー王子に吹き込んだのであろう！」

　根拠はない。だが、目の前のこの男は何かを企たくらんでいると、ペーローズは確信した。にやにやと笑いながら、アザレテスは囁ささやいた。

「王子ではなく、今は国王陛下ですよ？　我々ペルシャ人にとって、国王の命令は絶対です。従うよりほかに、選択の余地はないでしょう。あなたが本当にペルシャ人であるならば、ね」

　拳こぶしを震わせて、ペーローズは言った。

「貴様の目的は、一体何だ。まさか、ローマ人どもの勝利を望んでいるわけではあるまい。私を陥おとしいれることが目的か。いや、だったら、私をわざわざ自分の副将にはしないだろう。貴様の目的を教えろ。貴様は何のために生きている？」

「私が追求するのは、地位でも、勝利でもない。真理です」

　両手を高らかに天に掲げ、恍こう惚こつとした表情で、ペルシャきっての智ち将しようは言った。

「世界の果てはどうなっているのか。神々が人類を創造した理由は、奈辺にあるのか。我々は死ぬとどこに行くのか。悪は、なぜ存在するのか。真理の探究こそが、世の快楽の中でも、無上のものです。そうは思いませんか？」

「……なるほど、貴様は敬けい虔けんなゾロアスター教徒だったな」

　おそらくアザレテスは、何かを聞いたのだ。そして、その何かを確かめるために、ホスローに早馬を送り、自分の聞き知った何かを伝えた。その結果が、この召還命令なのであろう。

「ホスロー様は、何か世間で知られていない、真実を知ったのです。おそらく我々がこれに従うことで、真理が一つ、明らかになるはずです。ゾクゾクしちゃいますよね？」

　背筋が凍りつくような感覚を、ペーローズは覚えた。ペーローズは本当はミフラーン家の跡取りではなく、コミトという女奴隷であるにすぎない。そのような告発でもあったのだろうか？　だが、そんなことはペルシャの重臣たちの間では、周知の事実である。むろんアザレテスも、すでに知っているはずだ。今さらホスローが問題にするとは思えない。

　にもかかわらずペルシャ軍を、というよりペーローズの撤退を命じる決定が下されたという事実は不気味ではあるが、おそらくペーローズ自身にとって身の危険を感じるような事態には至るまい。彼女は、そう判断した。

「分かった。従おう」
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　ダラスの決戦直前、ペーローズに軍を任せて王都クテシフォンに戻ったホスローは、マズダク教徒を罠わなにかけて一掃した。教祖マズダクも、ホスロー自身の手にかかって死んだ。話し合いをしたいと持ちかけて宴席に誘い出し、騙だまし討ちにしたのだ。およそホスローらしくない卑ひ怯きようなやり口ではあったが、これが流す血を最も少なくする手段であったのだ。

　巧みな手腕を示して王宮へ戻ったホスローを待っていたのは、父王カワードの死であった。カワードは長い治世の間に二度、親族に王位を奪われ、そのたびに実力で奪い返した。エフタルやローマと抗争し、大貴族を抑え込んで王権の強化に努めた。英主といってよい人物だったが、いかなる英雄もそうであるように、「老い」という名の巨竜には、ついに勝てなかったのである。

　ホスローは父の喪が明けるのも待たず、速やかに即位した。その手並みの鮮やかさは、二人の実兄につけ入る隙すきを与えなかった。それでも兄たちを差し置いてのホスローの即位に不満を抱く者はおり、彼らはホスローの次兄ザメスの子、祖父王と同名の少年カワードを擁よう立りつしようと企くわだてた。だが王位を巡る陰謀は未然に阻止され、王権は、つつがなく『不滅のホスロー魂を持・ヌーつホスシールローワーン』へと移譲された。アザレテスとペーローズがカリニコン付近で勝利したという報が王都にもたらされたのは、その直後のことだった。







　焼しよう成せいレンガを積み上げたアーチ状の門をくぐり、ペーローズはクテシフォンの宮殿へと参上した。門を通過した先には青銅の雄牛像があり、さらにその隣には鷲わしの翼を持つ獅し子し──グリフィンの像が並んでいる。今にも敵に飛びかかりそうな躍動感に満ちたその怪物の像が睨にらみつけているのは、裁きを待つ謀む反ほん人にんを座らせるための鉄製の三脚椅い子すだ。

　その椅子の上に、わずかな赤い染みを見つけて、ペーローズは歩みを止めた。

「血……？」

「メボデス将軍が、新王ホスロー陛下に反逆を企てて、ここに拘こう束そくされたのです」

　衛兵が、そっけない口調で説明した。

「メボデス殿が……？」

　政治家としても軍人としてもホスローに信頼されていたはずの人物である。温和さと剛直さを兼ね備え、ペーローズの義父であるミフラーン家の当主も、彼のことはよく褒めていた。

「それでメボデス殿はどうなった？」

「処刑されました」

　耳を疑った。ホスローとの間に、一体何があったのか。

　ペーローズは宮殿の中に入り、回廊を歩いていく。雪花石せつ膏こうの壁面には、ペルシャの威光を轟とどろかせた名君シャープール一世がローマ皇帝ヴァレリアヌスを捕虜としている戦勝図が彫られ、床にはローマ風の優美なモザイク装飾が施されている。『諸王シヤーハの王ンシヤー』たるペルシャ帝王の居城にふさわしい壮麗さであった。

　謁えつ見けんの間へと辿たどり着く。黄金の玉座に悠然と腰を下ろしていたのは、むろんこの宮殿の主であるホスローだ。王冠をかぶり、錫しやく杖じようを手にした新たなペルシャの帝王は、冷徹なる威厳をもって、帰還したペーローズを迎えた。

　ペーローズはホスローの即位への祝いの言葉を述べ、これまでの戦果について報告した。ホスローは、わずかに相あい槌づちを打つのみだった。戦場でペーローズや兵士たちに見せていた気さくさは、どこにもない。玉座の主となった以上、それは当然のことではあったが、やはりどこか物寂しい気持ちに、ペーローズはとらわれた。

　心をかき乱されるのを感じながら、黒髪の女将軍は本題に入った。

「私を呼び戻されたのは、いかなる理由によるものですか、陛下」

「密告があったのだ」

　ホスローの声は氷のように冷たかった。

「お前が、世界のまことの教えであるゾロアスター教ではなく、ギリシャの異教の神々を信仰しているという密告だ」

　意外な言葉に、ペーローズは息を吞のむ。確かに彼女は、ゾロアスター教の神々などに何の信仰心も持ってはいない。戦場で、敵将であるブーゼスにそう言い放ったこともある。だが、ペルシャ人を相手にそのようなことを口にしたことはないはずだった。

「一体何を証拠に……」

「証拠だと？」

　ホスローは玉座から立ち上がり、ペーローズに歩み寄った。彼女が身に着けている金と真珠の頭飾りヴイツタを、ペルシャの新王は力ずくでむしり取った。

　あっ、と悲鳴を上げて、ペーローズはその場に崩れ落ちた。

「華やかな頭飾りヴイツタは、その粗末な腕輪から目を逸そらさせるためのものか？　ペーローズ、いや、女奴隷コミトよ」

　ホスローは頭飾りヴイツタをその場に無む造ぞう作さに投げ捨てて、ペーローズ──コミトの右手首を力ずくで捻ねじり上げた。そこには質素な鈍にび色いろの腕輪があった。薄汚れ、摩ま耗もうしているため、一見して何が描かれているのかは分からない。だが、注意深く観察すれば、勇ましい表情の女神の姿が描かれていることが、誰の目にも分かるだろう。

「ここに描かれているのは、一体何だ？　弓を手にした、神々しい女の姿は、ゾロアスター教のいずれかの女神のものか？　いや、この図柄は、明らかに古い時代のギリシャのものだ」

　コミトが右手首に着けている腕輪は、ギリシャの古き神々の一人である女神アルテミスを描いたものであった。ミフラーン家の跡取りであるペーローズになりきろうとした彼女が、どういうわけか、これだけは捨てる気にならなかったのだ。

「一体いつまで、お前は我々の忍耐につけ入るつもりだ？　ミフラーン家の跡取り？　お前はそんな茶番に、いつまで俺たちをつき合わせるつもりなのだ？」

　強い弾だん劾がいの言葉に、コミトは悟った。

　気さくに彼女に話しかけてきたホスローは、もういない。もはや彼は、以前の彼とは別人だ。彼女が、彼の求愛を拒んだからか。それとも、至尊の座に上り詰めたことが、彼の性格を歪ゆがませたのか。

「奴が……アザレテスが告げ口をしたのですか」

「アザレテスなどどうでもよい」

　突き放すような口調で、ホスローは吐き棄すてた。

「女奴隷の、しかも異教徒の身でありながら、お前はミフラーン家の後継者を名乗り、多くの者たちをたばかった。その罪は重い」

　いつかは、自分がペーローズではないことを追及される日が来るかもしれないとは覚悟していた。だが、このような形で、ホスローの手によって行われるとは、彼女は思っていなかった。

「先日、俺に反逆を企てて死んだメボデスとも、気脈を通じていたのではないか？」

　さらには、そのようなことまでホスローは言い出した。コミトが知るホスローは、そのような愚かしい猜さい疑ぎ心しんとは無縁の人物だったはずだが……。

「この女を鎖でつなげ。それから、結わえてある髪をほどけ。この髪型は、ペルシャの高貴な女性にのみ許されたものだ」

　コミトは抵抗しなかった。屈強な衛兵たちが揃そろっており、味方は誰もいない。そのような状況では、何をしても無駄だった。両手両足を鎖で拘束され、コミトは宮殿前の鉄製の三脚椅子の下へと連行された。ここで沙汰を待つのである。

　やがて下された結論は、死罪でこそなかったものの、ペルシャ人ならば誰でも顔をしかめるような、おぞましく過酷なものであった。

「この女を『忘却の城』に幽閉せよ」

　それはペルシャ本国とペルシャ領アルメニアの国境付近に鎮座する城である。かつてカワード王も、王位を追われてここに監禁されたことがある。一度入ったら二度と出てこられない、恐ろしい監獄として著名な城だ。カワード王は奇跡的に脱出することができたが、これは例外中の例外である。

「これでペーローズも……いや、ペーローズを騙かたっていたあの女も、もう終わりか」

　誰もがそう思った。コミト自身もそう思い、自らの未来に絶望した。







　コミトの処分を決め、国王の私室に戻ったホスローは、疲労の色を隠しもせずに寝台にだらしなく身を投げ出した。

「即位早々、女性に恨まれる役どころとは、気苦労の多いことですな」

　声をかけたのは、侍医のブルズーヤである。若いながらも一介の医者にとどまらず、ホスローの友人兼相談役として様々な助言を行っている切れ者である。

「これでよかったのだ」

　コミトを糾きゆう弾だんしたときとは別人のように気落ちした様子のホスローである。

「メボデスにも、申し訳ないことをした。無実のメボデスを殺したのは、俺の不覚だ」

　ザベルガネスという佞ねい臣しんが剛直なメボデスに個人的な恨みを抱き、反逆の罪をでっち上げたのである。ホスローは甥おいであるカワードを彼に代わって新王に据すえようという陰謀を処理したばかりであり、メボデスが陰謀の立案者たちと密ひそかに通じていた、という讒ざん言げんを、迂う闊かつにも信じてしまったのだ。

「自分がこんなに愚かな人間であったとは、俺は思いもしなかった。これが、王になるということか。これが権力を握るということか。手に入れてみて初めて、俺は権力というものの醜さ、愚かしさを知った。玉座は、そこに座る人間の目を盲目にする。俺の目を抉えぐり、鼻を削そぎ、耳を奪うのが王位ということならば、俺はそんなものは求めてはいなかった……」

　今さら言っても仕方のないことである。手中に収めてしまったからには、せめて、それをよい方向に使いたい。犯した過ちは取り返しがつかないが、少しでもその償つぐないとなるように、善き王を目指したい。そう思うホスローであった。

「美しく気高いコミト殿に、この醜くて汚らわしい魔物たちがうろつく宮殿など、ふさわしくないということですな」

　ブルズーヤがそう言うと、ホスローは頷うなずいた。

「彼女の才覚なら、『忘却の城』から脱出することは容易たやすいだろう。ローマでも、エフタルでも、あるいは遠い東の彼方かなたの中国セリカでも、好きなところに落ち延びていくがいい」

　異教徒であることが判明した以上、もはやコミトの処罰は免まぬがれない。であれば、処罰にかこつけて、この際、彼女をミフラーン家とペーローズの呪じゆ縛ばくから解放してやろう。愚かな権力の虜りよ囚しゆうから、彼女を自由にしてやろう。そうホスローは考えたのだった。

「ところで、あなたのお気に入りの、例の旅芸人の娘というのが、コミト殿の妹であったとか」

「ああ、俺も驚いた」

　さらに言えば、コミトにはもう一人妹がいて、それが今のローマ皇帝の皇こう妃ひであるという。実に数奇な運命の姉妹だと、ホスローは思った。

「で、姉と妹、どちらがお好みだったので？」

　神酒ハオマの入ったガラス杯を差し出しながら、ブルズーヤは意地悪な質問をした。

　姉のコミトと妹のシア。奇遇にも、ホスローは二人に惹ひかれるものを感じ、愛を囁ささやいたことがあったのだった。

「決まっているだろう」

　さも当然とばかりに、ホスローは即答した。

「両方さ。俺は、ペルシャの帝王だぞ？　諸民族の王、諸王シヤーハの王ンシヤーだぞ？　富も、女も、欲しいものは何でもすべて手に入れる。手に入れられるはずだったんだ……」

　そう呟つぶやくホスローの姿は、偉大なる帝王などではなく、恋を失った一人の孤独な青年にすぎなかった。
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　ペルシャ軍、カリニコンの包囲を解除し、ローマ帝国領内から撤退。

　カルキスの陣地でその報を聞いて、ベリスは安あん堵どのため息を漏らした。

「プロックスの策が、功を奏したな」

　ペーローズはギリシャの神を信仰している。あの銀の腕輪が動かぬ証拠だ。そのような噂うわさを、敵将アザレテスに伝えたのである。

　ペーローズの正体が女奴隷であることは、ペルシャの諸将もすでに知っている様子だった。だが、ギリシャの神を描いた腕輪を身に着けていることは、おそらく知らないはずである。ゾロアスター教を深く信仰するペルシャ人たちからすれば、大変な裏切り行為であるといえる。プロックスは、そこを突いたのだ。

　ただでさえ疑われやすい立場のペーローズだ。こちらから揺さぶれば、必ず波は瀾らんがあるだろう。そして彼女が排除されれば、ミフラーン家の私兵を率いる人間もいなくなる。彼女の部隊はペルシャ軍にとって不可欠な中核的な存在であり、それが欠ければペルシャ軍は軍事遠征を続けられないことも、プロックスは見通していた。

『これは、一種の賭かけだ』

　プロックスはそう記していた。裁かれたペーローズ──コミトが、そのままペルシャ王によって処刑されてしまうこともありうる。シアの大切な姉の生命を奪ってしまうかもしれない。そんな危険をはらんだ計略だったのである。

　だが、おそらくそうはならないだろう、とプロックスは推測していた。彼は、シアからホスローのひととなりを聞いていた。

『ホスローという男は、苛か烈れつなところもあるが、困っている人や弱い者の味方だと聞いている。きっと彼が助けてくれる。ペルシャ王カワードや他のペルシャの高官たちの思惑がどうであれ、ホスローは彼女の生命が奪われることのないよう、きっと上手うまく取り計らってくれるはずだ。俺はホスローを信じる。敵を信じるというのも、妙なものだけどな』

　敵を信じるというプロックスの言葉を、ベリスも信じることにした。結果がどう出るかは、この時点ではベリスには分からない。敵都クテシフォンは遠く、情報が伝わってくるまでかなり時間がかかるだろう。

「私のために、プロックスは策を残してくれていた。ありがたい。だが、情けないことだな。結局私は、プロックスがいないと何もできないのだ」

「それは、プロックスも同じよ。あなたがいないと、彼は何もできないの」

　アントニーナの言葉に、ベリスは目を丸くする。

「書記官をクビになったプロックスに参シユン謀ブーロスという地位を与えたのは、あなたでしょう？　虚むなしく退屈な日々を送っていた彼に、歴史を書くという目標を与えたのも、あなた。プロックスの方こそ、あなたがいないと、何もできないのよ」

　そう自分を卑ひ下げするものではない、とアントニーナは戒いましめたのである。

「いずれにせよ、私にはプロックスが必要だ。改めて、それが分かった」

　しみじみと言って、ベリスは陣地を引き払う指示を下した。ペルシャ軍が撤退した以上、ここに留とどまる理由はない。

　ダラス城じよう塞さいに戻るのだと、誰もが思った。だが、ベリスが次に下した命令は、彼らにとっては思いがけないものだった。天幕を片付け資材を運び込む兵士たちが慌ただしく行きかう中、彼は将軍たちを招集し、少しためらってからこう告げたのだった。

「帝都に、帰還する」

　将軍たちが、ざわついた。その言葉を予想していたのは、アントニーナだけだった。

「むろん、これは命令違反だ。ユスティン様から、辞令は何も出ていない。ダラスの司令官であり東方マギス方テル・面ミリト軍ウム・司ペル・令オリエ官ンテムである私が正当な理由なく無断で持ち場を離れるのは、明確な反逆行為だ」

　諸将が、ごくりと唾つばを吞のむ。取り返しのつかない一線を、ベリスは越えようとしている。そのことを、誰もが感じていた。

「だが私は行く。私の大切なものを守るためにだ。上手くいくとは限らない。失敗して、私は地位も名誉も失ってしまうかもしれない。だがそれでも、私は行く」

　皆がベリスの言葉に聞き入っていた。ベリスの決意を、無言のまま自分たちの胸の中へとしまい込んだ。

「私は情けない司令官だ。私一人では、結局のところ何もできない。だからおぬしたちに、ついてきてほしい。無理強いはできぬ。だが、それでも私は頼みたい。皆、私についてきてくれないか？」

　将軍たちの顔をゆっくりと見回して、ベリスはおずおずとした面おも持もちで尋ねた。

「だ、駄目か？」

　すると一瞬の沈黙の後、爆笑が沸き起こった。きょとんとするベリスを、腹を抱えて笑いながらブーゼスがおちょくった。

「だっせえ！　そこは、みんな俺についてこい！　って、胸を張って言うところだろうが」

　ひとしきり笑って、ブーゼスはベリスの肩に手を置いた。

「ああ、行くさ。ついてってやるよ。お前はオレが支えてやらないと、どうにも頼りないからな」

「僕はベリス将軍の従者です。将軍の行くところなら、どこへでも行きますよ」

　マルティヌスが瞳を輝かせた。

「来るなと言われても、ついていきますよ。他に行き場もないですしね」

　族長シヤイフアレタスが胸を叩たたいた。

　その他の将軍たちも、全員がベリスについていくことを選択した。

「もちろん、あたしも行くわ。プロックスとシアを連れ戻さなきゃいけないしね」

　最後にアントニーナがベリスの後ろに回って、まるで恋人のように彼の首に優しく手を回した。たちまちベリスの顔が耳まで真っ赤になる。

「あれっ、お二人はとうとうそんな仲になったんですかい!?」

「思ったより早かったな。アントニーナの姉さん、さすがっスね」

　冷やかしの声が、賑にぎやかに沸き上がった。

「ち、違うぞ？　これはアントニーナが勝手に……」

「照れなくてもいいのよ、ベリス。あたしの唇の感触は、どうだった？」

「ベリス将軍、いつの間にアントニーナさんと……」

「ま、待てマルティヌス。それはアントニーナの方から、一方的にだな……」

　戦場での堂々たる姿は、今のベリスのどこにも見られない。ダラスの戦いの英雄も、形かた無しである。

「ベリスの奴、完全に尻に敷かれるな」

　にやにやと笑いながら指摘したブーゼスは、あることに気付いて急に真顔になった。

「参ったな。これじゃあそのうち、アントニーナがオレたちの大将になっちまうかもしれん」
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　帝都コンスタンティノポリスの宮殿は、鍬くわや鎌かま、シャベルを手にした暴徒たちによって取り囲まれていた。もはや抜き差しならないところにまで、事態は発展していた。

　テオドラとユスティンがこもるダフニ宮殿の中にも、皇帝の退位を求める暴徒の声は轟とどろいている。

「ヒュパティオスの一派が扇動しておったらしい」

　ユスティンが吐き棄すてた。武器に転用できる農具を買い集め、市民たちに持たせている者がいることは、薄々感じてはいた。その正体が、ようやく明らかになったのだ。

　先々帝の甥おいであり、前任の東方マギス方テル・面ミリト軍ウム・司ペル・令オリエ官ンテムであるヒュパティオスのことを、ユスティンは軽く見ていた。思慮に欠ける無能者であり、とうていユスティンの敵にはなり得ないと思い込んでいた。実際、彼は陰謀の首謀者というよりは、担がれただけであろう。だが、その権力欲の強さを侮あなどっていたことは事実だった。

「ここは毅き然ぜんとした態度をとらなくてはなりません。皇帝エクスク親衛隊ービトル、宮殿スコラエ警護・パラテ隊イーナエの両部隊を出動させるべきです」

　テオドラが告げると、ユスティンはそっけなく応じた。

「お前に言われるまでもない」

　いつもなら皇妃へのいたわりを忘れないユスティンも、かなり苛いら立だっている様子である。

「マグナウラ宮殿に側近たちを集めて、対応を協議してくる」

　そう言って、ローマ帝国の専制君主は私室を飛び出した。お付きの宦かん官がんたちが、慌ててその後を追う。

　一人になったテオドラは静かにため息を吐つき、大理石の机の上にある色付きのガラス杯を手に取った。中の水を一気に飲み干す。さすがの彼女も、この事態に冷静ではいられなかった。

「お姉ちゃん」

　どこからか声が聞こえてきた。無論、ローマ皇帝の皇妃たるテオドラをそのように呼ぶ者は、地上に一人しかいない。ここにいるはずのないその少女の姿を、テオドラは探し求めた。

　西の窓から覗のぞいていたのは、緑エメ柱ラル石ドの二つの丸い瞳である。妹のシアだった。

「どうしたのです？　あなたは、このテオドラの妹です。姉に会いたいのであれば、堂々と面会を求めたらいいでしょう？」

「そんなわけには、いかないんです。今日はお姉ちゃんに、他の人には絶対聞かれたくない話をしに来たんです」

　んしょ、とかわいらしい声を上げて、シアは小さな窓から身体からだを乗り出した。そのまま部屋の中へと転がり込む。曲芸師だけあって、シアはやたらと身体が柔らかい。

　厳戒態勢が敷かれる宮殿に誰にも見つからずに侵入するのは至難の業だが、『埋まい伏ふくの奇術』を使ったのだろう。

　水色の上衣パルラについた埃ほこりを手で払ってから、シアはいつになく真ま面じ目めな表情になった。

「お姉ちゃんに、お願いがあります。ユスティンさんを、退位させてあげて下さい」

「……どういう意味です？」

「このままだと、取り返しのつかないことになります。ユスティンさんは、殺されてしまいます。お姉ちゃんも……。だからこうなったら、お姉ちゃんがユスティンさんを説得して、ユスティンさんに自分から皇帝の座を降りてもらうしかありません。それができるのは、ユスティンさんを説得できるのは、お姉ちゃんだけなんです」

「あり得ないわ」

　シアなりに、考えた末の結論だったのだろう。だがそれを、テオドラは一いつ蹴しゆうした。

「私とあの人は、もう引き返せないところにまで来ているのよ。皇帝と皇妃になった人間が、退位したからといって、普通の人間に戻れると思う？　無理ね」

「でも……」

　その質問を口に出すべきか、シアは少しだけ迷う素振りを見せた。

「お姉ちゃんは……お姉ちゃんは、もしかして、皇帝になりたいんですか？」

　テオドラは息を吞んだ。女がローマの皇帝となったことは、歴史上、一度もない。普通なら、思いつきもしない発想であろう。

「どうしてそう思ったの？」

「お姉ちゃんは、皇妃という地位に、まだ満足していないように見えたからです。ローマ皇帝の皇妃よりも高い地位といったら、それしかありません」

　その野望を、彼女は一度だけある人物に打ち明けたことがある。だが、聡そう明めいさでは比類のないその少年ですら、彼女にそれを告げられて面食らっていた。シアが自力で正解に辿たどり着いたことは、驚異的であると言わねばならない。

「だとしたら、何がいけないの？」

　冷めた視線で、テオドラは妹を突き放した。

「あわよくば自分が皇帝に、という野望を抱いている男なんて、貴族や将軍たちの中にはいくらでもいるわ。そしてそれは、時として不ふ遜そんな野心ではなく、高こう邁まいな覇は気きであるとみなされるわ。彼らがよくて、私が駄目という理由は何？　私が女だから？　女が皇帝になるなんて恐れ多いと？」

「そ、そう言われると……別に、駄目じゃないかもですけど……」

　シアは言葉を詰まらせた。

「でも、ユスティンさん──皇帝陛下に対する、それは裏切りじゃないですか？」

　またも、シアは鋭いところを突く。結局のところ、テオドラはユスティンのことを愛しているのか。それとも野心のために利用しているにすぎないのか。それを彼女は問うているのだ。

「私はユスティン様のことを、深く愛しているわ。私なりの仕方でね」

　普通の女が普通の男に抱く愛とは、異なるものかもしれない。だが、その言葉に、偽いつわりはなかった。権力が目当てで近づいたのだとしても、それを承知で彼女を受け入れてくれた彼を、彼女は心から敬慕していた。

「ユスティン様は、きっと古き大ローマ帝国の復興を成し遂げるわ。そのときローマ帝国は、一人の皇帝では治め切れないほどの領土になるわ。私がユスティン様の共同皇帝カイサルとして君臨して、何がいけないの？」

　テオドラは、自分が並外れた政治感覚の持ち主であることを知っている。帝国がかつての輝きを取り戻したとき、彼女は必ず必要とされるはずだった。ただの皇妃ではなく、一人の皇帝として。

「でも、やっぱりそんなの駄目です」

　なおも、シアは食い下がった。

「あたしたちの一族は、ギリシャの古き神々を信仰しているじゃないですか。キリスト教徒のふりをして、ローマの皇帝になるなんて、いけないと思います」

「古き神々が、私のために何をしてくれたっていうの!?」

　苛いら立だって、テオドラは語気を強めた。

「シア。私はあなたの十分の一ほどの魔力も授からなかった。古き神々も、キリスト教の神も、私は信じない。信じられるのは、自分の力だけ」

　唇を嚙かみ締める。テオドラやシアの家系は、ギリシャの古き神々の魔術の力を受け継ぐ一族である。シアは、その力を存分に受け継いだ。だが、テオドラはそうではなかった。その力があれば。その力があればしなくて済んだはずの壮絶な苦労を、彼女は経験していたのだ。権力者に媚こびを売り、金持ちには身体を売った。友には裏切られ、恋人には欺あざむかれた。そうして築き上げたのが今の地位である。

「だからどこまで行けるのか、私は挑戦するわ。挑戦し続けることで、私は自分がこの時代に確かに生きたのだと、証明することができる。誰にも止めさせはしない。シア、あなたにもよ」

「そうやって、お姉ちゃんが遠いところに行っちゃうことが、嫌なんです」

　シアの目には、涙が浮かんでいた。

「あたしは、お姉ちゃんと仲良く暮らすことができれば、それでいいんです。それで十分だったんです。なのに、なのにどうしてお姉ちゃんは──」
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　テオドラは眉み間けんにしわを寄せた。シアのその望みを、彼女はよく知っていた。テオドラ自身、本当はそんな生き方を望んでいたのだ。今は生きているのかも分からない姉コミトとともに、貧しいながらも姉妹で助け合って生きていけたら、どんなによかっただろう。だが、運命は彼女にそのような生き方を許さなかった。

「ずっと、お姉ちゃんに憧れていました。優しくて、頭が良くて、しっかり者のお姉ちゃんに……。お姉ちゃんは、あたしの誇りでした。でも今のお姉ちゃんは、あたしの憧れたお姉ちゃんじゃないみたいです。お姉ちゃんには、昔のままでいてほしかった……」

　テオドラとシアの視線が交錯した。いつものシアからは想像もできないほどの悲しげな眼まな差ざしから、テオドラは目を背そむけなかった。シアにこんな顔をさせることは、本意ではない。だが、だからといって今さら自分の生き方を変えることはできなかった。

　無名だったときの自分が、世間からどんな仕打ちを受けてきたか。それを思い起こせば、愛する者と仲良く平和に、などという平凡な生き方など、もはや選べるはずがなかった。

「ごめんなさい。あたしのわがままですよね。お姉ちゃんには、お姉ちゃんの生き方があるんですよね」

　ひとしきり泣いてから、シアは涙を拭った。

　それは違う、とテオドラは思った。むしろテオドラの方こそ、自分のわがままでシアを苦しめている。だが、シアはそうは思っていないのだろう。

「でも、あたしにも、あたしの生き方があります。お姉ちゃんの好きなようには、させません」

「そうね。あなたは、あなたの信じる道をお行きなさい」

　シアの帰るところは、もはやテオドラの下ではない。あのベリスやプロックスのところに、彼女は戻るのだろう。次に会うときは、敵同士になるかもしれなかった。

「一つだけ……約束してくれますか？」

　幼い頃と何も変わらぬ澄んだ瞳で、シアは言った。

「絶対に、死なないで下さい」

　テオドラは笑みを浮かべた。優しい口調で、彼女は妹に答えた。

「ええ、約束するわ」

　野心を棄すてることも、野心を果たせぬまま死ぬことも、どちらも毛頭考えていないテオドラである。それだけは、自信を持って断言することができた。

　話は終わった。シアは、西の窓へと歩み寄る。外へ脱出しようと窓に手を掛けて、彼女は「あれ？」と声を上げた。くんくん、と鼻を動かす。

「何か……焦げ臭くないですか？」

　西の窓からは、匂いだけで何も見えないようだ。テオドラは北の窓へと目を向けた。黒煙がもうもうと上がっている。宮殿の北の、歴史ある建物が並ぶ区画が、燃えているのだ。

　テオドラは、初めて蒼あおざめた。

「暴徒たちが……火を放ったの!?」

　一つの時代の終わりを告げる、それは破壊と浄化の炎だった。帝都で最初に建てられたキリスト教会である聖エイレネ教会。コンスタンティウス二世によって建てられ、一度は焼失したもののテオドシウス二世によって再建された聖ソフィア教会。軍人皇帝セプティミウス・セヴェルスが築き、コンスタンティヌス大帝が改修したゼウクシッポス浴場。帝都コンスタンティノポリスの長い歴史を飾ってきた壮麗な建築物の数々が、この日、業ごう火かの中に消えたのであった。







　競ヒツ馬ポド場ロームには、『青組ベネトイ』に属する多くの市民が集まっていた。

　競技会場アレーナの中心にいるのは、ヒュパティオスであった。彼は今、『青組ベネトイ』の市民たちによって、新たな皇帝に擁立されようとしていた。

　先々帝アナスタシオスの甥おいである彼は、先帝ユスティノスとその後継者であるユスティンに、本来自分が継ぐべき帝位を奪われたのだと思っていた。自分こそが玉座に座る正統な権利を持っており、それを取り戻すのだと、彼は固く信じていた。

　身の回りのすべての人間に、彼は支持されたわけではなかった。邸宅を出て競ヒツ馬ポド場ロームに向かおうとした彼を、引き留めた者がいた。妻のマリアだった。

「あなたが皇帝に……？　何という大それたことを。いけません。神があなたを皇帝に選ばなかったのは、あなたがその器ではないからです。そんなことをしては、きっと天罰が下りましょう」

　だが、彼は妻の助言を無視し、希望に胸を膨らませてここへやってきた。ユスティンなどではなく、自分こそが皇帝にふさわしいと、彼は信じていた。実際、こんなにも多くの市民や元老院議員たちが、自分のために集まってくれたではないか。

　市民たちの代表から、ヒュパティオスは帝デイア冠デーマの代わりに黄金の首飾りを授かった。ユスティンが持っている本物の帝デイア冠デーマは、これから力ずくで奪い取ればいい。

「ヒュパティオス皇帝陛下万歳！」

　歓呼の声が、高らかに響き渡った。彼は気付いていなかった。市民や元老院議員たちの声は、現在の皇帝ユスティンへの不満の裏返しであり、決してヒュパティオスを積極的に支持しているわけではない、ということに。

「勝利せよニカ！」

　どこかから、そんな声が沸き上がった。それは群衆の中から自然に現れた掛け声であったのかもしれないし、気の利いた誰かが群衆を団結させるために投げ込んだ、会心の一語であったかもしれない。

　あるいは──ヒュパティオスは思った。今の一言は、神の声ではなかったか。

「勝利せよニカ！」

「勝利せよニカ！」

　次々と、力強い、熱狂的な声がこだました。もはや誰にも止められなかった。その場にいるすべての者が、同じ言葉を叫んでいた。

「勝利せよニカ！」

　ヒュパティオス自身も、そう叫んだ。今日、ローマ帝国の歴史が変わる。愚かなユスティンは滅び、新しい皇帝が、新しい帝国を統治する。

「勝利せよニカ！」

　新時代の幕を開けるその言葉を高らかに響かせて、ヒュパティオスは天に手をかざした。その瞬間、群衆の狂騒は、最高潮に達した。凄すさまじい熱量の歓呼が、ヒュパティオスに降り注いだ。

「今こそ暴君を倒し、我々の、我々のための政府を立ち上げるのだ！　勝利せよニカ！」

　群衆は老いも若きも「勝利せよニカ！」を合シユ言ンボ葉ロンとして掲げ、宮殿に向かって行進し始めた。




　後世「ニカの乱」と呼ばれる大規模市民反乱の、これが始まりであった。
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　マグナウラ宮殿の大広間は、暗く沈んだ空気に包まれていた。国政を司つかさどる大臣、元老院議員、高級官僚、宦かん官がん、聖職者──。いずれも皇帝に才能を認められた者たちばかりであるはずだった。その彼らが、無力感に打ちひしがれ、ただおろおろと事態の行く末を見守ることしかできなかった。

「ヒュパティオスがついに皇帝即位を宣言したぞ。今、こちらに向かっている。市民はみんな奴の味方だ」

「ヒュパティオスだけではない。聞いたか？　東方マギス方テル・面ミリト軍ウム・司ペル・令オリエ官ンテムのベリス将軍が、軍を率いて帝都こちらに向かっているらしいぞ」

「奴め、裏切ったか。いかにもユスティン陛下の忠臣づらをしていたが……」

「あいつはアルメニア遠征の時もユスティン様の命に背そむいて、プロックスとかいう者を参シユン謀ブーロスとして従軍させていたではないか。そういう男なのだ」

「ヒュパティオスだけでも厄やつ介かいなのに、戦上手のベリス将軍が相手となれば、勝ち目はないぞ」

「聖ソフィア教会を燃やした炎が、元老院に燃え広がっているらしい。この宮殿も、危ないぞ」

　もたらされるのは、悪い知らせばかりである。法律家として、あるいは財務官僚としては優秀な彼らも、このような不測の事態への対応には必ずしも秀でていない。むしろ、なまじ才覚に自信がある分、我が強く、協調性に欠けるきらいがあった。誰かが建設的な意見を述べても、たちまち別の誰かが舌ぜつ鋒ぽう鋭く反論した。まとめ役がいないと、とてもまともな議論はできそうになかった。

　そこへ、ユスティンがやってきた。黄金の刺し繡しゆうが入った緋ひ色いろの外クラミ衣ユスに紅玉ルビーと金銀の王スケプ笏トルム、という姿は壮麗ではあるが、彼も部下たちと同様、蒼ざめた顔である。

「かなり、参っておいでのようですな」

　そう声をかけたのは、彼が最も信頼する財務長官のヨハネスであった。新税立案の張本人であり、帝都で最も憎まれている男である。

「ヨハネスか。お前も余も、どうやらここまでのようだ。神に見放されて、地獄に落ちねばならぬようだな」

「それは困ります。陛下が地獄へ行ってしまったら、私は天国で陛下に再会できないではありませんか」

　ヨハネスの物言いに、廷臣たちは啞あ然ぜんとした。この不ふ遜そんな男は、これだけ他人に恨まれてなおも天国に行くつもりなのか。もっとも、ヨハネスは異教徒だとのもっぱらの噂うわさである。天国だの地獄だの、彼にとってはどうでもいいことなのかもしれない。

「お父さま」

　薄紅色の髪の少女が、そのヨハネスの市民服トガの裾を引っ張った。怒り狂った群衆に何をされるか分からないため、家族も宮殿へ避難させているのだ。

「おお、おお、エウフェミア。私のかわいいエウフェミア」

　驚くほど愛らしいその幼い少女を、ヨハネスは抱き上げた。エウフェミアはヨハネスの一人娘である。誰に対しても傲ごう岸がんなこの男も、ただ一人、自分の娘に対しては、異常なほど甘くなる。

「何も心配することはないのだよ、エウフェミア。私に逆らう馬鹿なクズどもには、必ずその愚かさの報いを受けさせるからね」

「ばかなくずどもは、むくいをうけるのですね、お父さま！」

「そうだよ。ウジ虫の分際で百年に一人の天才の私にケチをつけようだなんて、身の程知らずにもほどがある」

「うじむしのぶんざいで、それはみのほどしらずですね、お父さま！」

　無む垢くな唇からおぞましい呪じゆ詛その言葉が飛び出して、廷臣たちは眉まゆをひそめた。父親の手から引き離して育てた方が、この愛くるしい少女のためではないだろうか。皆がそう思い始めたとき、耳をつんざくような大音が轟とどろいた。宮殿を守るカルケ門を、暴徒たちが破城槌アリエスで打ち始めたのだ。

「神がお怒りだ！」

　とっさに聖職者の一人が、そのような言葉を口にした。その直後に、彼ははっとして口を手で塞ふさいだ。皇帝が神に見放されたかのようなその言葉は、明らかに失言であったが、咎とがめる者はいない。ホメロスの叙事詩の時代に生きた人々ならば、それを「いずれかの神が彼の口を借りて、真実を語らせたのだ」とでも表現するだろう。

　その途端、ユスティンが自じ嘲ちようした。

「余は、所しよ詮せんこの程度の男だったのだ」

　誰よりも強い、不屈の意志を持ったはずの男の口から漏れる、それは絶望の声だった。

「何が大ローマ帝国の中興か。何が、神の代理人か。余は、自分の身を守ることすらできぬ無力な男にすぎなかったのだ。とんだお笑い種ぐさだ。神よ、余の増ぞう上じよう慢まんを許したまえ」

　その言葉は、廷臣たちにわずかながら残っていた希望の残光を、いともたやすく消し去った。守るべき主君が、戦うことを諦めたのだ。もはや何を言っても虚むなしいだけだった。

「船を出せ」

　ユスティンは命令した。宮殿はマルマラ海に面している。海に逃げることは可能なはずだ。勝つことはできなくても、死を免まぬがれることはできる。

「それがよろしゅうございます。もはやこの地に留まることはかないません。どこかに落ち延びましょう。帝位など、謀反人どもにくれておやりなされ」

　気の弱い側近の一人が、皇帝に同意した。市民服トガからはみ出た手足が、ぶるぶると震えている。険けわしい眼光をさらに険しくして、ヨハネスが反論した。

「どこに逃れようというのだ。ベリス将軍が反逆したとなれば、アルメニアのシッタス将軍も同調していよう。イリリクムのムンドゥス将軍も信用ならぬ」

「黒海北岸のケルソンなどはどうだ？　辺境の地だが、ここに一時だけ難を逃れて、復権の機会を待つのだ」

「無理だな。今、ここを逃れたら、もう二度と戻れないと思った方がいい」

「だが、このままでは……」

　意見はまとまらない。いつもなら毅き然ぜんとした態度で決断を下すユスティンも、側近たちが好き勝手に話すのを許している。

　もはや、誰もこの反乱を止めることができない。どう逃げるか。生き恥を晒さらしてでも、どう生き残るか。あるいは名誉を守って死ぬか。誰もが答えの出ない選択を迫られ、苦悩し、足あ搔がき、悶もだえている。そんな状況で──。




「今は逃げるときではありません」




　稲妻が古い巨木を真っ二つに引き裂く、その鋭さにも似た堂々たる声が、広間に深く響き渡った。誰もがその声に立ちすくみ、声の主に注目した。

　現れたのは、皇帝と揃そろいの緋色の外クラミ衣ユスを身にまとい、しかし皇帝よりもはるかに毅然とした佇たたずまいの、葡ぶ萄どう酒しゆ色の髪に黄玉トパーズの瞳を持つ美しい女だった。

　皇こう妃ひテオドラである。麗しくも鋭い目つきで、彼女はユスティンに向かい合った。

「かつては皇帝であった者が、逃亡者となることに耐えられるものでしょうか」

　踊り子から至高の地位に成り上がった女の口から、弩スコル砲ピオの毒矢が飛び出して、怯きよう懦だなる男どもの心を穿うがつ。

「私はこの緋色の衣を脱ぎたくなどありませんし、出会った人々が『皇妃さま』と声をかけてくれないような日々を送りたいとは、もはや思いません」

　身じろぎもせず、声も出さず、誰もがテオドラに視線を注ぎ込んでいる。

「それでもどうしても生き延びたいというのでしたら、さあ、お行きなさい。難しいことはありません。資金は十分にありますし、目の前には海が広がっていて、そこには船があります。ですが、そうまでして生き延びることに、何の意味があるというのですか」

　テオドラは、広間の奥の方へと歩いていく。そこにあるのは、玉座だった。至尊の地位に到達した者だけが座ることを許される、緋色の玉座。絶対権力者の証あかし。

「この緋色の玉座が、あなたの棺かん桶おけ。この宮殿が、あなたの陵りよう墓ぼ」

　物騒な言葉を飛び出させて、テオドラは男たちをぎょっとさせた。

「いにしえの諺ことわざでも言うでしょう。皇帝のバシレ地位イアこそが、最高の埋エン葬タピ布オン。そうは思いませんか？」

　ユスティンは、愛する妃きさきの瞳を覗のぞき込んだ。どのようなつもりで彼女がその言葉を発したのか、すぐには分かりかねた。

　テオドラは、死を覚悟しているのか。ユスティンに、ここで死ねと、そう言っているのか。

　そうではなかった。

　美しい皇妃の黄玉トパーズの瞳からは、決して諦めない、眩まばゆい希望の光があふれていた。

「陛下。私から陛下に、一つ贈り物がございます」

　決然とした強い意志を示す唇に、神をも恐れぬ不敵な笑みを浮かべ、テオドラは傍そばに控える若い宦かん官がんに合図をした。その宦官──アルメニア出身のナルセスは、二本の書ヴオル巻ーメンを携えてユスティンの前へと歩み出る。

「こちらは、ヒュパティオスに同調した元老院議員、官僚、宦官、帝都の有力者たちの一覧です。もう一方は、この状況下にあっても陛下を支持し、暴徒どもに屈することを拒んだ者たちの一覧です」

「お前は……」

「このナルセスに命じて、作らせておきました。どうぞお納め下さい」

　ユスティンは絶句した。この凄すさまじい逆境を、テオドラはむしろ臣下たちの忠誠心をふるいにかける絶好の機会として利用したのだ。この反乱を必ずや乗り越えられると信じ、その後を見み据すえて、なすべきことをなしたのだ。何という意志の強さか。何という冷静さか。

　ユスティンの頰ほおに、生気が戻った。大ローマ帝国の復興を志こころざす自分ともあろう者が、逃げることをまず考えるとは、あまりに不ふ甲が斐いない。

　一介の農夫の子に生まれて、ユスティンは皇帝となった。神がそれを望んだのである。神に選ばれた人間である自分が、負けるはずがない。どうしてそんな当たり前のことを、忘れていたのか。

　ナルセスの手から書ヴオル巻ーメンを受け取りながら、彼は力強く頷うなずいた。

「お前の言う通りだ。余は、もう逃げぬ。ここで最後まで戦おう」







　ナルセスが、皇帝エクスク親衛隊ービトルと宮殿スコラエ警護・パラテ隊イーナエを指揮した。

　宦官である彼は、軍を率いた経験は、これまで一度もない。軍事には素人しろうと同然のはずの彼が、絶体絶命の窮地において、いきなり大役を任された形になる。

「もはや、誰が信用できるか分かりません。であれば、私自身が彼らを率いとうございます」

　そう名乗り出て、ユスティンとテオドラに認めさせたのだ。皇帝でも皇妃でもない彼が、「私自身が」とは、奇妙な表現であるように思われる。だがナルセスの意識としては、彼はユスティンやテオドラ、特に後者とは一心同体の関係である。ナルセスが率いるということは、テオドラが率いるも同然である。たとえ誰が裏切るとしても、テオドラ自身にも等しいナルセスが裏切ることなど当然あり得ないのだから、それが一番安心なのだ。そのように彼は考えていたし、それを皇帝夫妻に認めさせたのである。

　兵士たちに的確に指示を下しながら、彼は宮殿の中を駆けてゆく。両部隊の中からも、任務を拒否して反乱軍側に味方する者が大量に現れている。ナルセスは、彼らを無理に咎とがめだてはしなかった。不用意な対応をとると、味方同士で争うことになる。

　信頼できる者たちだけを引き連れて、ナルセスはダフニ宮殿の直通通路を通って競ヒツ馬ポド場ロームへと向かう。皇帝貴賓席へと辿り着き、暴徒たちと睨にらみ合う。

　皇帝エクスク親衛隊ービトルと宮殿スコラエ警護・パラテ隊イーナエは皇帝を守る精鋭であり、戦闘の技術では素人の市民からなる反乱軍をはるかに凌しのぐ。だがこの場合、相手が素人であるだけにかえって厄介なのである。うかつに手を出して「皇帝エクスク親衛隊ービトルが市民を殺さつ戮りくした」などと宣伝されてはたまらない。

　それが、常識的な判断というものであった。だが、ナルセスの考えは違った。

「宮殿スコラエ警護・パラテ隊イーナエ、左右に展開せよ！」

　ナルセスの命に従って、皇帝側の兵士たちが、観客席へと広がっていく。競技会場アレーナに集まっているヒュパティオス派の暴徒たちは、たちまち包囲された。

「謀む反ほん人にんどもを殲せん滅めつせよ！」

　若き宦官将軍に、ためらいはなかった。戦闘の開始を告げる喇叭ラツパの音が鳴り響き、剣を抜いた兵士たちが、ヒュパティオス派に襲いかかる。

　暴徒たちも、この展開は十分に予想していたらしい。すでに剣や槍やり、さらには鍬くわや鎌かまで武装している。一歩も引かず、皇帝軍と応戦する。

　雄お叫たけびが天へと響き渡り、鮮血が砂地を紅あかく染める。ローマ人同士が殺し合う、凄せい惨さんな光景がここにあった。

　優勢なのはナルセス率いる皇帝軍だった。相手がローマ市民であるからといって、彼は容よう赦しやをしなかった。ためらいのない、苛か烈れつな判断は、宦官ながら歴戦の宿将にも劣らぬものであった。

　伝令から報告を受け、ユスティンは満足して頷いた。

「驚いたな。ナルセスに、これほど見事な用兵の才があったとは」

　とはいえ、一度燃え上がった燎りよう原げんの炎は、簡単には鎮まりそうにない。むしろ、ついに流血沙ざ汰たにいたって、暴徒たちはさらに皇帝への怒りを募らせ、覚悟を固めたかのようにも思われた。

　次第に、皇帝軍の勢いがしぼんでいく。ナルセスの的確な指揮にもかかわらず、後退を余儀なくされる。一方で、宮殿地区の北側でカルケ門を攻撃している暴徒たちは、破城槌アリエスの激しい猛攻によって、ついに青銅の門を突き破る。「勝利せよニカ！」の合シユ言ンボ葉ロンを掲げながら、宮殿区域の中へと雪な崩だれ込む。




　ベリスの率いる軍勢が帝都の玄関口である黄金門へと至ったのは、そんな折のことだった。
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「門を開け！」

　ベリスは大声で叫んだ。

「門を開け！　私は東方マギス方テル・面ミリト軍ウム・司ペル・令オリエ官ンテムにしてダラス城じよう塞さいの司令官たるベリサリウスだ。帝都の混乱を鎮め、平和を取り戻すために参った！」

「おい、ベリス将軍が来たぞ！　早くお迎えしろ！」

　本来であれば、皇帝でも凱がい旋せん将軍でもない者の軍勢が黄金門に迎え入れられることなど、決してない。だが、門の周りに集まっている群衆は、喜々としてベリスを迎え入れた。

　それは『緑プラシ組ノイ』に属する庶民たちであった。ヒュパティオスを擁よう立りつする『青組ベネトイ』の富裕な市民たちに負けず劣らず、彼らも興奮の極みにあった。熱狂的に、彼らは張り声を上げた。

「ダラスの英雄だ！」

「我らの新しい皇帝のお出ましだ！」

　歓呼の声を上げる暴徒たちに、だがベリスは馬上で首を振る。

「いや、私はユスティン陛下をお守りするために来たのだ」

　どよめきが、市民たちから沸き起こった。怒気を含んだ声が、鋭く彼に投げかけられた。

「てめえ、裏切る気か!?」

「裏切るも何も、私はユスティン様に背そむくなどと表明したことは一度たりともないのだが」

「うるせえ、黙れ！」

　激高した男が、短剣を鞘さやから引き抜いて、ベリスに襲いかかる。

　狙いすました男の斬撃を、ベリスは容易たやすく自らの剣で弾はじき返した。

　男は目を見開いた。いつの間にベリスが剣を引き抜いたのか、彼にはまったく見えなかったのだ。

「この剣は、アルメニアでペルシャ王子ホスローと戦ったときに使った剣だ」

　高らかに長剣スパタを掲げて、ベリスは黒褐色の瞳で群衆を眺め回した。

「私はユスティン様をお守りする騎士である。神の僕しもべとして、異教徒ペルシャ人どもに鉄てつ槌ついを下す聖戦士である。ダラス城塞の司令官として、民を外敵から守護する盾である。その私に、刃を向ける者はおるか？」

　誰もがベリスの迫力に息を吞のみ、静かに彼を見上げていた。

「おぬしらが皇帝陛下に対し、強い不満を抱いていることは分かっている。だが、私に免じて、ここは矛を収めてくれないか？　おぬしらの不満は、必ず陛下にお伝えする。悪いようにはしない」

　ベリスに気け圧おされた市民たちの中に、異議を唱える者は誰もいない。剣を鞘に納めた青い板クリ金バニ鎧オンの青年が馬を進めると、群衆は無言で左右に分かれてゆく。その道を、ベリスと彼の軍団が進んでいく。







　中央大メセ通りーをまっすぐに突き進んで、ベリス軍はカルケ門へと到達した。

　待ち構えていたのは、ヒュパティオスを支持する『青組ベネトイ』の暴徒たちであった。カルケ門を破城槌アリエスで突破して、宮殿の敷地内に侵入を果たした矢先に、彼らはベリス軍の到来を知らされた。そこで慌ててカルケ門に戻り、ベリス軍を迎撃する態勢を整えたのである。

　ベリスは陣頭で自ら剣を振るい、暴徒たちを蹴散らした。

　最初に剣を交えた相手は、ただの一撃でベリスに剣を弾き飛ばされ──。

　二人目は、みぞおちに蹴りを食らって気を失い──。

　三人目は、剣を持つ手をベリスに捻ねじり上げられ──。

　四人目は、何もできぬまま剣を眉み間けんに突きつけられて戦意を喪失し──。

　ほとんど血を流すこともなく、ベリスは暴徒たちを立て続けに敗北に追い込んだのだった。

「つ……強い……強すぎる……」

　凄まじい剣技の冴さえを見せつけられて呆ぼう然ぜんと立ち尽くしているのは、七人目、もしくは八人目の敵だったか。ペルシャ軍との激闘を経験してきたベリスや彼の部下たちにとっては、ヒュパティオス派の暴徒などただの烏う合ごうの衆であった。一息に、ベリス軍は彼らを粉砕した。

　一度敗色が濃厚になると、群衆で組織された部隊は弱い。一気に統率が失われて、散り散りになって逃げていく。

「そ、そんな……ばかな……」

　絹服を着込み、黄金の首飾りを着けた男が腰を抜かしてわなわなと震えている。ヒュパティオスである。抵抗する意志も気力もない彼を、アントニーナとマルティヌスが取り押さえた。

　おそらくヒュパティオスとしては、ベリスが現れる前にけりをつけたかったのだろう。だが、青い板クリ金バニ鎧オンを着た若者は、万人の予測を上回る速度で帝都へと軍を進めたのだった。

　宮殿前に部隊を待機させ、ベリスは一人だけでマグナウラ宮殿へと入った。

　皇妃テオドラや財務長官のヨハネス、その他の廷臣たちとともに、ユスティンが彼を迎え入れる。ベリスがかしこまって参上すると、厳かな声でユスティンは言った。

「ベリス。お前はダラス城塞の司令官でありながら、持ち場を離れ、軍を率いて帝都まで押し寄せた。これは明白な命令違反であり、反逆行為だ」

「……御意」

「が、おかげで助かったのも事実だ。お前は余を暴徒どもの手から助けるために、あえて命に背そむき、己おのれが最善とみなした行動を選んだのだな。凡百の武人にはできぬ判断だ」

　険けわしい顔を、ユスティンは緩ませた。

「ベリスよ。よく駆けつけてくれた」

　跪プロス拝キユネ礼シスの姿勢を取ろうとするベリスを立ち上がらせ、ユスティンは彼を強く抱ほう擁ようした。
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「お前こそローマで最高の騎士だ。青き鎧よろいの聖騎士よ、お前がこのユスティンの危機を救ったのだ」

　ユスティンの振る舞いには、多分に演出的なものも含まれていただろう。だが、ユスティンのその気持ちに噓うそ偽いつわりがないことは、ベリスにも分かった。

「もったいないお言葉です。非才の身ではありますが、これからも陛下のお志こころざしのため、務めさせていただきます」

「この者を、信用なさるのですか？」

　一人の元老院議員が、胡う散さん臭くさいものを見る眼まな差ざしでベリスを睨にらみ付けた。

「初めから陛下をお救いするために軍を動かしたかのような物言いですが、本当にそうでしょうか。あわよくば、帝位を狙っていたに違いありませんぞ」

　たちまちユスティンは怒気をあらわにした。

「黙れ！　獅し子しの志が分からぬこの子こ鼠ねずみめが！　貴様は何もできずにただ震えておったくせに、どの面を下げてかかる讒ざん言げんをなすのか！」

　激高して、ユスティンは議員の顔を王スケプ笏トルムで殴りつけた。悲鳴を上げて、議員はその場から逃走した。それを無視して、ユスティンはベリスに向き直った。

「お前が余の命令に背いて、しかもよき結果をもたらすのは、これで二度目だな。まるで余が間違った命令を下してばかりいるような気になってくるぞ」

　そう言って、ユスティンは笑った。つられてベリスも口元をほころばせる。だが、次のユスティンの言葉は、ベリスの肝を凍り付かせた。

「ベリス。反乱軍の者どもを、皆殺しにせよ。女子供にいたるまで、一人残らずだ」

「……！」

「どうしました？　彼らは皇帝陛下と神に背いたのですよ？　何をためらうことがあるのです？」

　皇妃テオドラが、ベリスを試すような顔を向けた。ベリスは答えた。

「私には、できません」

　先ほどヒュパティオス派の暴徒たちを相手にしたときも、圧倒的な力を見せつけることで敵の戦意を失わせ、ほとんど流血を見ないままに戦いを終わらせた。皇帝に歯向かった暴徒といえども、やはり帝都の市民である。同じローマ人の仲間であり、なるべくなら傷つけたくないと思ったのだ。

「ローマの皇帝位は、市民たちの手によって授けられるものです。市民たちによって皇帝となったユスティン様が市民に刃を向けるなど、あってはならないことです」

「余の命令でも、聞けぬと？」

「お願いがございます」

　ベリスは、懇願した。

「市民たちから、税を免じていただきたいのです。民は今、重税に苦しんでいます」

「軍人たるお前が、国政に口出しをするのか？　余やヨハネスよりも、お前の方が政治を知っていると？」

「そうではありません。私は、政治の分からぬ一介の武人にすぎません。ですが、英えい邁まいなるユスティン様は、私のような者の意見にも耳を傾けて下さると信じます」

「……知っての通り、余とヨハネスが新税の導入に踏み切ったのは、大ローマ帝国の中興のためだ。まずはアフリカに居座るヴァンダル族を撃ち滅ぼし、ついでイタリアを占拠する東ゴート族を殲せん滅めつするというのが、余の計画だ。ヴァンダルを征服するためには、少なくとも五万の兵力が必要となろう」

「それほどの大兵力が必要とは、私は思いません」

　とっさに、ベリスはそう答えていた。

「二万。いえ、一万五千もあれば、十分です。それだけの兵力があれば、私がヴァンダル王国を征服してご覧に入れます。ですから、反乱に加わった市民たちを許し、彼らに課された税を免じていただきたいのです」

「一万五千だと……？」

　ユスティンは驚いている。ベリス自身、思わぬ言葉が自分の口から飛び出てきて、内心で冷や汗をかいている。だが、決して大たい言げん壮そう語ごというわけでもない。数々の苦難から彼を救ってくれた『黒い筆の軍師』──プロックスさえいてくれれば、十分に可能な軍事行動であるはずだった。

「……よかろう。お前の言う通りにしよう。実のところ、余はお前に市民たちを殺せるはずがないと思っていた。余も同じ気持ちだ。分かっていて、少しお前を試したのだ」

　緋ひ色いろの衣を着た至尊の玉座の主は、ふっと笑った。

「お前の気持ちが分かって安あん堵どした。許せ」

　ベリスは眉まゆを動かした。本当だろうか。本当に、ユスティンには反乱軍に加担した市民たちを殺さつ戮りくするつもりはなかったのだろうか。そのような疑問が彼の頭をよぎったが、今は追及しても詮せん無ないことであった。

「ただし、余に背いたヒュパティオスは処刑し、彼に加担した者どもは全員、トラキアに強制移住させることとする。公式記録には、こう書こう。『皇帝ユスティニアノスに反逆した者は一人残らず、皇帝の命により皆殺しにされた』と。そうしないと、余の皇帝としての権威は保たれぬ」

　それがやむを得ない措そ置ちであることを、ベリスは了解した。寛容であることよりも畏い怖ふの対象であることが専制君主に求められる時代に、ベリスたちは生きている。

　テオドラが、鋭い眼差しで口を差し挟んだ。

「ヨハネスとトリボニアノスは、いったん罷ひ免めんすることといたしましょう。二人が今の地位に留とどまったままでは、市民たちは納得しないでしょうから」

　ひえっ、と悲鳴が上がった。当のヨハネスとトリボニアノスである。だがユスティンは、彼らの存在を無視してベリスに語りかけた。

「以上が、余にできる最大限の譲歩だ。よいな？」

「御意にございます」

　深い感謝を捧ささげて、ベリスは敬礼した。

























　夕暮れの星が、路上で遊ぶ子どもたちを母親の下へと返す時刻。

　誰に教えられたわけでもない。約束をしていたわけでもない。だが、ベリスは知っていた。その場所で自分を待っている人がいることを。

　反乱が収束に向かい、ようやく自由な時間をつくることができたベリスは、まっすぐに、その場所へと駆け出した。

　息を切らせて、走った。見知らぬ人とぶつかりそうになるのを避けながら、革靴が擦り切れそうなほどの勢いで、走った。

　辿たどり着いた先は、白い円柱の回廊に囲まれた市民たちの憩いの場──テオドシウス広場であった。かつてベリスがプロックスに「従軍史家になってくれ」と頼み込み、プロックスがそれを受け入れた場所である。

　あのときと同じ白い石灰岩のベンチに、黒い外ヒマテ套イオンを着た少年は腰かけていた。

「遅いぞ、ベリス」

「すまん、プロックス」

　顔を見るなり、ベリスは謝罪した。肩で息をしながら、彼は言いたいことを一気に吐き出した。

「やはり私には、こういう生き方しかできなかった。帝位を狙う不ふ逞ていな野心家など、私の柄ではなかった。自分の栄達よりも、ユスティン様をお守りすることの方が、何よりも大事だったのだ。いや、単に私は、臆おく病びようなだけかもしれぬ。裏切り者と呼ばれることが恐いだけかもしれぬ。だがいずれにしても、私にはこのような生き方しかできなかったのだ。おぬしは私に、がっかりしたかもしれない」

　プロックスは無言である。ベリスの言葉をどう感じているのか、表情からはつかめない。

「それでも私は、またおぬしと一緒に戦いたいのだ。私には、おぬしが必要なのだ。もう一度、私の従軍史家になってはくれないか」

　自分の思っていることをすべて告げて、ベリスは手を差し出した。受け入れてくれるかどうかは、分からない。だが、プロックスに下へ手たな小細工は逆効果だろう。自分の思いを正直に打ち明けることしか、ベリスには思いつかなかったのだ。

　突然、プロックスは笑い出した。紫水晶の瞳には、いたずらっぽい光が宿っている。

「な、何がおかしい？」

　きょとんとしてベリスが問うと、プロックスは思わぬことを言い出した。

「ベリス。まさか俺が、本当にあんたにユスティンへの反逆をけしかけていたと思っているのか？」

「どういう意味だ？」

「あんたがユスティンに背そむくはずがない。そんなことくらい、俺にはお見通しさ」

　啞あ然ぜんとするベリスに、プロックスは腕組みをして説明した。

「今、市民たちは、あんたの評判で持ち切りだ。ユスティンよりも、ヒュパティオスよりも、誰よりもあんたは皇帝にふさわしいと、みんなが噂うわさしている。それでもユスティンに尽くすことを選んだあんたを、不器用だけど誠実な人間だと、皆が好ましく思っている。うかうかと群衆に乗せられたヒュパティオスと違って、思慮深い、私欲のない人間だと、高く評価している」

　そう言って、プロックスは静かに笑った。

「『青組ベネトイ』にまんまと乗せられたヒュパティオスは哀れだな」

　当初、ユスティンはヒュパティオスを助命してやるつもりだったらしい。だが、ヒュパティオスは競ヒツ馬ポド場ロームで公に向けて皇帝即位を宣言してしまった。それを知って、ユスティンは考えを改めた。ユスティンに対する明確な謀む反ほんであり、これを許すと彼の帝位の正統性に傷が付いてしまう。ベリス軍に捕らえられたヒュパティオスは、ユスティンによって処刑された。

「ユスティンたちも、あんたの働きに満足している。ベリス将軍は比類なき律りち義ぎ者ものだと、宮廷の連中はみんなあんたを褒ほめ称たたえている」

　過分な評価だと、ベリスは思う。自分は、なすべきことを愚直に実行しただけだ。

「あんたが活躍して権限が増大するたびに、皇帝によからぬ讒言をするくだらない人間が出てくることだろう。だがこの先何があろうと、ユスティンはあんたに強い信頼を寄せるはずだ。ベリスが裏切るつもりならもっといい機会があった、彼が裏切るはずがない、とな。それは、あんたを守る武器になる」

「市民たちは、ずいぶんと私のことを買ってくれているようだが、これもおぬしの仕業だな？」

　ダラスで大勝したとはいえ、遠い辺境の話である。ベリスの評判が帝都まで届いているのは、自然発生的なものではないであろう。プロックスが宣伝したに違いない。

「まさか、まさかとは思うが、この大反乱そのものの黒幕がおぬしということはあるまいな……？」

「さて、それはちょっと買いかぶりってもんじゃないのかな」

　そのような言葉で、プロックスは明言を避けた。真偽のほどは分からないが、少なくとも、大規模な反乱が起きることを予見し、それをベリスのために最大限に利用したことは確かだろう。

「まあ俺としちゃ、本当にあんたが皇帝になってくれる方がよかったけどな」

　それは、プロックスの本音だったのだろう。だが、ベリスがそんなことができる性分ではないことも、彼は分かってくれていたのだ。

「今後、機会はいくらでもある。のんびり待つさ」

「それでは……」

「ああ、俺は今日から、またあんたの従軍史家さ」

「ありがとう、プロックス」

　プロックスは、ベリスの手を取った。軽く抱擁して、二人は照れ笑いを浮かべた。

　そんな折のことだった。聞き慣れた少女の声が、遠くから聞こえてきた。

「ベリスさん！　プロックスさん！」

　元気のいい曲芸師の少女が、二人の方へ走ってくるのが見えた。ベリスはその栗くり色いろの髪の娘に、優しく声をかけた。

「シア。久しいな」

「よかった。仲直り、したんですね」

　そうだ、と答えようとして、ベリスは眉をひそめた。シアは、息を切らせている。珍しいことだ。『健脚の駆術』という魔術の力を持つシアは、ほとんど息を乱すことなく野も山も駆け抜けることができる。その彼女が、息切れするほどの速度でこちらへ駆けつけたのだ。よほどの急用があるに違いない。

「何かあったのか？」

「そ、そうでした！　ベリスさん！　至急、宮殿に戻って下さい！　ユスティンさんやお姉ちゃんが、ベリスさんを探しています！」

　思わず、プロックスと顔を見合わせる。反乱はすでにかたがついている。暴徒たちは武装を解除され、聖ソフィア教会や聖エイレネ教会を燃やし尽くした大火は鎮火され、ヒュパティオスは処刑された。まだ何か、やり残したことがあっただろうか。

　マグナウラ宮殿へと、ベリスは駆け戻った。プロックスも一緒である。彼は公式にはベリスの参シユン謀ブーロスの任を解かれていないため、ベリスに随行する資格があるのだった。

　黄金の帝デイア冠デーマを被り、緋色の玉座に鎮座したユスティンは、ベリスがやってくると、挨あい拶さつもなしに本題に入った。

「アフリカのヴァンダル王国で、極めて大規模な反乱が発生した」

　伝令らしき若い兵士が、ユスティンの前に跪ひざまずいている。おそらくこの者が、知らせを運んできたのだろう。

「ヴァンダルの支配下にあるリビアとサルディニアで、それぞれ在地の有力者がヴァンダル王に反旗を翻ひるがえし、我がローマに共闘を求めてきたのだ」

　それが何を意味するのか、なぜユスティンが自分を急いで呼び出したのか、ベリスは即座に理解した。

　ユスティンとベリスの悲願を成し遂げるための、絶好の機会が訪れたのだ。

　厳かに、ユスティンはベリスに命じた。

「大ローマ帝国中興の機は熟した。ヴァンダル王国を征服せよ」










　あとがき




　プロコピオス著『秘ひ史し』という一冊の本との出会いが、この物語をつくるきっかけでした。

　東ローマ帝てい国こく（ビザンツ帝国）を代表する名将ベリサリウスに仕えた文人プロコピオスは、『戦せん史し』という長大な歴史書の著者として有名な歴史家です。ベリサリウスを中心に、ユスティニアノス帝時代の東ローマ帝国の歴史を詳細に記したこの本は、六世紀の地中海世界を知るための一級の史料となっています。

　一方で、彼は『秘史』という別の歴史書をも残しました。『戦史』がどちらかというとユスティニアノスやベリサリウスの輝かしい栄光、戦果を賛美する内容なのに対し、こちらは「本当に同じ人物が書いたのか」と信じられないくらい、ユスティニアノスや妃きさきテオドラ、ベリサリウスに対する罵ば詈り雑ぞう言ごんに満ちあふれた「過激な」告発の書となっています。

　名君と世に称たたえられながら悪魔のような一面も持っているユスティニアノス。踊り子から成り上がった稀き代たいの悪女テオドラ。常勝不敗の名将でありながら主君や妻にはまったく頭が上がらない、情けない英雄ベリサリウス。人間の「負」の部分を生々しく描くその筆致は、かえって彼らをより魅力的で身近な存在にしているように僕には感じられました。「ぜひ彼らを主人公にした物語を書いてみたい」とそのとき強く思ったのです。




　作中に登場するすべての「名前が出てくる人物」は史実に記録のある実在の人物です。どの程度史実を忠実に反映しているかはキャラクターによってまちまちですが、史書に特徴が明記されている人物については、なるべくそれを活かすような造形を心がけました。ブーゼスの喧けん嘩かっ早ぱやい性格は史実通り。シッタスについては、作中で「精せい悍かんな顔立ちで云うん々ぬん」などと容姿についての描写がちょくちょく出てきますが、これも『戦史』に「たいそうな美男だった」と記載があるので、それを元にしています。２巻で登場するペルシャの女将軍・ペーローズの正体が実は……というのは完全に創作で、そもそも史実では男性の人物ですが、金と真珠の髪飾りをつけていた、というのは『戦史』の記録に基づいています。

　作中のエピソードについても、史実を正確になぞっているものもあればそうでないものもあります。「噓うそくせえ」という出来事ほど実は出典があったりするので、どれが噓でどれが本物か、ぜひ推理しながらお読み下さい。

　時代考証についてはできる限り正確さを追求したつもりですが、史料的な限界もありますし、ラノベということで「面白さ優先」で思い切って改変した部分もあります。例えばプロックスが読んでいる「本」ですが、この時代にはすでに現代の僕らが読んでいるような冊子本がかなり普及していたようです。が、「巻物形式の本の方が、時代の雰囲気が出るよなあ」と思ったので、あえて「書ヴオル巻ーメン」というアイテムを登場させました。敵国ペルシャの社会なども、かなりファンタジー色を濃くしてあります。単に僕の勉強不足で不正確になっている描写も多々あるかとは思いますが、ご理解いただけると幸いです。




　それでは謝辞です。

　今回も美麗なイラストで作品世界を彩って下さった、岩いわ本もとゼロゴさん。ありがとうございます。六世紀の東ローマ帝国には美男と美女しかいなかったと読者が誤解しないか心配です。担当編集のＷさんには、いつもながら的確なアドバイスをいただきました。おかげでどうにか刊行までこぎつけることができました。この本の出版に関わって下さったすべての方々、手に取って下さった読者の皆様にも、最大限の感謝を捧ささげます。





二〇一七年　七月十三日　　　高たか橋はし　祐ゆう一いち　　
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